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ݴ　ྫ
１ɽຊ書は、独立行政法人国立文化財機構　奈良文化財研究所が2023年（一部2022年をؚΉ）に͓こなった発掘調

査の報告である。

２ɽຊ書は、ᶗ 飛鳥・藤原宮跡の調査報告、ᶘ 平城京と寺院の調査報告の２部構成である。調査次は、ᶗは飛
鳥・藤原地区の次、ᶘは平城地区の次をࣔす。

３ɽ研究所の名শは、２վশされͯいるが、ຊ書では過ڈのݺশؚΊͯ奈良文化財研究所とද記する߹があ
る。またུশとしͯ奈文研を༻いる。

̐ɽ研究所のץ行物についͯは、以ԼのΑうにུশを༻いͯいる。
　　　ʰ奈良文化財研究所紀ཁ2019ʱ ˠʰ紀ཁ2019ʱ
　　　ʰ奈良国立文化財研究所年報2001－ᶗʱ ˠʰ年報2001－ᶗʱ
　　　ʰ飛鳥・藤原宮発掘調査報告ᶛʱ ˠʰ藤原報告ᶛʱ
　　　ʰ平城宮発掘調査報告ᶠᶝʱ ˠʰ平城報告ᶠᶝʱ
　　　ʰ飛鳥・藤原宮発掘調査֓報26ʱ ˠʰ藤原֓報26ʱ
　　　ʰ1995年平城宮跡発掘調査部発掘調査֓報ʱ ˠʰ平城֓報1995ʱ
　　　ʰ飛鳥・藤原宮発掘調査出土؆֓報22ʱ ˠʰ藤原؆֓報22ʱ
　　　ʰ平城宮発掘調査出土؆֓報45ʱ ˠʰ平城؆֓報45ʱ
　　　ʰ奈良文化財研究所発掘調査報告2023ʱ ˠʰ発掘報告2023ʱ

̑ɽຊ書で༻いた࠲ඪは、すͯ世界ଌ地ܥにΑる平面֯࠲ඪܥ第ᶜܥのである。高さは、東京平ۉ海面を
基४とする海ൈ高であらわす。2002年̐月のվਖ਼ଌྔ法施行以前の日ຊଌ地ܥの࠲ඪを世界ଌ地ܥに変するた
Ίには、飛鳥・藤原地Ҭでは9࠲ඪにʴ346.5N、:࠲ඪに－261.6̼、平城地Ҭでは9࠲ඪにʴ346.4̼、:࠲ඪに－
261.3̼をそれͧれՃ͑れΑい（とにϚΠφεのたΊ、9のઈରはݮগし、:のઈରは૿Ճする）。ৄ
。রされたいࢀについͯはʰ紀ཁ2005ʱ（22～23ท）をࡉ

　　また、(NSSଌྔ機にΑる水平Ґஔの؍ଌは、ωοτϫーΫ型3TK法にΑる。ৄࡉについͯは、ʰ発掘報告2023ʱ
記ࡌのʮ発掘調査に͓ける(NSSଌྔと࠲ඪิਖ਼についͯʯをࢀরされたい。

̒ɽ奈文研では発掘調査のࡍに、大地区、中地区、小地区からなる区ׂりを設ఆしͯいる。࠷小୯Ґとなる小地区はΞ
ϧϑΝϕοτ１文ࣈと２ܻのࣈの組み߹わͤでද記する、１ล３̼のਖ਼方ܗである。中地区は小地区名の前にΞ
ϧϑΝϕοτ１文ࣈでද記する。大地区名はܻ̐でද記し、時代をࣔす１ܻのࣈ、遺跡の種別をදすΞϧϑΝ
ϕοτ１文ࣈ、遺跡名またはҐஔをࣔすΞϧϑΝϕοτ２文ࣈの組み߹わͤからなる。

　　な͓、飛鳥・藤原地区での大地区は東西672̼、南北324̼の方ܗで、中地区はそれを東西にࡾׂ（東ଆと中ԝ
が東西222̼、西ଆが228̼）したう͑で、南北54̼である（ʰ藤原֓報24ʱ）。平城地区での大地区は東西・南北
531̼のਖ਼方ܗで、中地区はそれを東西に二（東ଆ267̼、西ଆ264̼）したう͑で、南から60̼͝とに区っ
た大きさである（北のみ51̼。ʰ平城֓報1989ʱ）。

７ɽ遺物のऔり上͛についͯは、上記の小地区（ʹ１ล３̼࢛方）͝とに、֤遺構・土にԠじͯऔり上͛を͓こなっ
ͯいる。

̔ɽ藤原宮の地区区についͯは、ʰ藤原֓報26ʱ（３ท）をࢀরされたい。



９ɽ藤原京の京Ҭは؛ढ़உの12条ʷ̔આ（１ʹ̐町ʹ265̼࢛方）をこ͑ͯ広がることが明しͯいる。ຊ書で
は10条ʷ10（１ʹ16町ʹ530̼࢛方）の京Ҭを式తにࣔした。たͩし、ࠞཚをආけるたΊ、条ݺশはこ
れまでͲ͓り、ศٓతに؛આとそのԆݺশを༻いͯいる。

10ɽ発掘遺構は、遺構の種別をࣔす記号と、一࿈の番号の組み߹わͤにΑりද記する。な͓遺構記号についͯは、ʰ発
掘調査のͯͼきʱ（文化ி文化財部記೦物課2010）にଇり、以Լの௨りとする。

̨̖（塀・ࡤ・土ྥ） ̨̞（୦݀建物） ̨̩（ุ・埋施設）
̨̗（建物：୦݀建物以֎） ̨̟（土器埋設遺構） ̨̪（遺物集積）
̨̘（࿓） ̨̠（土坑・ஷଂ݀・落とし݀） ̨̬（石֞・ޢน）
̨̙（溝） ̨̡（・ΧϚド） ̨̭（そのଞ）
̨̚（Ҫށ） ̨̢（り土・௩） ̨̮（窯）
̨̛（ಓ路） ̨̣（水ా・ാ） ̨̯（古墳・墳ٰุ・周溝ุ）
̨̜（） ̨̥（柱݀・ϐοτ） ̧̣（ࣗવ流路）
̨̝（広） ̨̨（ૅ石・෪石・石）

　　な͓、2010年以前の調査報告と記号がᴥᴪをきたす߹がある。ྫ͑୦݀建物をSB、をSSとしͯいた
が、ࠓ後は前者をSI、後者をS9とするなͲ、変ߋをՃ͑ͯ報告する。

11ɽ֤調査では、調査һが࣮ଌਤを作成するととに、一部はࣸਅଌྔを͓こない、これをਤ化した。ຊ書で༻いる
遺構ਤは、これらのਤ化ࢿྉにとͮく。

12ɽཧ作ۀについͯは、2023年までは出土遺物のうち・ۚଐ・石をߟ古第一研究ࣨ、土器・土
をߟ古第二研究ࣨ、瓦磚ྨをߟ古第ࡾ研究ࣨが、؆と書土器のղಡは࢙ྉ研究ࣨが中心となっ͓ͯこない、遺
構関のࢿྉཧについͯは遺構研究ࣨが୲した。2024年以降はߟ古第ࡾ研究ࣨ୲はߟ古第二研究ࣨが、
ྉ研究͓ࣨΑͼ都城発掘調査部が、遺構研究ࣨ୲は文化遺産部建造物遺࢙࢙ྉ研究ࣨ୲は文化遺産部ྺ࢙
構研究͓ࣨΑͼ都城発掘調査部がҾ͗ܧཧ作ۀを࣮施した。このたΊ、発掘୲者とཧ作ۀ୲者が一கしな
い߹がある。このほか、ࣗવՊ学ੳについͯは埋ଂ文化財ηンλーのྗڠをಘた。

13ɽ７世紀͓Αͼ藤原宮期の土器区は飛鳥ᶗ～7とあらわす。ৄࡉについͯはʰ藤原報告ᶘʱ（92～100ท）をࢀর
されたい。

14ɽ平城宮出土軒瓦・土器の編年は、以ԼのΑうにあらわす。（ׅހは西ྐྵにΑるུ年式）
　　軒瓦：第ᶗ期（708～721）、第ᶘ期（721～745）、第ᶙ期（745～757）、第ᶚ期（757～770）、第ᶛ期（770～784）
　　土器：平城宮土器ᶗ（710）、ᶘ（720）、ᶙ（740）、ᶚ（760）、ᶛ（780）、ᶜ（800）、ᶝ（825）

15ɽࣥච者名は、֤અまたは֤項の末ඌに明記した。報告は原ଇతに調査୲者がࣥචし、遺物についͯは֤研究ࣨで
の୲者がࣥචしͯいる。

16ɽຊ報告書の発掘調査にかかる遺構͓Αͼ遺物のࣸਅࡱӨは、ࣸਅࣨελοϑ͓Αͼ調査һにΑるのである。

17ɽமとߟࢀ文ݙについͯは、֤調査報告のそれͧれ末ඌにまとΊた。

18ɽຊ書の編集は、ᶗ ୩ᖒѥཬ、ᶘ ാ७が୲し͓ͯこなった。ද͓ࢴΑͼ中൶のσβΠンは、中村一が୲
し、中൶のσβΠンはނ・ۚాあ͓いࢯ（ཟೡࣷ）にΑる原Ҋをとに、Ԭຊຑ༑ࢠ（ݩ奈文研ٕ術ิࠤһ）が作
成した。ӳ文目次はAOBTUBTJJB DVELPがߍӾした。





Ⅰ　飛鳥・藤原宮跡等の調査
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2 奈文研発掘調査報告 2024

表1　2023 年度　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）発掘調査・立会調査一覧

表2　2023 年度都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）現場班編成　※総担当者

　春 　夏 　冬

　山藤　ਖ਼හ（ߟ古第二） 　ኍ　　֮（ߟ古第一） 　୩ᖒ　ѥཬ（ߟ古第一）

　ྛ　　ਖ਼ݑ（ߟ古第ࡾ） （ࡾ古第ߟ）ྰ　　Ӭؠ˞ 　　　࣮（ߟ古第二）

˞ಓ上　（ߟ古第ࡾ） 　ླ　ஐ大（遺　　構） ˞ౢ　ܒ人（遺　　構）

　総ׅ：部　ശ࡚　ٱ 　　　　ࣸਅ୲：ا画調部ࣸਅࣨ 　　อ存Պ学୲：ా村　๎ඒ（ߟ古第一）

（ྉ　　࢙）ྉ୲：山ຊ　　ਸ࢙　 　高দ௩古墳୲：ࣲ原૱一（ߟ古第一） 　Ωτϥ古墳୲：ඉޱ　యত（ߟ古第二）

調査次数 調査地区 遺　　跡 調査期間 調査面積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁

213 次 5A+)ôN 日高山瓦窯 2023.5.10～8.1 254.5㎡ 橿原市上飛騨町 ಓ上 学術調査 11

214 次 5A.Dô6 石神遺跡東方 2023.12.4～2024.3.15 335㎡ 明日香村飛鳥 ౢܒ人 学術調査 61

215ô1 次 5A.Eô1 水落遺跡 2023.12.14～15 96㎡ 明日香村飛鳥 ౢܒ人 さくҪ事 （立会）
215ô2 次 5AK(ôT・6

5AK)ô1・2
ֽٰ 2023.12.19～2024.2.1 487㎡ 明日香村原 ಓ上 Ԃ路උ （立会）

215ô3 次 5A+Bô1・2 藤原宮東方官衙北地区 2023.12.21～2024.1.10 125㎡ 橿原市高఼町 ಓ上 水路վम （立会）

215ô4 次 5B)2ô3 Ωτϥ地区 2024.1.15～16 24㎡ 明日香村平ా ಓ上 法面事 （立会）

215ô5 次 5A.Kô+・K ֽٰ 2024.2.13・16 20㎡ 明日香村原 ྰ　Ӭؠ Ԃ路උ （立会）

215ô6 次 5A+'ôK 藤原宮ཪ 2024.3.21 ô 橿原市ޣ町 ྰ　Ӭؠ ߌఫڈ （立会）

215ô7 次 5A+)ô2・3 藤原宮֎周ଳ 2024.3.22～27 ô 橿原市飛騨町 ྰ　Ӭؠ थെ࠾ （立会）



図1　藤原宮発掘調査位置図　1：7000
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4 奈文研発掘調査報告 2024

1　藤原宮の地理的環境

都城発掘調査部の飛鳥・藤原地区が発掘調査を͓こな
う地Ҭのうち、藤原宮Ҭは、奈良県北部にҐஔする奈良
ຍ地のなかで、͓Αそ、その東南部にあたる橿原市に立
地しͯいる。
　西ྐྵ 694～710 年にӦまれた藤原宮は、現在の橿原市
東南部に立地し、 1 ᶳ࢛方に෮ݩできる。その遺跡は、
藤原宮跡としͯ、2024 年 10 月現在、100.70 ສ㎡が特別
ఆ以前からӦࢦ、ఆ地にはࢦ。ఆされͯいるࢦ跡に࢙
まれͯいた集落や、大ۃ఼周ลにあったのをҠసした
小学ߍなͲをؚΉのの、ଟくはඪ高 70～80 ̼の水ా
しくはాߞٳである。藤原宮の中部、すなわち大ۃ
఼とその南のேಊ院に相する部は、遺跡උがなさ
れچ水ా上に土が施されͯいる。大ۃ఼院の北方、
ཪの存在が推ఆされるҐஔには、近世に։されたとߟ
͑られるᕲᕱ༻たΊであるޣがある。
　近年は、橿原市にΑるقઅ͝とのՖԂのඋにΑり、
を௨じͯଟのདྷ者でに͗わう、奈良県で有ق࢛
のϑΥτεϙοτになっͯいる。大ۃ఼跡の西方には、
橿原市にΑる藤原京ࢿྉࣨがあり、藤原京の 1 ʗ 1000
型がలࣔされͯいるほか、藤原宮の෮ݩ C( をࢹௌす
ることができる。

2　藤原宮の歴史的環境

西ྐྵ 694 年に遷都された藤原京は、条をඋ͑た日ຊ
、ॳのຊ格తな都城で、その中心にஔかれた藤原宮は࠷
日ຊॳのૅ石建ち、瓦෪の宮఼である。藤原宮のҐஔに
ついͯは、ށߐ時代後期からূߟがなされ、1935 年前
後には学術తな૪にٴんͩが、1934 年からணखした
日ຊ古文化研究所にΑる大ۃ఼・ேಊ院の発掘調査にΑ
り、現在ൺఆしͯいるҐஔであることが明した。こう
した成Ռをडけͯ、1946 年には、大ۃ఼院・ேಊ院・
ே集院のΤリΞ 20.67 ສ㎡が࢙名উఱવ記೦物อ存法
Լの࢙にࢦఆされ、1952 年には現行の文化財อޢ法
Լの特別࢙跡となった。その後、2024 年までに 20 次
にわたるՃࢦఆが͓こなわれͯきた。
　1966 年には、藤原宮推ఆҬの北部に国ಓ 165 号ઢό
Πύεの建設ܭ画が࣋ち上がる。1969 年までの奈良県
نҭҕһ会にΑる発掘調査にΑり、宮の北限と東西ڭ

が確ఆした。これにΑっͯόΠύεのϧーτが変ߋされ、
藤原宮跡をӌճするϧーτをとることとなった。
　1970 年以降にஅ続తに͓こなっͯきた研究所にΑ
る発掘調査で、大ۃ఼やேಊ院からなる宮中部と、い
くつかの官衙の࣮ଶがあきらかになっͯきた。2024 年
現在、藤原宮の෮ݩ面積にରする発掘調査面積は 14.2ˋ
にٴぶが、ཪや官衙Ҭを中心にະղ明の部ଟい。
　平城京遷都ののち、藤原宮͓Αͼ藤原京の周ล地Ҭで
は都市తな大きな։発は͓こなわれͣ、近世にはᕲᕱ༻
のたΊが造られたのの、大としͯはۀ༻地とし
ͯอたれ、現在につながる村؍ܠがܗ成された。
　ઓ後の高経ࡁ成にΑる大ن։発へのলから、

ʮ古都に͓けるྺ࢙త෩土のอ存に関する特別ાஔ法ʯ
（いわΏる古都อ存法）が 1966 年に施行された。その後、
ఆൣғがՃされるなͲしたが、2024ࢦ 年現在、藤原
宮跡ಉ法にとͮくྺ࢙త෩土อ存地区にࢦఆされͯ
いる。またࣗવ؍ܠをอશするたΊ、奈良県は 1970 年
に奈良県෩க地区条ྫをఆΊ、ʮ෩க地区ʯとしͯࢦఆ
し、藤原宮跡その一部としͯ؍ܠのอશがなされͯい
る。2013年以降（明日香村とする橿原市Ҭは2014年以降）は、
市町村への権限ҕৡにΑり、֤࣏ࣗମの෩க地区条ྫに
Αり、建ங物なͲのܗঢ়や色࠼の੍نが͓こなわれͯい
る。
　2007 年にはʮ飛鳥・藤原の宮都とその関࿈ࢿ産群ʯ
が世界遺産ఆリετにొ録され、2024 年現在、世界
遺産へのຊొ録を目ࢦしͯいる。構成ࢿ産は宮఼と官衙、
ڭ寺院、墳ุ（古墳）のܭ 20 産で、藤原宮跡そのࢿ
一つである。　　　　　　　　　　　　　　（箱崎和久）

図2　藤原宮跡を南から望む
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ͷग़Ҩ֎໘ٶݪ౻

ー౻ٶݪ第 �3ô5 次

1　はじめに

　都城発掘調査部飛鳥・藤原地区では、ߟ古第二研究ࣨ
と࢙چྉ研究ࣨが中心となり、藤原宮・京跡から出土し
た書土器集成の編集作ۀを進Ίͯいる。この作ۀにか
かわり、ະ報告のࢿྉをؚΊたશの࠶ऍಡとࡱӨを࣮
施し、第 23ô5 次調査から出土したࢿྉのなかに、ະ報
告の؆͓Αͼ、平安時代後期にଐするԾ名書き書土
器の存在を確認した。これらの出土文ࢿࣈྉにڞする
土器群は、大に͓ける֘期の一ׅࢿྉとしͯ目
される。以Լ、ະ報告ࢿྉを中心にհする。

2　第 23-5 次調査

調査の概要　　第 23ô5 次調査の調査地は、藤原宮大ۃ
఼の西方 450 ̼、西面中と西面北のほ΅中ԝの
藤原宮西ลにҐஔする。1979 年 3 月から 4 月にかけͯ、
人住宅の建ͯସ͑にとない奈文研が発掘調査を͓こݸ
なった（h 藤原֓報 10 ）ɦ。

調査の݁Ռ、調査区の東で西面大֞ SA258 の柱݀
2 基を検出したほか、西面֎濠 SD260 なͲを検出した。
SD260 は、SA258 の西方 21 ̼のҐஔにある南北方
のૉ掘溝で、宮西南隅（第 34 次調査）から西北隅（第 36

次調査）までの֤所で検出し͓ͯり、総Ԇは 939 ̼に
͓Αぶ。藤原宮期ॳはほかの֎濠とಉじく෯は5.5～6.0
̼程であったとみられるが、ח時代ࠒまで存続し、後
世の൙ཞやਁ৯にΑり、北部では෯ 17 ̼にまで広
がっͯいる。ຊ調査区では、ॳの෯は 10 ̼、ਂさ 1.9
̼で、のվमを経ͯ࠷終తに෯ 8.8 ̼、ਂさ 0.8 ̼
になると報告されͯいる。藤原宮期から 11 世紀後半ま
での時期にଐする土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・施
釉陶器・磁器が出土し͓ͯり、大半をΊる平安時代に
ଐする土器は、良な一ׅࢿྉとい͑る。
出土文字資料　　文ࢿࣈྉは、いͣれ SD260 から、
؆ 1 、書土器 1 、ࠁ書土器 1 が出土した。この
ほか、画ԁ൘ܽ 1 が出土しͯいる（ਤ 3）。؆は、
さ（301）ɵ ʷ෯（47）ɵ ʷްさ 5ᶱ、061 型式で、ં敷ఈ
൘にࠟが認Ίられるが、ऍಡできない。画ԁ൘は、

さ 68ᶱʷ෯（24）ɵ ʷްさ 4ᶱ、065 型式で、半ԁの
み存し、ֆの༰は不ৄ。とに上から出土し、平
安時代後期にଐするのであΖう。ࠁ書土器は、須恵器
ᙈ̘のޱ縁部֎面にʮ上ʯ（焼成前ࠁ書）と記され͓ͯり、
飛鳥時代から奈良時代までにଐすると推ଌされる。

  （山本　崇）

3　SD260 出土土器

西面֎濠 SD260 のংは、上Ґからॱに҉փ色࠭
土（ᶃ）、փ色ૈ࠭ᶗ（ᶄ）、փ色ૈ࠭ᶘ（ᶅ）
で、そのԼが基൫にあたる੨փ色࠭である（ਤ 4）。
֎濠じたいが平安時代に掘りされ、ᶅ～ᶃがॱ次ଯ
積したのと͑ߟられる。出土土器が࠷ଟいのがᶃ
で、飛鳥時代から古代末までの土器がࠞ在しͯいる。Ծ
名書き書土器、この土からの出土である。また、
ᶄ・ᶅは水流がたらしたଯ積物で、土師器ࡼ、黒色
土器や土זなͲ、平安時代の土器が出土しͯいる。いっ
Άうᶃは、ᶄ・ᶅで半まで埋した֎濠跡にଯ積
した土で、ްは࠷大で 1 ̼に͓Αぶ。

以Լ、ᶃ出土土器を中心に、Ծ名書き書土器をؚ
Ή土器群のશମをհする（ਤ 5）。 
飛鳥・奈良時代の土器　　1・2 は土師器ഋ̖。いͣれ
C1 ख法で、1 には二ஈ์ࣹ҉文を、2 には一ஈ์ࣹ҉文

１：２
赤外

１：3
赤外

斜光

１：２
赤外

１：3
赤外

斜光

図3　SD260 出土木簡・墨画円板・刻書土器
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を施す。3・4 は土師器3。̖ࡼ には一ஈ์ࣹ҉文を、4
には二ஈ์ࣹ҉文を施しͯいる。な͓、4 は高がṞ落
した̗ࡼのՄ性がある。5 は土師器ഋ̙で、面に
۩ࠟがる。これらは飛鳥時代後半から奈良時代前半に
かけͯののか。
平安時代の土器　　6 はബखの土師器ഋ片で、10 世紀ࠒ
ののか。ほかにఈ部片がある。ᶅ出土。7～33 は
土師器ܘޱ。ࡼ 9.5～11.0ᶲの小（26～7）ࡼと、ܘޱ 15.0
～16.5ᶲの大（33～27）ࡼからなる。前者のޱ縁部はʮͯʯ
のࣈঢ়をఄし、その部を上方へと小さくఠみ上͛るݸ
ମがଟい。いっΆう、後者にはޱ縁部が֎するの
と、上方へと小さくఠみ上͛るのがある。これらの小
。は10世紀後半から11世紀前半のの。ᶃ出土ࡼ大・ࡼ

34 は土師器ᙈ。ޱ縁部から部にかけͯの半が
り、֎面にはᰍ部から部中Ґにかけͯコήがްく付ண
し、༻ࠟ跡がݦ著である。35 は土ޱ。ז縁部を
ଆにંりฦしͯංްさͤ、ମ部に௳をΊ͙らͤる大̗
型 1）で、ମ部のԼ半をܽく。34 はᶅ出土。

黒色土器には黒の̖ྨ（36～39）と、֎面を黒
色化した̗ྨ（40～44）との྆方がある。前者は面
をϔϥϛガΩし、֎面をほ΅不調にとͲΊるの（36・

37）と、֎面にૈいϔϥϛガΩを施したの（38・39）

とからなる。高の 50� 以上がるఈ部片のܭにΑ
れ、̖ ྨと̗ྨとのׂ߹は 4：1（34：8、O�42）となり、
̖ྨのほうがଟい。いͣれほとんͲがᶃ出土で、出
土Ґでは྆者を区別できない。

瓦器は（45）ࡼと（46～49）とからなる。後者は֎
面のϔϥϛガΩがີで、ޱ縁部はኪؾຯ。֎面のϔ
ϥϛガΩ高付近に͓ΑぶなͲ、黒色土器の特を
くとͲΊͯいる。とくにڧ 49 は、ӽ編年では第ᶗஈ
֊̖型式のඪ式ྫとしͯհされたのである 2）。その
年代؍にしたが͑、11 世紀前半にҐஔͮけられΑう。
いͣれᶃ出土。

須恵器ു（50・51）はࢳఈで、51 のޱ縁部はۄ縁

ঢ়をఄしͯいる。ࣰ窯産。また、白色土器には52）ࡼ・

53）、（54）がある。これらは平安京からのൖೖとみ
られる。いͣれᶃ出土。

釉陶器には（55）ࡼと（56・57）がある。55 は輪
高の大部をܽくが、そのଆにわͣかなஈࠩをつ
の。釉色はೱ色で、近ߐ産か。56 は輪高の地
面ଆに明ྎなஈࠩがあり、ଆにࢳࠟをとͲΊる。
込にはઢをΊ͙らͤ、そのଆにはτνンの目跡ݟ
が 3 ϱ所にる。ೱ色の釉ༀをશ面に施釉する。近ߐ
産で、10 世紀後半のの。57 は高のଆが࿐のほ
かはશ面に色釉を施釉する。ݟ込にはτνンの目跡が
3 ϱ所にあり、ఈ部にはࢳり後に輪高をషり付ける。
࿐部はにぶいᒵ色をఄする。これらはᶃ出土。փ釉
陶器（58）はのޱ縁部片で、ᶅ出土。

白磁（59）はޱ縁部片で、その部がۄ縁ঢ়をなす
の。SD260 東出土。

ᶃ出土の土器群は、ଟྔに出土したʮͯʯのࣈঢ়ޱ
縁部の土師器小ࡼや釉陶器なͲと、瓦器の࠷古型
式との྆方から10、ͯ͑ߟ 世紀後半から 11 世紀前半に
かけͯののである 3）。後ड़するԾ名書き書土器は黒
色土器 A ྨのであり、10 世紀末ࠒののであΖう。
SD260 が࠷終తに埋したのは、瓦器の年代からは
11 世紀に降ると͑ߟられる。 （森川　実）

仮名書き墨書土器　　黒色土器̖ྨのఈ部֎面に書
が認Ίられる（ਤ 6）。土器は土のঢ়ଶから大産では
ないとみられ、京都から࣋ち込まれたのと推ଌされ
る。書は 4～5 文ࣈのԾ名とみられるのの、ऍಡに
をとなったたΊ、֘時期のԾ名にৄしい֎部研ࠔ
究者、乾ળ（関西大学）、Ӊ都宮ޗܒ（大ࡕ大୩大学）、
ܰ部ར恵（࣮ફঁࢠ大学）の֤ࢯをটᡈし、ݸ別にॿݴ
をٻΊた。࢙ྉ研究ࣨ（ྩ 5 年時）からは、山ຊの
ほか、٬һ研究һの藤間Թࢠが検౼にࢀՃした。

検౼の݁Ռ、Ծ名は 4 文ࣈとஅした。書は 2 行あ
り、ӈ行に 3 文ࠨ、ࣈ行に 1 文ࣈのܭ 4 文ࣈが記されͯ

①ᒙ䚷ᬯ⅊〓Ⰽ◁ᅵ

③ᒙ䚷⅊〓Ⰽ⢒◁䊡③ᒙ䚷⅊〓Ⰽ⢒◁䊡

②ᒙ䚷⅊〓Ⰽ⢒◁䊠

㻴䠙㻢㻢㻚㻜㻜㼙

㻴䠙㻢㻣㻚㻜㻜㼙

㼅㻙㻝㻤㻘㻝㻣㻜 㼅㻙㻝㻤㻘㻝㻢㻡
䠳

䠡

� 3N
ᬯ灰〓色◁土 እᇙ土 䠄ྂ䠅

図4　SD260 断面図　1：80
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註
1）  ੁ 原ਖ਼明ʮـに͓ける土זの作と流௨ʯh 文化財ʱ

1983。
2）  ӽढ़一ʮ大地方出土の瓦器をΊ͙る二、ࡾのʯh 文

化財ʱ1983。ӽにΑれ、瓦器（49）はʮ10 世
紀から 11 世紀にࢸる土師器や黒色土器ととに、SD260
の࠷上で出土したのʯであるという。

3）  平ඌ政ʮ土師器ߟ࠶ʯh བ࢙ʱ12　京都市埋ଂ文化財研
究所、2019。

4）  京都国立ത物ؗʰかなのඒਤ録ʱ大௩社、1996。

いる。Ծに、ӈ行から 1 文ࣈ目とশする。શମతな印
は、චのӡͼがεϜーズで一ؾに書いたײじがあり、な
Ίらかなචӡͼであるのの、ࣈとしͯはい、とい͑
る。խなײじはなく、さほͲ高くない֊のखになる
のと推ଌされ、そうであるなら、ࢭΊ、ႝͶが௨ྫと
ҟなるなͲ、ある程の่れはڐ༰されるであΖう。

1 文ࣈ目はඇৗに不ࣗવなܗであり、あるいはܽଛ部
にච画の一部が存したՄ性൱ఆできない。2・3
文ࣈ目は、࿈໖し͓ͯり、Ծ名とみなしͯΑい。4 文ࣈ
目はଞとൺ大きく書かれ、あるいはࣈのՄ性൱
ఆできない。4 文ࣈであるとすれ、ՎのՄ性はい
とみられるが、Վ（の一部）をश書したՄ性は、な͓
。る

以Լ、ऍಡにࡍしͯは、Ҫໜಙ編ʰԾ名名跡大ࣙయʱ
（֯書店、1981 年）、小ྛ๕ن編ʮԾ名ࣈମ総ཡ（片Ծ名・

平Ծ名）ʯ（h 日ຊ古య文学大ࣙయ ؆൛ʱؠ波書店、1986 年）、
ಉ編ʮ平Ծ名ࣈମ一ཡʯ（h 国࢙大ࣙయ 第ɦ 11 巻、٢߂文ؗ、

1990 年）をはじΊ、平安時代中期から後期にかけͯのԾ
名書きのࢿྉをࢀরした 4）。

ఠされたԾ名（͓Αͼࢦճの検౼にΑり、Մ性がࠓ

そのࣈ）は次のと͓りである。
　1 文ࣈ目、そ（所）、な（ಹ・奈）、み（ඒ）、わ（）

　2 文ࣈ目、う（Ӊ）、か（Մ）、に（ሤ）

3 文ࣈ目、͑ （ҥ）、く（ٱ）、し（೭）、は（者）、み（ݟ）、
Ή（Ꮰ）、Α（༩）

　4 文ࣈ目、さ（ࠤ）、す（須）、つ（）、は（波）、ふ（付）

上記を౿ま͑、ऍಡҊとし ʮͯわかくはʯʮわかくさʯʮな
にはつʯなͲのҊがࣔされた。ݸ別の文ࣈを検౼した݁
Ռ、1 文ࣈ目の࠷終画はࠨ方にわれ、Փภの一画目
がܽଛ部にあったとみるならʮわ（）ʯがふさわしい。

2 文ࣈ目の第 1 画がॎであることからʮӉʯとみるの
は不ࣗવで、ʮか（Մ）ʯのܗࣈがっと近い。3 文ࣈ
目はʮく（ٱ）ʯであΖう。4 文ࣈ目は、ʮは（波）ʯのࣈ
がっとふさわしい。以上の͝とくஅし、一部のܗ
ච画をܽଛする 1 文ࣈ目はՄ性をࣔすにとͲΊ、ʮ˘

ʤわϱʥかくʗはʯとऍಡした。
4 文ࣈ目のʮは（波）ʯが大きく書かれることについͯ、

ఠされたが、すͯԾࢦԾ名ަじりとみるՄ性ࣈ
名とみͯとくにໃ६はないとஅされた。その߹、ॿ
、けが大きく書かれることは不ࣗવであることからͩࢺ

ʮはʯは名ࢺであるՄ性ࢦఠされた。また、ච記の
ॱ番はつまͼらかにし͑ないが、高がややਂくӈखで
චを࣋ったとするならࠨ行へのච記が༰қく、࠷ॳに

ʮは（波）ʯを記したՄ性͑ߟられるととに、ある
いはٯにӈ行に 3 文ࣈʮわかくʯと記した後に、ࠨ行に
ややΏったりとʮはʯを記したՄ性なͲが推ଌされる。
以上から、書はʮはわかく（༿、एく）ʯあるいはʮわ
かくは（एくは）ʯのҙかと推ଌされる。　　

4　まとめ

ຊ報告では、藤原宮西面֎濠 SD260 の出土遺物の࠶
ཧ成Ռをެදした。10 世紀後半から 11 世紀前半にか
けͯの土器群は、大の土器としͯは報告ྫのগない時
期の一ׅࢿྉとしͯوॏである。Ծ名書き書土器は、
土器の年代؍から 10 世紀末ࠒとみられるので、平Ծ
名へのҠ行がٸに進んͩとされる 9 世紀後半からはや
やれるのではあるが、近時出土事ྫ૿͑つつある
とはい͑、な͓ྨྫのগないԾ名成立期の書土器に一
ྫをՃ͑るのとしͯوॏであΖう。 （山本）

図6　仮名書き墨書土器　1：2
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図７　藤原京発掘調査位置図　1：30000
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1　藤原京の地理的環境

　都城発掘調査部の飛鳥・藤原地区が発掘調査を͓こな
う地Ҭのうち、藤原京Ҭは、奈良県北部にҐஔする奈良
ຍ地のなかで、͓Αそ、その東南部にあたる橿原市に立
地しͯいる。
　西ྐྵ 694～710 年にӦまれた藤原宮は、現在の橿原市
東南部に立地し、 1 ᶳ࢛方に෮ݩできる。藤原京は藤
原宮を中心にஔいた、東西 5.3ᶳ、南北 4.8ᶳの方ܗ
に෮ݩでき、東部͓Αͼ東南部の一部は、ࡩҪ市や明日
香村にかかるが、ଟくは橿原市に広がる。このうちٰ
ྕにかかる東南部、͓Αͼ大ࡾ山とݺれる山、
ࣖ成山、香۩山（いͣれ国名উ）の周ғをআけ、ඪ高
60～90 ̼の平部である。
　大Տはなく、中小のՏが北西方に流Լする。奈
良ຍ地は降水ྔがগなく、また周ғの山地がઙいたΊՏ
の水ྔはしい。このたΊᕲᕱ༻のたΊがଟ掘ら
れた。また大Ӎが続くと、ししՏの൙ཞにつなが
った。藤原京Ҭに相する地Ҭྫ֎ではない。
　平部は古くからۀ༻地としͯわれ、ࢄ在するඍ
高地には、水རとӴの機をඋ͑た濠集落がӦまれ
た。国のॏཁ౷త建造物群にબఆされͯいるࠓҪ町
その一つで、一फのশ೦寺を中心とした寺町としͯ、
。す時代のຽՈをଟ༴する古い町ฒみをށߐ
　橿原市Ҭは、北は奈良・京都、南は高औ・٢、西は
香ࣳ・大ࡕ、東はࡩҪ・ҏへ௨じる、古くからのަ௨
のཁিで、近代以降は鉄ಓが発ୡした。その中心部は
藤原宮跡の西方にҐஔし、古くからの集落をऔり込んで
都市化が進み、また住宅地広がっͯいる。
తな文化遺産はଟく、明日香村にかかる藤原京Ҭ࢙ྺ
の南部には、ఱྕߖや古墳がࢄ在するととに、藤原京
にӦまれた寺院の遺跡が立地する。

2　藤原京の歴史的環境

　西ྐྵ 694 年に遷都された藤原京は、条をඋ͑た日ຊ
ॳのຊ格తな都城である。藤原京のൣғは、東を中π࠷
ಓ、西をԼπಓ、北をԣ大路、南を山ాಓという藤原京
以前の古ಓでғまれた東西 2.1ᶳ、南北 3.2ᶳの؛ढ़உઆ
がらくఆઆであったが、20 世紀末以降、南北 10 条、
東西 10 からなる、いわΏる大藤原京が確ఆతとなっ

た。藤原京の施設としͯは、ༀ師寺と小山ഇ寺、大官
大寺なͲの寺院があり、また京の宅地なͲ、発掘調
査にΑっͯ一部で明しͯきͯいるが、不明なগな
くない。藤原京Ҭで࢙跡ࢦఆをडけͯいるのは、上記の
寺院跡をআけ、2024 年 10 月現在、ग大路跡とそれ
にするࠨ京七条一一௶͓Αͼӈ京七条一一・二௶
の一部、߹ܭ 44.809㎡である。
　ઓ後の高経ࡁ成にΑる大ن։発へのলから、
1966 年にʮ古都に͓けるྺ࢙త෩土のอ存に関する特
別ાஔ法ʯ（いわΏる古都อ存法）が施行された。その後、
ఆൣғがՃされるなͲしͯ、2024ࢦ 年現在、藤原地
Ҭでは、橿原市Ҭにあたる藤原宮をؚΉ大ࡾ山（ࣖ成

山・山・香۩山）、ࡩҪ市Ҭにあたる൬༨地区がྺ࢙
త෩土อ存地区にࢦఆされͯいる。またࣗવ؍ܠをอશ
するたΊ、奈良県は 1970 年にこれらの地Ҭをʮ෩க地
区ʯとしͯࢦఆし、奈良県෩க地区条ྫをఆΊた。2013
年以降（明日香村とする橿原市Ҭは 2014 年以降）は、市町
村への権限ҕৡにΑり、֤ 、ମの෩க地区条ྫにΑり࣏ࣗ
建ங物なͲのܗঢ়や色࠼の੍نが͓こなわれͯいる。
　2007 年にはʮ飛鳥・藤原の宮都とその関࿈ࢿ産群ʯ
が世界遺産ఆリετにొ録され、2024 年現在、世界
遺産へのຊొ録を目ࢦしͯいる。構成ࢿ産は宮఼と官衙、
ڭ寺院、墳ุ（古墳）のܭ 20 産で、このうち藤原京ࢿ
Ҭにあるのは、藤原宮跡、藤原京ग大路跡、大ࡾ山、
ຊༀ師寺跡（以上、橿原市）、山ా寺跡（ࡩҪ市）、大官大
寺跡（明日香村）である。 （箱崎和久）

図8　藤原宮跡（中央）と藤原京域を南東から望む
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1　調査の経過

　（1）調査に至る経緯
藤原宮の瓦窯は奈良ຍ地を中心とした西日ຊ֤地に

在し、日高山瓦窯はその中で藤原宮にっと近い
所にҐஔしͯいる。日高山瓦窯産の瓦は、藤原宮跡で
は大֞周ลを中心に出土することから、主としͯ藤原宮
大֞に瓦をڅڙしͯいた瓦窯であることがࢦఠされͯい
る。さらに、藤原宮造Ӧ時に機したӡՏ SD1901A（藤

原宮第 20 次、h 藤原֓報 8 ）ɦ࠷Լ（機時のଯ積）から
日高山瓦窯産の瓦が出土し͓ͯり、藤原宮の造Ӧ過程の
中でൺֱతॳ期ஈ֊にૢۀした瓦窯と͑ߟられͯいる
1）。日高山瓦窯は藤原宮の造Ӧ過程、特にそのॳ期ஈ֊の
瓦の生産࣮ଶを͑ߟる上でۃΊͯॏཁな遺跡である一方、
そのৄࡉな構造や瓦窯のには不明な部がଟくさ
れͯいた。そこで、日高山瓦窯の࣮ଶղ明にけͯ、瓦
窯のൣғ確認͓Αͼ۩ମత構造のѲを主たる目తとし
た発掘調査を࣮施した。
奈良県による調査　　日高山瓦窯の発ݟは 1960 年にさか
の΅る。ࣇಐެԂのվम事が͓こなわれたࡍにଟྔの
焼土が確認されたことをうけ、奈良県ڭҭҕһ会がٸۓ
発掘調査を࣮施し 2）、藤原宮期にはྨྫのない平窯の瓦
窯 1 基を確認した。この調査が͓こなわれるまで、平窯
はൺֱత新しい時期の窯構造と認ࣝされͯいたが、平窯
の出現が藤原宮期にさかの΅るという事࣮があきらかに
なった。さらに、日乾レンガを積みॏͶた、特ҟな窯の
構ங方法目されることとなる。
奈文研による調査　　1975 年、日高山ٰྕ北方に͓いͯ、
市Ӧ住宅建設事にとなう事前調査を奈文研が࣮施し
た（藤原宮第 17 次、h 藤原֓報 6 ）ɦ。この調査に͓いٰͯ
ྕ斜面を一部平しͯ掘られた東西ૉ掘溝 SD1845 を検
出し、その埋土から焼けんͩ瓦や日乾レンガ、焼土、
がଟྔに出土した（ਤ 9）。日高山瓦窯に近いこと、
SD1845 から出土した瓦の中に 1960 年の発掘調査で平窯
から出土しͯいた軒丸瓦6274Aがؚまれͯいたことから、
ここで出土した瓦のଟくが日高山瓦窯で焼成されたの
と認ࣝされͯいった。さらに、その出土ྔをうけ、ઌに

確認できた窯以֎にෳの瓦窯の存在がఆされるこ
ととなった。1977 年には奈文研埋ଂ文化財ηンλーが磁
ܭ߹、୳査を࣮施し、ٰྕ西斜面から北斜面にかけͯؾ
4 基の瓦窯が存在するՄ性が明した 3）。この୳査݁
Ռを౿ま͑、1978 年にはެԂ西法面վम事にとなう
事前調査を࣮施した。その݁Ռ、ٰྕ西斜面に͓いͯ、
ᜯ窯 1 基と平窯 1 基を検出し、日高山瓦窯にはᜯ窯と平
窯の྆方のܗଶがڞ存することがあきらかになった。こ
の調査以降、1978 年の調査でみつかったᜯ窯を 1 号窯、
平窯を 2 号窯、磁ؾ୳査で存在を推ఆした窯を 3 号窯、
1960年に調査された窯を4号窯とݺশしͯいる4）。しかし、
これらの瓦窯はその存在が明した一方で、֤遺構のҐ
ஔ関にᴥᴪが生じるなͲ、課されͯいた。
　2021 年からは、上記の調査成Ռの検ূ͓Αͼ瓦窯のൣ
ғ確認を目తとする学術調査を࣮施しͯきた。2021 年に
は、ٰྕ周ลの地ܗଌྔ͓Αͼ磁ؾ୳査、地中レーμー
୳査を࣮施し、かつͯ存在が確認あるいはఆされた瓦

図9　第 213 次調査区位置図　1：2000 
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窯 4 基にՃ͑、さらにෳの瓦窯が存在するՄ性をࢦ
ఠした（飛鳥藤原第 207ô3 次、h 紀ཁ 2022 ）ɦ。
調査区の設定とねらい　　طԟの発掘調査や୳査の成Ռを
౿ま͑ͯ調査区の設ఆを͓こなった。2021 年に࣮施した
୳査の成Ռから、瓦窯が日高山ٰྕ北斜面をΊ͙るΑう
に広く存在するとఆできた。そこで、まٰͣྕ西ଆか
ら北ଆにかけͯ、1～3 区の調査区を設ఆした（ਤ 10）。1・
2 区は、1978 年の発掘調査で確認した 1・2 号窯のҐஔを
確認し、瓦窯のৄࡉな構造をਫ਼査することを目తとした。
3 区は、1977 年のレーμー୳査でఆした 3 号窯の所在
を確認すること、1960 年の発掘調査で確認された 4 号窯
のҐஔを確認し、瓦窯のৄࡉな構造をղ明すること、さ
らに、ະの瓦窯の所在確認͓Αͼ構造をղ明すること
を目తとした。
　その後、1～3 区を調査する過程で、瓦窯が 3 区の東方
に存在することがほ΅確࣮となった。そこで、ٰྕ東
ଆに͓ける瓦窯の確認を目తとする 4 区を設ఆし、
続しͯ発掘調査を࣮施した。以上の調査区にΑる総発ܧ
掘面積は、254.4㎡である。
　（2）発掘作業の経過
　発掘調査は 2023 年 5 月 10 日から 8 月 1 日にかけ࣮ͯ
施した。5 月 10 日に 1～3 区の調査区を設ఆし、12 日に
ᕲのെ͓࠾Αͼॏ機ൖೖを͓こなった。15 日、調査区
周ลにԾ設のϑΣンεを設ஔし、ॏ機掘を։࢝した。
まͣ、1・2 区に͓けるط調査区の検出とॏ機掘をฒ行
しͯ進Ί、26 日には 1～3 区のॏ機掘をྃした。そ
の後は遺構検出͓Αͼ࣮ଌ、ࣸਅࡱӨにΑる記録作ۀを
ਵ時進Ίた。6 月 29 日には調査成Ռの記者発දを͓こな
った。ಉ日、地ݩ住ຽ（飛騨町・上飛騨町在住の方ʑ）け
の現આ明会を։࠵し、25 名のࢀՃをಘた。7 月 1 日に
は現地ݟ学会を࣮施し、ѱఱީではあったのの、381
名のࢀՃをಘた。7 日、1～3 区の調査成Ռを౿ま͑ͯ 4
区を設ఆし、ॏ機掘を։࢝した。11 日、4 区のॏ機掘
し、1～4ྃを 区の遺構検出͓Αͼ࣮ଌ、ࣸਅࡱӨな
Ͳの記録作ۀを進Ίた。19 日、文化ி、܂波ాࢤ調査
官にΑる20。ࢹ 日Αり、記録作ۀを終͑た調査区から、
ਵ時埋Ίしを進Ίた。1・2 区は斜面にҐஔしͯいるた
Ί、埋Ίし後の土࠭流出を͙たΊ、২生土のう͓Α
ͼ২生シーτにΑるཆ生を͓こなった。28 日、すͯの
記録作ۀをྃした。8 月 1 日にはすͯの調査区の埋

Ίしをྃし、調査を終ྃした。な͓、6 月 14 日に
立խ࿕ࢯ（立໋ؗ大学）、ಉ月 26 日にඛాࢯ（京都

立大学）、ಉ月 27 日に藤原学ࢯ（ݩ大ࡕ学院大学）に͓ӽし
いたͩき、調査に関しͯ有ӹなॿݴをࣀった。
　（3）整理作業の経過
　発掘作ۀとฒ行しͯ、出土遺物のཧ作ۀを͓こなっ
た。出土遺物は、औり上͛時に土器、瓦、器のૉࡐ
͝とにけ、藤原地区ிࣷのཧࣨにൖೖし、ચড়、
記、߹、࣮ଌ作ۀなͲを࣮施した。

2　遺跡の位置と環境

日高山瓦窯は、藤原宮南面中の南方͓Αそ 300N の
Ґஔにある日高山ٰྕの北部に所在する。日高山ٰྕ
はඍࢹతには東西 2 つのඌࠜで構成され、中ԝに小さな
୩がある。日高山瓦窯は西ଆのඌࠜに所在し、現在は日
高山ࣇಐެԂとしͯཧされͯいる（ਤ 9、　1L.1ô1）。東
ଆのඌࠜにはかつͯ藤原京ग大路がॎஅし、現在は市
Ӧ住宅が建ちฒぶ。周ลは南東から北西へΏるやかに
斜し͓ͯり、西方では飛鳥が北西に流れる。

藤原宮期以前、日高山ٰྕはุҬとしͯར༻されͯい
た。1984 年の調査（藤原宮第 40 次、h 藤原֓報 15 ）ɦでは 5
世紀中ࠒのԁ墳（日高山 1 号墳）を検出したほか 5）、6 世
紀前半代の埴輪、6 世紀後半～7 世紀ॳ಄ࠒの須恵器、
ۚಔࣖが出土した。また、1985 年の調査（藤原宮第

45ô2・9 次調査、h 藤原֓報 16 ）ɦでは、6 世紀末～7 世紀中
のԣุ݀群を検出しͯいる。そのほか、周ลの調査でࠒ
古墳時代の土器がچ流路なͲからわͣかに出土しͯいる
が、古墳時代の生ࠟ׆跡は明ྎではない。

藤原京の造Ӧが։࢝されると、日高山ٰྕではग大
路の敷設をはじΊ、東ଆのඌࠜの平や୩の埋Ί立ͯと
いった大نなվ変が進んでいった。これらの土事
の一で、古墳のഁյやԣุ݀の埋Ί立ͯが͓こなわれ
ͯいたことを発掘調査で確認しͯいる（藤原宮第 48ô2・6 次、

ʰ藤原֓報 17 ）ɦ。こうしͯ、藤原宮・京の造Ӧが進Ίられ
ͯいくのに߹わͤͯ、日高山瓦窯はஙかれた。

日高山瓦窯のૢۀ։࢝時期についͯは、藤原宮造Ӧ
期のӡՏ SD1901A から出土した瓦がࠜڌとなっͯいる。
SD1901A Լからはఱ࠷ 11～13 年（682～684）の年紀
͓Αͼఱ 14 年に੍ఆされたףҐʮ進大ᡕʯを記した
؆が出土しͯいる。ಉじ࠷Լから藤原宮期の瓦が一ఆ
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ྔ出土し͓ͯり、その中に日高山瓦窯産とみられる丸瓦
のഁ片がؚまれͯいた。これにΑり、藤原宮の造Ӧ͓Α
ͼ日高山瓦窯に͓ける瓦生産は、ఱே末年、680 年代
にると͑ߟられͯいる 6）。

一方、日高山瓦窯の終ᖼについͯは不明ながଟい
が、日高山瓦窯で༻いられた瓦ᝎのଟくが高・ๆ寺瓦
窯（奈良県高औ町～ޚ所市）をはじΊとするଞの瓦窯へҠ
ಈしͯいることから、藤原宮造Ӧ్中にૢۀを終ྃした
と͑ߟられͯいる。な͓、1978 年に調査した 1 号窯（瓦

窯 S:11681）焼成部のଯ積から、11 世紀後半～12 世
紀ࠒの瓦器・土師器が出土しͯいる。したがっͯ、12 世
紀ࠒまでは瓦窯は埋し͓ͯらͣ、ૢۀ終ྃ後しら
くは大きなվ変はうけͯいなかったとみられる。

3　調査の方法と基本層序

　（1）調査の方法
　奈文研にΑる 1978 年の調査区͓Αͼ 2021 年࣮施の
物ཧ୳査の成Ռを౿ま͑ͯ、調査区を設ఆした（ਤ 10）。

掘に関しͯ、ެԂのඋ土とچ調査区の埋土の掘
し、その後は人ྗにΑる掘りԼ͛と遺༺にはॏ機を
構検出を͓こなった。
　調査は 1978 年調査区にॏෳする 1・2 区から։࢝し
た。まͣ、1 区のද土・උ土・چ調査区埋土をআ
し、1978ڈ 年調査区͓Αͼ 1 号窯（瓦窯 S:11681）の遺
構面をѲした。S:11681 の所在を確認した後、2 区の
ॏ機掘にऔりかかった。まͣ、1978 年調査時に設ఆ
しͯいた 1 区と 2 区を南北にॎஅするࢼ掘τレンνを
Ѳした。その上で調査区શମの掘を͓こない、2 号窯

（瓦窯 S:11682）のҐஔを特ఆした（1L.1ô2、2ô1）。続いͯ、
3 区のॏ機掘を͓こなった。3・4 号窯（瓦窯 S:11683・

11684）はその所在は認ࣝしͯいたのの、ਖ਼確なҐஔが
不明ྎであったたΊ、まͣ෯ 60ᶲの東西方のࢼ掘τ
レンνを設ఆし、֤窯のҐஔのѲを進Ίた。これにΑ
り、S:11683・11684 のҐஔを特ఆし、さらに、ະの
瓦窯 2 基（瓦窯 S:11685・11686）の存在を確認した（1L.2ô2）。
これらの݁Ռをडけ、3 区を南北に拡張し、遺構の平面

図 10　第 213 次調査区全体図　1：300　
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図 11　第 213 次調査区 1～3区土層図　1：100
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　S:11681・11682・11684・11685 についͯは窯部の調
査を͓こなった。このうち、S:11681・11682・11684 は
発掘である。S:11681࠶ では構ங方法͓Αͼૢ࣮ۀଶに
関するৄࡉ報をಘるたΊに、遺構の࠶検౼とあわͤͯ、
೩焼部にαϒτレンνを 1 ϱ所設ఆしͯ調査を͓こなっ
た。S:11682 遺構の࠶検౼とあわͤͯ、ขޱと焼成部
にαϒτレンνを 1 ϱ所ͣつ設ఆしͯ調査を͓こなった。
S:11684 では、1960 年調査時に出土した瓦の一部が焼成
部に埋Ίされͯいることをࠓճ確認した。1960 年調査
では೩焼部の調査を͓こなっͯいないたΊ、窯部の瓦

検出を進Ίた。たͩし、S:11683 付近に関しͯはथࠜの
たΊ拡張をஅ೦し、所在の確認にとͲΊた。な͓、3 区
の遺構検出ঢ়گから瓦窯の北方にփ原がల։することが
༧されたたΊ、S:11685 ͓Αͼ S:11686 付近では北
方に調査区を拡張した。
　3 区の遺構検出後、3 区の東方に෯ 2N のࢼ掘τレンν（4

区）を設ఆし、瓦窯群のൣғ確認調査を進Ίた。4 区では
݁Ռతに 3 基の窯跡（瓦窯 S:11687～11689）にՃ͑、が
ଯ積する小型の土坑 SK11690 ͓Αͼ古墳の周濠とみられ
る斜行溝 SD11680 を検出した（1L.2ô3）。

図 12　第 213 次調査区 4区土層図　1：100
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ଯ積を半ࡋし、அ面報を記録した上で、出土したす
ͯの遺物をऔり上͛た。S:11685 は新نの発掘調査であ
り、೩焼部͓Αͼ焼成部に瓦や日乾レンガが大ྔにଯ積
しͯいることを確認した。また、S:11685 の北方ではෳ
にわたるփ原を検出した。窯部の瓦ଯ積͓Αͼփ
原を半ࡋし、அ面報を記録した上で窯部͓Αͼփ原
の遺物のऔり上͛を͓こなった。
　な͓、S:11689 についͯは窯の部調査を࣮施しなか
ったが、瓦窯の構ங方法に関する報をಘるたΊ、窯の
東西にαϒτレンνを設ఆし、窯のஅ面報͓Αͼ൛ங
の施ঢ়گの記録を͓こなった。
　遺構検出作ۀとฒ行しͯ、࣮ଌ͓ΑͼࣸਅࡱӨ、3 次
ଌにΑる記録を͓こなった。SG.ô.7Sܭݩ を༻いた 3
次ܭݩଌをશ調査区にରし࣮ͯ施し、これにΑっͯಘら
れた 3 次ݩϞσϧで作成したΦϧι画૾にとͮき、現
地で࣮ଌを͓こなった。S:11684・11685 についͯはৄࡉ
な 3 次ݩϞσϧを作成した。ଯ積ঢ়گなͲの記録を終͑
た遺物からऔり上͛を͓こなったほか、փ原や೩焼部に
ଯ積しͯいたࠞ土の一部についͯαンϓリンά͓Αͼ
ੳを͓こなった。
　（2）測量
　発掘調査では、(NSS ଌྔ機を༻いたωοτϫーΫ型
3TK 法͓Αͼτーλϧεςーシϣンで調査区に基४
ઢを設ఆし、ॖई 1 ʗ 20 を基ຊに平面ਤを作成した。
ඪ高は基४藤原 NP.178（9�－166811.528、:�－17737.092、

)�76.950N）からΦーτレϕϧで水४Ҡಈを͓こない、
調査区周ลにԾ設の水४を設ఆし、調査期間中の水४
ଌྔの基४とした。
（3）基本層序

　調査地は現在、橿原市のެԂとしͯཧされ͓ͯり、
ᶃද土（0.1N 以Լ）のԼに、ެԂのඋにとなうᶄ
උ土（0.1～0.6N）が広ൣғで確認できる。そのԼには
ᶅ瓦や日乾レンガのഁ片をଟྔにؚΉ遺物แؚ（色

࣭࠭土、0.3～0.5N）が広くଯ積する。このほか、1・2 区で
はᶆ 1978 年調査時の埋土、瓦窯 S:11684 周ลではᶇ
1960 年調査時の埋土がそれͧれ存在する。これらをす
ͯऔりআくと、遺構面に౸ୡする。瓦窯が構ஙされた
地山はいͣれՖቋؠ෩化土で構成され、一部でՖቋؠ
が຺ؠঢ়に࿐出する。

4　検出遺構

　（1）瓦窯SY11681（1号窯）
位　置　　1 区で検出した（ਤ 10・11・13、1L.3・4）。瓦窯
の主࣠は東西方で、ٰྕ斜面にରしͯަする。斜面
西方で೩焼部、斜面東方で焼成部͓ΑͼԎಓを検出した。
基本構造　　半地Լ式有֊有ஈᜯ窯。1978 年の調査で確
認しͯいた、೩焼部・焼成部・Ԏಓを࠶検出した。検出
 6.0N、൛ங土をআく窯ମ࠷大෯ 1.9N。ข͓ޱΑͼ೩焼
部の一部、ఱҪ部はࣦわれͯいる。地山を東西 6.0N 以上、
南北 3.7N の平面方ܗに、ਂさ 1.4N 以上掘り込み、こ
の掘り込みのଆ࠷大 0.9N のൣғに、೪࣭土と࣭࠭土を
൛ஙでಥきݻΊながらޓに積み上͛る。この൛ங土の
ଆにεαೖりの೪土をషり付けͯ窯นとする。焼成部
Լ面にಉ様の൛ஙにΑる土を͓こない、この土に
֊ஈঢ়のஈをり出しͯচ面を構ஙする。
燃焼部　　検出 0.9N、࠷大෯ 1.9N。地山をり出した
高さ 0.5N の֊にΑっͯ焼成部と区される。೩焼部ଆน
は地山をり出した面にεαೖりの೪土をషり付けるほ
か、一部に日乾レンガを構ஙࡐとしͯ༻する。ఈ面に
は೪土をషり付けͯ構ஙしたচ面がෳ存在し、地山面
をؚΊͯܭ 5 面のচ面があることを確認した。
焼成部　　શ 3.8N、࠷大෯ 1.7N。掘り込み͓Αͼ部
の൛ங土が高さ 1.4N 存しͯいることを確認した。൛
ங土の面にްさ 0.2N のεαೖりの೪土をషりつけͯ窯
นとする。前ड़の௨り、焼成部চ面は࣭࠭土を൛ஙでಥ
きݻΊͯ構ஙされͯいた。この土をܭ 9 ஈの֊ஈঢ়に
。り出しͯ、焼成部চ面としͯいる
被熱痕跡　　S:11681 周ลで瓦窯のૢۀにΑるඃࠟ跡
を検出した。特にٰྕ斜面Լ方、೩焼部付近のඃࠟ跡
は地山のՖቋؠに͓Αͼ、このඃࠟ跡を S:11681 の൛
ங土を施するたΊの掘り込みがഁյしͯいる。したが
っͯ、斜面Լ方のඃࠟ跡が S:11681 の構ஙにઌ行する
ことは間ҧいない。これにରしͯ、ٰྕ斜面上方、焼成
部付近のඃࠟ跡は൛ங土にのみ存在し、掘り込みの
֎には広がらない。こちらは S:11681 のૢۀにΑるの
とみられる。このことから、斜面Լ方の S:11681 の構ங
にઌ行するඃࠟ跡を第一次ඃ、斜面上方の S:11681
のૢۀにΑるඃࠟ跡を第二次ඃとしͯ、ஈ֊ࠩをଊ
͑ることができる。
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とಉ様、瓦窯の主࣠は東西方でٰྕ斜面にରしͯ
ަする。斜面西方でขޱ、斜面東方でԎಓを検出した。
S:11681 とは 4.0N の間ִをとる。
基本構造　　半地Լ式有֊平窯。1978 年の調査で発ݟし
ͯいた瓦窯のขޱ・೩焼部・焼成部・Ԏಓを࠶検出した。
શ 4.6N、࠷大෯ 3.6N。窯の北半はࣦわれͯいるが、周
ลにඃࠟ跡をしͯいるたΊ、֓ܗを෮ݩできる。地
山を方ܗに掘り込み、掘り込みのଆに平面उܗࢠに
なるΑうに日乾レンガをख方に積み上͛ͯ窯นを構

煙　道　　焼成部Ԟに 1 ຊのԎಓをඋ͑る。焼成部ଆに
日乾レンガを積みॏͶ、Ԟนとの間のۭ間に೪土をঢ়
にషり付けͯ෯をڱΊͯ、Ԏಓを構ஙする。現在、焼成
部Ԟนの上部がࣦわれͯいるが、焼成部চ面からやや上
がったҐஔにԣ݀が設けられ、Ԏಓに続しͯいたこと
が 1978 年の調査で報告されͯいる。Ԏಓの平面ܗは෯
0.8N、Ԟ行 0.4N の半ԁܗで、ほ΅ਨに立ち上がる。
　（2）瓦窯SY11682（2号窯）
位　置　　2 区で検出した（ਤ 10・14、1L.5）。瓦窯 S:11681

図 13　瓦窯 SY11681（1 号窯）平面図・立面図　1：80
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ஙする。掘り込みと日乾レンガのଆにはएׯのཪ込土
をॆరする。窯น存高は 0.6N で、日乾レンガの目地
やද面にはεαೖりの೪土をషり付けͯいる。
焚　口　　推ఆ෯ 0.8N。೩焼部のڱに日乾レンガを窯
の主࣠にରしͯަするΑうに積みॏͶ、ขޱをつくる。
燃焼部　　શ 1.2N、推ఆ࠷大෯ 1.6N。地山をり出し
た高さ 0.3N の֊にΑっͯ焼成部と区される。中ԝでや
やく΅み、ขޱにΉかっͯすりあがる。をؚΉ黒色
࣭࠭土がްくଯ積し、その上面に瓦がࢄཚしͯいたこと
が、1978 年の調査で明しͯいる。ఈ面はؠ൫が࿐出し
͓ͯり、షচは確認できなかった。
焼成部　　શ 2.4N、推ఆ࠷大෯ 3.6N。ଆน存高
0.6N。চ面はわͣかに斜する。地山のؠ൫の上にްさ
0.1N 程の೪土をషり付けたのがߗ化しͯ存する。
煙　道　　焼成部Ԟน北隅に่落した日乾レンガがଯ積
し͓ͯり、北のԎಓの存部と͑ߟられる。そのଞの

Ԏಓは地山をり出しͯ構ஙしたࠟ跡がわͣかにる
のみͩが、後ड़する瓦窯 S:11684 とಉ様、3 ຊのԎಓ
をඋ͑ͯいたとみられる。それͧれ検出෯ 0.7N、Ԟ行
0.5N。
　（3）瓦窯SY11683（3号窯）
位　置　　3 区西で瓦窯の一部、2 区東北隅部でඃ
ࠟ跡をそれͧれ検出した（ਤ 10・11・15、1L.6ô1）。瓦窯
の主࣠は南北方で、ٰྕ斜面にରしͯަする。瓦窯
S:11682 に近するが、ॏෳ関はない。
基本構造　　1977 年の୳査で存在が推ఆされたので、
ճ、その一部を検出した。3ࠓ 区西で窯นとをଟく
ؚんͩ黒色土のଯ積を検出し͓ͯり、೩焼部の一部のՄ
性がある。また、2 区東北隅でඃࠟ跡を確認し͓ͯり、
Ґஔやنからみͯ、S:11683 のӨڹにΑるのとみら
れる。શମのৄࡉな構造は不明ͩが、そのଞのᜯ窯に特
తな大نな掘り込みが周ғに存在しないこと、ྡ
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図 14　瓦窯 SY11682（2 号窯）平面図・立面図　1：80
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図 15　瓦窯SY11683（3号窯）平面図　1：80　

する窯とのॏෳ関が認Ίられͣ、そのଞの窯Αり小
とఆできることから、瓦窯ن S:11682・11684 とಉ様、
平窯のՄ性が高い。
燃焼部　　検出 0.5N。࠷大෯ 2.1N。地山をり出しͯ
窯を構ஙする。部にはをؚΉ黒色土がଯ積し、上Ґ
にఱҪ土の一部とみられる೪土のߗ化が存在する。
　（4）瓦窯SY11684（4号窯）
位　置　　3 区中ԝ部で検出した（ਤ 10・11・16、1L.6ô2・

7）。瓦窯の主࣠は南北方でٰྕ斜面にରしͯަする。
斜面北方でขޱ、斜面南方で焼成部を検出した。瓦窯
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S:11683 とは 3.0N の間ִをとる。
基本構造　　半地Լ式有֊平窯。1960 年の調査で発ݟし
ͯいた瓦窯のขޱ・೩焼部・焼成部を࠶検出した。શ
は 3.6N であることがかつͯの調査で確認され͓ͯり、ࠓ
ճはそのうち 2.5N を検出した。࠷大෯ 2.7N。存高
0.8N。基ຊ構造や平面ܗは前ड़の瓦窯 S:11682（2 号窯）

とほ΅ڞ௨し、日乾レンガをख方に積み上͛ͯ窯น
を構ஙする。たͩし、窯ମにԊうΑうに平面उܗࢠに地
山を掘り込んで͓り、S:11682 で確認したΑうなཪ込土
はほとんͲ認Ίられない。
焚　口　　෯ 0.7N。೩焼部北に日乾レンガを窯の主࣠
にରしͯަ方に積みॏͶͯ೩焼部との境とする。さ
らにその北方に೪土ϒϩοΫを土అঢ়にషり付け、ࡉ
いขޱをܗ成する。
燃焼部　　શ 0.9N、࠷大෯ 1.4N。S:11682 とಉ様に中
ԝ部がく΅んで͓り、地山をり出した高さ 0.3N の֊に
Αっͯ焼成部と区される。ఈ面はؠ൫が࿐出し͓ͯり、
షচなͲは確認できなかった。೩焼部はະ調査であっ
たたΊ、փ、瓦・日乾レンガのഁ片が 0.1N ほͲଯ積し
ͯいることを確認した。೩焼部น面Լ半はؠ൫が࿐出し、
上半は日乾レンガを積みॏͶる。
焼成部　　検出 1.1N。࠷大෯ 2.2N。চ面はؠ൫が࿐出
し͓ͯり、S:11682 とಉ様、わͣかな斜をつ。過ڈ
の調査ではচ一面が焼土で埋まっͯいたことが報告され
ͯいる。

図 16　瓦窯 SY11684（4 号窯）平面図・立面図　1：80

̎区

� 区 X-166,890

X-166,892

Y-17,795 Y-17,797

� �N
⿕⇕❔ቨ

೩ম෦͔



20 奈文研発掘調査報告 2024

煙　道　　ࠓճは調査区֎ͩが、過ڈの調査で 3 ຊのԎ
ಓが確認されͯいる。日乾レンガを༻いたஅ面方ܗのԎ
ಓであり、斜Ί上方に։ޱしͯいたと報告されͯいる。
　（5）瓦窯SY11685
位　置　　3 区中ԝ部で検出した（ਤ 10・11・17、1L.8）。
瓦窯の主࣠は南北方で、ٰྕ斜面にରしͯަする。
斜面北方でփ原͓Αͼขޱ、斜面南方で焼成部を検出し
た。瓦窯 S:11684 とは 2.0N の間ִをつ。
基本構造　　半地Լ式有֊（有ஈ）ᜯ窯。ขޱ・೩焼部・
焼成部を検出した。検出 3.2N、࠷大෯ 1.9N。存高
0.8N。窯ମにԊっͯ地山を掘り込んで͓り、ཪ込土を༻
いない。೩焼部͓Αͼ焼成部のଆนに日乾レンガを積み、
平面ܗはややࡉいが、उܗࢠをఄするなͲ、શମతに
は瓦窯 S:11682・11684 のΑうな平窯に近い様相をつ。
その一方で、地山をり出したൺֱత斜のٸな焼成部
をඋ͓͑ͯり、೩焼部চ面にෳのషচをつなͲ、
部構造తにはᜯ窯に近い。
焚　口　　෯ 0.5N。೩焼部北で日乾レンガを窯の主࣠
にରしͯަ方に積みॏͶͯ೩焼部との境とする。さ

らにその北方に೪土ϒϩοΫを土అঢ়にషり付け、ࡉ
いขޱをܗ成する。
燃焼部　　શ 1.1N、࠷大෯ 1.3N。地山をり出した高
さ 0.6N の֊にΑっͯ焼成部と区される。೩焼部น面は
Լから日乾レンガを積み上͛ͯ構ஙし、น面͓Αͼ目
地にεαೖり೪土をషり付ける。೩焼部にはଟྔの瓦
や日乾レンガのഁ片がଯ積しͯいた。ఈ面には೪土にΑ
るషচを͓こなっ͓ͯり、地山面をؚΊͯ߹ܭ 3 面のচ
面を確認した。
焼成部　　検出 1.5N、࠷大෯ 1.6N。地山をり出しͯ
ൺֱతڧい斜をったচ面を構ஙする。上面の平が
ܹしく、চ面にஈをඋ͑ͯいたかは不明である。
灰　原　　ขޱの北方でփ原を検出した。瓦を焼成した
に窯に生じたや不良をૡき出したࠞ土のଯ積ࡍ
と、೪土にΑる地がަޓにଯ積する。ૢۀの都、
や不良のૡき出しと周ลの地を܁りฦしͯいたとみ
られる。ࠞ土のଯ積は߹ܭ 5 （փ原 1～5）を確認し
͓ͯり、গなくと 5 ճ以上、焼成が࣮施されたと͑ߟ
られる。な͓、փ原の࠷Լ（փ原 1）は瓦をؚまない

図 17　瓦窯 SY11685 平面図・立面図・断面図　1：80
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ࠞ土のଯ積であり、窯のຊ格ૢۀにઌ行するʮۭขきʯ
を͓こなったࠟ跡のՄ性がある。փ原は東方の瓦窯
S:11686 周ลまで広がり、S:11686 のங窯にとなう掘
り込み͓Αͼૉ掘溝にΑっͯ一部がഁյされͯいる。փ
原はさらに北方斜面に広がる。
　（6）瓦窯SY11686
位　置　　3 区東で検出した（ਤ 10・11・18、1L.9）。瓦
窯の主࣠は南北方で、瓦窯 S:11684・11685 にൺͯ
東ภする。斜面北方でփ原͓Αͼขޱ、斜面南方で೩焼
部を検出した。瓦窯 S:11685 とは 2.0N の間ִをとる。
基本構造　　半地Լ式ᜯ窯。ขޱと೩焼部を検出した。
検出 1.4N、窯ମ࠷大෯ 1.8N。地山を東西 5.7N、ਂさ
0.7N 以上掘り込み、掘り込みのଆ࠷大 2.6N のൣғに
൛ஙでಥきݻΊた࣭࠭土を積み上͛ͯいる。掘り込みの
東西྆にԊっͯ෯ 0.6N のૉ掘溝をΊ͙らͤる。こ
れらはそのஔからഉ水機を有しͯいたՄ性が∁い。
൛ங土のଆに日乾レンガをԖ方に 2 積み上͛、ขݸ
ͩ֎Αͼ೩焼部のน面を構ஙする。焼成部は調査区͓ޱ
が、大نな掘り込みと൛ங土は瓦窯S:11681とڞ௨する。
これにՃ͑ͯ、平窯とはขޱの構造が大きくҟなること
から、ᜯ窯とஅした。S:11686 の構ஙにとなう掘り
込み͓Αͼૉ掘溝で S:11685 のփ原の一部が平されͯ
いる。S:11685 が一ఆ期間ૢۀされ、փ原のଯ積が進ん
ͩஈ֊で、S:11686 の構ஙが։࢝されたとཧղできる。
焚　口　　෯ 0.6N。೩焼部ଆนから֯方に։ޱ部を
をつくり出す。փ原が広がる面から高さޱΊ、ขڱ 0.7N
の൛ங土が立ち上がっ͓ͯり、この൛ங土のଆに日
乾レンガをԖ方に積み上͛ͯขޱを構成する。ขޱ
の北方には北にかっͯϋのࣈঢ়に広がる前ఉ部が存在
し、後ड़のփ原がల։する。
燃焼部　　検出 0.5N、෯ 1.8N。น面はขޱとಉ様にԼ
から日乾レンガをԖ方に積み上͛ͯ構ஙしたとみ
られる。日乾レンガの上面に೪土ϒϩοΫをషり付けた
部があり、ఱҪ土を構成した೪土ϒϩοΫの一部のՄ
性がある。この೪土ϒϩοΫのද面で、ঢ়の۩で
೪土ϒϩοΫをಥきݻΊたࠟ跡を確認した。
灰　原　　ขޱの北方、前ఉ部でփ原を検出した。瓦片
とࠞ土をؚΉଯ積がෳ存在し、ෳճのૢۀが
ఆされる。փ原はさらに北方斜面に広がる。

　（7）瓦窯SY11687
　4 区でփ原を検出した（ਤ 10・12・19、1L.10ô1）。窯の
な構造は不明ͩが、窯ମは調査区֎にあり、ྡすࡉৄ
る瓦窯 S:11686・11688 にൺしٰͯྕの上方に構ஙされ
たと͑ߟられる。փ原は地山上面の地土上に広がり、
さらに北方にల։するとみられる。ࠓճは瓦片や化物
をؚΉ 1 のみを検出した。
　（8）瓦窯SY11688
　4 区で൛ங土を検出した（ਤ 10・12・20、1L.10ô2・11）。
東西 5.2N のൣғの地山をਂさ 0.5N 以上掘り込み、そ
のଆ 1.9N のൣғに൛ஙでಥきݻΊた࣭࠭土を積み上
͛る。検出 1.6N。窯の中ԝ部には࠷大෯ 1.3N の൛ங
の͓Αないൣғがあり、೩焼部ないし焼成部に相す
るか。ಉ地で性格不明の小݀を߹ܭ 3 基検出し͓ͯり、
窯構ங時のなんらかの施設のࠟ跡のՄ性がある。大ن
な掘り込みと൛ங土、平面ܗが窯 S:11681・11686 に
し、ᜯ窯の一部とみられる。たͩし、窯นを構ஙしࣅྨ
たࠟ跡やඃࠟ跡が周ғに認Ίられͣ、成することな
く์غされた窯と͑ߟられる。
　（9）瓦窯SY11689
　4 区で焼成部ないし೩焼部とみられる部を検出した

（ਤ 10・12・21、1L.12）。東西෯ 6.5N の地山をਂさ 1.8N
以上掘り込み、そのଆ 1.8～2.3N に൛ஙでಥきݻΊた
࣭࠭土を積み上͛る。掘り込みの東西྆にԊっͯ෯
0.4N のૉ掘溝をΊ͙ら͓ͤͯり、瓦窯 S:11686 とಉ様、
ഉ水༻の溝のׂがఆできる。窯นはεαをあまりؚ
まない೪土を積み上͛る。検出 1.6N、存高 1.8N、
窯ମ࠷大෯ 1.7N。掘り込みのఈ部から 1.0～1.2N までは
൛ங土のଆに೪土をঢ়に積み上͛ͯ窯นを構ஙする
が、それΑり上方はঢ়の೪土をଆに࣋ちૹっͯఱҪ
を構ஙしつつ、掘り込みとの間に൛ஙを施す。น෯は
0.3N。೪土の一部はࢵ色にؐߗ・ݩ化した面で剥し
͓ͯり、上面にはಥきࠟ跡が明ྎにる。大نな掘
り込みと൛ங土、平面ܗが瓦窯 S:11681・11686 とڞ௨
し͓ͯり、部のৄࡉは不明ͩが、半地Լ式のᜯ窯のՄ
性が高い。
　（9）土坑SK11690
　瓦窯 S:11686 と瓦窯 S:11687 の間で検出した小型の土
坑（ਤ 10・12・22、1L.13ô1）。地山を掘り込んで͓り、ఈ面
付近のみが存する。ఈ面は平らで東西 0.6N、南北 0.6N
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図 18　瓦窯SY11686 平面図・焚口立面図　1：80　 図 19　瓦窯SY11687 灰原平面図・断面図　1：80　

図 20　瓦窯 SY11688 平面図・断面図　1：80
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図 21　瓦窯 SY11689 平面図・断面図　1：80

以上の隅丸方ܗをఄし、ఈにࠞ土が 3ᶲଯ積する。
ఈ面から立するน面には、ްさ 3ᶲの೪土をషるが、
その大半が～黒色に焼け、ߗ化しͯいる。たͩし、
ఈ面や周ลの地山はほとんͲඃしͯいない。なんらか
の焼成遺構と͑ߟられるが、性格や時期は特ఆしい。
　（10）斜行溝SD11680
　瓦窯 S:11688 と瓦窯 S:11689 の間で検出した、෯ 3.6

図 22　土坑 SK11690　平面図・断面図　1：80

～4.0N のૉ掘溝（ਤ 10・12・23、1L.13ô2）。検出 1.6N、
ਂさ 0.8N 以上で地山を掘り込Ή。溝埋土の࠷Լから埴
輪片・土師器片・須恵器片が出土し͓ͯり、古墳の周濠
の一部のՄ性がある。その߹、西方でରとなる溝を
検出しͯいないたΊ、4 区東方の調査区֎にಉ様の溝が
存在したと͑ߟられ、S:11689 は古墳の墳ٰを平した
上面に構ஙされͯいることとなる。
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図 23　斜行溝 SD11680　平面図・断面図　1：80
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5　出土遺物

　（1）瓦磚類

ճ出土した瓦の༁はදࠓ　 3 の௨りである。大半が窯
部の調査を͓こなった瓦窯 S:11684・11685 から出土
しͯいる。瓦窯 S:11681・11682 は࠶発掘のたΊ、埋
土͓Αͼαϒτレンνで丸・平瓦がएׯ出土したのみͩ
が、過ڈの調査では、S:11682 ೩焼部を中心に瓦が出土
しͯいる 7）。S:11684 ࠶発掘ͩが、大ྔの瓦片が焼成
部に埋Ίされͯいた。さらに、時は S:11684 ೩
焼部付近にެԂの༡۩が設ஔされ͓ͯり、ຊ格తな発掘
調査が͓こなわれなかったたΊ、ࠓճ、ෳの瓦片・日
乾レンガ片が出土した。瓦窯 S:11683・11686・11687・
11689 は所在確認にとͲΊ、窯部の調査を͓こなわな
かったたΊ、出土遺物はわͣかとなっͯいる。
軒　瓦　　軒丸瓦 4 型式 6 種、軒平瓦 1 型式を確認した（ਤ

24・25）。1 ～ 10 はෳห࿇華文軒丸瓦、11 ～ 13 はภ行
文軒平瓦 6643AB である。

軒丸瓦 6233A は、中周縁に界ઢをつ 6233AC と、
中心࿇ࢠから一ॏ目の࿇ࢠにかっͯेࣈにತઢをூり
Ճ͑た 6233AD が出土した。1 は S:11685 ೩焼部から出
土した 6233AC のܗ（1L.16ô1、17ô3）。瓦ް 2.4ᶲ。
丸瓦શ 25.5ᶲ、ۄ縁 6.0ᶲ。փ色。瓦֎縁に෯ 0.7
ᶲのϔϥέズリを͓こない、෯ 1.3ᶲの斜面をす。丸
瓦は瓦にରしͯ֯にऔり付くが、瓦ܘと丸瓦
ܘが一கし͓ͯらͣ、丸瓦広をす΅まͤるΑうに
瓦と߹する。ۄ縁部にはΧΩ目を明ྎにす。2 は
S:11685 փ原から出土した 6233AD（1L.16ô3）。瓦ްが
2.8ᶲとൺֱతްい。ԫփ色。瓦֎縁に෯ 1.2ᶲのϔϥέ
ズリを͓こない、෯ 0.8ᶲの斜面をす。3 は S:11687 փ
原付近の遺物แؚから出土した 6233AD（1L.16ô2）。瓦
ް 2.2ᶲ。փ色。6233AC・AD の成ܗ・調ٕ法は画
一తで、瓦ଆ面上半にॎ方のϔϥέズリ、瓦ଆ面
શମに周にԊうφσまたはέズリを施し、瓦ཪ面はϔ
ϥέズリまたはφσで平に上͛る。丸瓦は瓦にର
しͯ֯に߹する。ଆ縁 D ख法 8）、ತ面φσ調。こ
のほか、S:11685 փ原から 6233A 型式の小片が 3 出土
しͯいる。
　軒丸瓦 6274A のうち、ஈ֊が特ఆできたのはいͣれ
 6274AC である。4 は S:11685 ೩焼部から出土した。

瓦ް 2.0～2.4ᶲ。ۄ縁部がܽけ͓ͯり、丸瓦存 28.2
ᶲ。փ色。丸瓦ڱ付近に一部ΧΩ目をす。瓦ཪ面
߹部付近はφσにՃ͑、ঢ়۩にΑる߹ࠟ跡を
す。丸瓦の߹Ґஔがややく、߹೪土をଟく༻いる。
5 は S:11685 փ原の地土から出土したܗ（1L.16ô

4、1L.17ô4）。瓦ް 2.0～2.6ᶲ。丸瓦શ 29.7ᶲ、ۄ縁
7.5ᶲ。҉色。丸瓦広のԜತ྆面͓Αͼઌ面にϔ
ϥέズリ͓ΑͼࡉいΩβϛを施す。Ԝತ面は斜格ࢠΩβ
ϛ、ઌ面は丸瓦のԁݽにԊうΩβϛとみられる。丸瓦
のઌ面と瓦ཪ面に͓Αそ 1.2ᶲほͲのࠩがある。丸瓦
と瓦を߹した後、瓦ཪ面を大きくりこんͩ݁Ռ
と͑ߟられる。ۄ縁部にのみ明ྎなΧΩ目をす。6 
S:11685 փ原の地土から出土した。瓦ް 2.6ᶲ。
փ色。瓦ଆ面にᝎࠟ跡をす。丸瓦ઌԜ面を片ਕ
ঢ়にਂくり込み、ࡉいΩβϛを施しͯ߹する。7 は
S:11684೩焼部の瓦ଯ積から出土した。瓦ް2.3～2.7ᶲ。
փԫ色。瓦ཪ面に߹時のঢ়۩や調時の൘ঢ়
す。このほか、4のࠟ跡を۩ 区แؚから 6274AC
が 1 、S:11684・11685 ೩焼部から 6274A の小片が 1
ͣつ出土しͯいる。6274AC 成ܗ・調ख法のόリ
Τーシϣンはগなく、瓦ଆ面上半にॎ方のϔϥέズ
リを͓こない、ଆ面શମに周にԊっͯφσまたはέズリ
を施す。瓦ཪ面はφσ͓Αͼϔϥέズリで平に上
͛る。丸瓦は瓦にରしͯ֯に߹する。ଆ縁 D ख法、

表3　213 次調査出土瓦磚類集計表　

型式 種  型式 種  
6233 AC 1 6643 AB 4 ϔϥඳき平瓦 2

AD 2 隅平瓦 1
A 3 面ށ瓦 5

6274 AC 5 ᗌే瓦 A 1
A 2 B1 4

6275 E 1 B2 6
I 1 B3 4

6279 AB 2
式不明ܗ 1

C1 14
C2 13
C3 16
D 8

不明 2
ܭ 18 4 76

ॏྔ 754.2LH118.9LH 194.4LH

丸瓦 平瓦 日乾レンガ

軒丸瓦 軒平瓦 その他

 606 995

種ྨ
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ತ面φσ調。
　軒丸瓦 6275E の出土は 1 のみで、8 が S:11685 ೩焼
部から出土した（1L.17ô1）。瓦ް 2.0～2.8ᶲ。ۄ縁部が
ܽけ͓ͯり、丸瓦存 28.5ᶲ。փ色。瓦ଆ面上半
から丸瓦後方にかけͯ、ॎ方のϔϥέズリを施し、瓦
ଆ面શମを周にԊうφσで͑る。瓦ཪ面はશମに
ϔϥέズリを͓こない、上半はφσで上͛る。丸瓦Ԝ
面߹部付近にはϢϏまたはঢ়۩にΑる߹ࠟ跡を
す。丸瓦はଆ縁 D ख法。

軒丸瓦 6275I とみられるഁ片が S:11685 փ原から 1 
出土した（9）。֎縁のみの小片で、ৄࡉは不明。

軒丸瓦 6279A とみられる小片が S:11684 ೩焼部から 1
出土した（10）。S:11686 周ลの遺物แؚから小片
が 1 出土しͯいるが、いͣれ֎縁のみの小片で、ৄ
。は不明であるࡉ

軒平瓦 6643AB のଟくは S:11685 から出土した。11 は
S:11685 ೩焼部出土（1L.17ô2・5）。શ 36.0ᶲ、ֺ 8.0
ᶲ、ֺの高さ 1.3ᶲのషり付けり出しஈֺ。にぶいԫᒵ
色。広からڱにかけͯ೪土ඥを二ॏに巻き付けͯମ
部をつくり、広付近にのみ೪土ඥをࡾॏに巻き付けͯ
ֺ部を成ܗする。ଆ面はϔϥέズリで面औりを͓こなう。
ತ面広部から中程にはॎ方のϔϥέズリを施すが、
す。Ԝ面は瓦部にはわͣかにॎೄλλΩのࠟ跡をڱ
部付近のみ෯ 2.5ᶲ程のϔϥέズリを施す。このଞ、
瓦部の小片が 2 出土しͯいる。12 は S:11685 ೩焼部、
13 は瓦窯 S:11689 の൛ங土から出土した。
丸　瓦　　いͣれ෯ 2～3ᶲのଳঢ়೪土を積み上͛る

ʮ೪土ඥٕ法ʯを༻いたۄ縁式丸瓦（ਤ 26・27）。部か
らۄ縁部にかけͯ೪土ඥを一࿈で積み上͛、別్ݞ部付
近に೪土をషり付けͯۄ縁を成ܗする C ख法を༻いる。
શମにॎೄλλΩにΑるୟきకΊを͓こなった後、φσ
͓ΑͼΧΩ目調を施すが、ۄ縁部のφσ調をলུし、
ΧΩ目を明ྎにすݸମがগ存在する。ଆ面調は
ׂഁ面の調を͓こなわない B ख法を基ຊとし、軒丸瓦
のみଆ面શମにϔϥέズリを施す D ख法を༻いる。
　1 は S:11685 ೩焼部出土。શ 34.1ᶲ、ۄ縁 5.4ᶲ、
ܘ 17.0ᶲ。黒色。2 は S:11686 փ原出土。શ 34.3ᶲ、
縁ۄ 5.0ᶲ。ܘ 15.5ᶲ。փ色。3 は S:11685 փ原出土。
શ 31.7ᶲ。ۄ縁 5.1ᶲ。ܘ 16.1ᶲ。4 は S:11685 ೩焼
部出土。શ 28.0ᶲ、ۄ縁 7.3ᶲ、ܘ 17.7ᶲ。ଞのݸ

ମにൺͯશがく、ۄ縁がくなるΑうに成ܗされ
たݸମ。ۄ縁部ತ面に明ྎなΧΩ目をす。փԫ色。5 は
S:11685 ೩焼部出土。ۄ縁部からݞ部がܽけͯいる。ܘ
18.6ᶲ。փ色。6はS:11685೩焼部出土。18.2ܘᶲ。փ色。
平　瓦　　いͣれ෯ 3～5ᶲのଳঢ়೪土を積み上͛る೪
土ඥٕ法を༻いたԳ巻ͮくり平瓦（ਤ 28・29）。ತ面はೄ
λλΩの後、φσ͓ΑͼΧΩ目調を͓こない、ೄ目を
広部付近にϔϥέズリを͓こなう・ڱさない。Ԝ面
のがଟい。平瓦ׂ後のଆ縁調は基ຊతには͓こな
わͣ、軒平瓦のみଆ縁શମにέズリ調を͓こなう。な͓、
Ԝ面にׂ界をのこすࢿྉがෳ存在する。これらは
いͣれԳのଆ൘に設けられたೄの݁ͼ目がసした
のとみられる。
　1 は S:11684 ೩焼部出土。શ 37.2ᶲ、ްさ 2.5～3.2
ᶲのややްいݸମ。փ色。ڱから 4.5～5.5ᶲのҐஔに
ׂ界があり、ׂፊઢにॏෳする。ରଆにׂ
界があり、広から 5.5～6.7ᶲのҐஔにある。たͩし、
こちらはઌのׂ界から平行に 19.1ᶲの間ִを͓いた、
平瓦の中ԝ部付近にあたる。2 は S:11686 փ原出土。શ
 37.2ᶲ。ްさ 2.0～2.4ᶲ。փԫ色。片ଆ面のׂፊ
ઢにॏෳするׂ界が 2 つ存在する。それͧれڱか
ら 9.5～13.0ᶲ、広から 3.5～4.2ᶲのҐஔにある。3 は
S:11685 ೩焼部出土。શ 36.6ᶲ、ް さ 2.3ᶲ。にぶいᒵ色。
片ଆ面のׂፊઢにॏෳするׂ界が 2 つ存在する。
それͧれڱから 9.0～11.5ᶲ、広から 6.0～8.4ᶲのҐ
ஔにある。4 はશ 34.7ᶲ、ԣ෯ 25.0ᶲ、ްさ 1.4～2.3ᶲ。
փ色。片ଆ面のׂፊઢにॏෳするׂ界が、広か
ら 7.2～9.0ᶲのҐஔに１つ存在する。ࠓճ出土した平瓦で
།一ԣ෯が明らかとなったݸମ。5・6 はತ面のφσをল
ུし、ΧΩ目を明ྎにすݸମ。5 は S:11685 ೩焼部出
土。ްさ 1.7～2.0ᶲ。փ色。6 は S:11685 ขޱ付近出土。
片ଆ面のׂፊઢにॏෳするׂ界が、広から 1.5～
2.8ᶲのҐஔに 1 つ存在する。
熨斗瓦　　ࠓճ出土したಓ۩瓦の大半はᗌే瓦である。
ଟ様なܗଶのᗌే瓦が出土し͓ͯり、ଆ面調と法ྔに
とͮいͯཧを͓こなった。A （ྨ྆ଆ面ະ調）、B （ྨ片

ଆ面ϔϥέズリ）、C ྨ（྆ଆ面ϔϥέズリ）、D ྨ（片ଆ面に

அ面ઌঢ়の面औりՃ、ରଆ面はϔϥέズリの上、一֯に

隅Ճ）の 4 つに大別し、特に B・C ྨについͯはԣ෯
にとͮいͯ、1（ԣ෯ 11ᶲ以Լ）、2（ԣ෯ 11～15ᶲ）、3（ԣ
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図 24　第 213 次調査出土軒瓦（1）　1：4
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図 25　第 213 次調査出土軒瓦（2）　1：4

෯ 15ᶲ以上）の 3 つにࡉした（ਤ 30・31）。
　1 は྆ଆ面ະ調の A ྨ。S:11684 焼成部出土。存
22.4ᶲ、ԣ෯ 12.5ᶲ。ްさ 2.3ᶲ。にぶいԫᒵ色。ತ面はԣ
方のΧΩ目͓Αͼφσ調。片ଆ面のׂፊઢにॏෳ
するׂ界が 1 ϱ所あるが、部とのҐஔ関は不明。
　2～4 は片ଆ面にのみϔϥέズリを施す B ྨ。2 は B1
ྨのܗ。S:11684 出土。શ 35.2ᶲ、ԣ෯ 9.0～11.0
ᶲ。ްさ 2.1ᶲ。փ色。ತ面はλςφσ͓Αͼϔϥέズ
リ調。3 は B2 ྨのܗ。S:11684 出土。શ 35.8ᶲ、

ԣ෯ 12.0ᶲ。ްさ 2.0ᶲ。にぶいԫᒵ色。ತ面はॎ方の
ΧΩ目͓Αͼφσ調。Ԝ面中ԝ部ڱから 9.5ᶲ、広
から 8.0ᶲのҐஔにそれͧれׂ界があり、ׂፊઢと
はॏෳしない。4 は B3 ྨのܗ。S:11684 出土。શ
35.3ᶲ、ԣ෯ 15.2ᶲ。ްさ 2.0～2.5ᶲ。փ色。ತ面はԣ
方のΧΩ目͓Αͼॎ方のϔϥέズリ、φσ調。Ԝ
面中ԝ部ڱから 3.5ᶲ、広から 7.0ᶲのҐஔにそれͧ
れׂ界があり、ׂፊઢとはॏෳしない。
　5～7 は྆ଆ面にϔϥέズリを施す C ྨ。5 は C1 ྨの
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図 26　第 213 次調査出土丸瓦（1）　1：6
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図 27　第 213 次調査出土丸瓦（2）　1：6
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図 28　第 213 次調査出土平瓦（1）　1：6

̍

̎

̏

ׂք � �� ᶲ



31ᶗ　飛鳥・藤原宮跡の調査

図 29　第 213 次調査出土平瓦（2）　1：6
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図 30　第 213 次調査出土熨斗瓦（1）　1：6
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図 31　第 213 次調査出土熨斗瓦（2）　1：6
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図 32　第 213 次調査出土面戸瓦・ヘラ描き瓦　1：6
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。S:11684ܗ 出土。શ 32.2ᶲ、ԣ෯ 6.8ᶲ。ްさ
1.5～1.8ᶲ。փ色。ತ面ԣ方のΧΩ目͓Αͼφσ調。
6 は C2 ྨ。S:11684 出土。存 28.5ᶲ、ԣ෯ 11.5ᶲ。
ްさ 1.5～2.0ᶲ。にぶい色。྆ଆ面をஅ続తなϔϥέ
ズリで上͛る。ತ面ॎ方のϔϥέズリ͓Αͼφσ調
。7 は C3 ྨ。S:11686 փ原出土。存 26.9ᶲ、ԣ
෯ 17.5ᶲ。片ଆ面はઙいϔϥέズリ、ରଆ面はஅ続త
なϔϥέズリで調する。ತ面ॎ方のϔϥέズリ͓Α
ͼφσ調。
　8～12 は片ଆ面にஅ面ઌঢ়の面औりՃを͓こない、
ରଆのଆ面を隅瓦ঢ়にՃする D ྨ。ತ面にൺֱత
丁ೡなԣ方のΧΩ目調と一部φσを施す。ล྆
ϔϥέズリで丁ೡに調する。そのଞのᗌే瓦にൺ
ͯશがく、શମにްくつくられ͓ͯり、ۂがい。
すͯ S:11685 ೩焼部の瓦ଯ積から出土した。8 はશ
 23.9ᶲ、ԣ෯ 11.1ᶲ。ްさ 2.5ᶲ。にぶいᒵ色。広ଆ
の片隅をり落とす。9 はॎ 24.9ᶲ、ԣ 8.5～10.8ᶲ。に
ぶいᒵ色。ްさ 2.6～2.7ᶲ。広ଆの片隅をり落とす。
10 はॎ 23.3ᶲ、ԣ 12.0ᶲ、ްさ 2.5ᶲ。փ色。広ଆの片
隅をり落とす。11 はॎ 25.0ᶲ、ԣ 9.5ᶲ、ްさ 2.5ᶲ。
փ色。12 はॎ 23.9ᶲ、ԣ 9.9ᶲ、ްさ 2.1ᶲ。҉փ色。
隅をলུしͯいる。
面戸瓦　　ᗌే瓦にൺしͯ、面ށ瓦の出土はগなく、߹
ܭ 2 にとͲまった（ਤ 32）。1 は平瓦をՃしͯ面ށ瓦
としたの。ڱの隅をくりൈいͯକ部をͮܗくる。ઉ
部は平瓦のଆ面をそのままし、二次Ճは͓こなわな
い。S:11684 出土。2 は丸瓦の一部をଧちܽいͯ面ށ瓦
としたの。S:11685 出土。
ヘラ描き平瓦　　平瓦のತ面にϔϥඳきを施した平瓦が 1
、S:11685 から出土した（ਤ 32ô3）。焼成前にઢࠁを͓
こなっͯいる。 （道上祥武）

　（2）土器類
　調査区શମからཧ༻ശで 2 ശの土器が出土した

（ਤ 33）。大半は古代の土器と古墳時代の土器・埴輪で、
そのଞに生土器、瓦器、近世陶器なͲが出土した。
赤褐色砂質土出土土器　　窯上の遺物แؚである
色࣭࠭土から、ཧ༻ശ 1 ശにຬたない土器が出土
した。出土した土器のଟくが古代の土師器・須恵器であ
ることから、色࣭࠭土は窯ഇઈ後にൺֱత期間で
ଯ積したのと͑ߟられる。土師器にはᙈ、須恵器には
ഋ̗、ഋ̝、ഋ֖、ᆵ̖֖、ᆵ̘、ᙈがある。1 は須恵器で、
か͑りをたないഋ֖の部片。存がくܘޱを෮
。することはできない。֎面શମにࣗવ釉が降ணするݩ
窯出土土器　　窯や窯周ลからཧ༻ശ 1 ശにຬた
ない土器が出土した。古代の土器が大半で、古墳時代の
土器をগྔؚΉ。いͣれ小片で、器種を特ఆできる
のはগない。2 は須恵器で、瓦窯 S:11689 の൛ங土から
出土したか͑りをつഋ֖の部片。存がくܘޱ
は෮ݩできない。֎面にϩΫϩέズリを施す。
　土器からみた窯の構ங・ૢۀ年代についͯは、出土ྔ
がগなくࡉかな時期ܾఆはしいが、窯上のแؚ（

色࣭࠭土）からか͑りをたないഋ֖が、窯൛ங土から
か͑りをつഋ֖がそれͧれ出土したことから、飛鳥ᶚ
～ᶛとͯ͑ߟ大過ないであΖう。
斜行溝 SD11680 出土土器・埴輪　　ཧ༻ശ 1 ശの
古墳時代の土器・埴輪と古代の土師器が出土した。古墳
時代の土器には須恵器の器、٭付ᰍᆵが、古代の土
師器にはᙈ̖がある。埴輪はܗ埴輪片がଟ出土した。
　3 は土師器ᙈ̖（1L.18ô1）。部Լ半～ఈ部がܽଛしͯ
͓り、存高は 15.5ᶲで෮ܘޱݩは 14.0ᶲ。ޱ縁部は斜
Ί上方に։き、部を上方にڧくఠみ上͓͛ͯり、部
֎面に面を作る。֎面はݞ部～部中Ґをॎ方のϋέ
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ϝで調し、面はޱ縁部～ݞ部をԣ方͓Αͼ斜Ί方
にΑるφ۩のϋέϝで調する。部面には൘ঢ়
σ調を施し、面Լ部にはࢦ಄ѹࠟをす。4 は古墳
時代の須恵器の٭部片で、٭付ᰍᆵにとなうのと
存高は。られる（1L.18ô1）͑ߟ 11.0ᶲで、෮ݩఈܘは
15.6ᶲ。2 ஈの方ಁܗが、3 方にઠたれͯいたとࢥわ
れる。٭部中Ґに 2 条のԜઢが८り、Լ方のۂ部にはӶ
いྏをつ。٭部のみでの時期ܾఆはしいが、ྨྫが
6 世紀後半にみられる。
　5～9 は石ݟ型埴輪片（1L.18ô2）。いͣれ土にܘ 1～
2ᶱのをଟくؚみ、焼成はく、器面がຏ໓し͓ͯり調
は不明である。SD11680 から出土したすͯの埴輪
片がಉ࣭の土であり、ಉ一ݸମのՄ性あるが、
߹できるഁ片はগなく、શܗを෮ݩできるࢿྉはない。5
～8 はܗ部上半のഁ片で、5・7・8 のර部にはܘ 8～10
ᶱのԁܗの小がઠたれͯいる。5 は上ஈ面のഁ片でഎ
面には෯ 2.8ᶲのิڧ೪土をషり付けͯいる。6 上ஈ面
のഁ片と推ఆしͯいるが、5 とҟなり、上ลにಥىがみ
られ、5 とは別ݸମのՄ性がある。9 はܗ部Լ半のഁ
片と͑ߟられる。ර部はۂし͓ͯり、ද面にはいくつ
かのࠁઢが認Ίられるが、作時にとなうのではな
く、後世の掘にΑるܽଛとみられる。10・11 は基ఈ
部片。ఈܘは෮ݩできないが、土がྨࣅすることから、
5～9 の石ݟ型埴輪とಉ一ݸମであるՄ性が高い。な͓、
ಥଳは८っͯいない。基ఈ部にಥଳをたないはʮ大
南部型ʯの石ݟ型埴輪の特の一つとしͯࢦఠされͯ
͓り、ྨྫとしͯ奈良県高औ町ΠϊϮΫ 12 号墳出土ྫが
られる͛ڍ 9）。
　上記の石ݟ型埴輪のර部にはઢࠁにΑる文様がないこ
と、またਤ化はしͯいないのの石ݟ型埴輪のՄ性が
あるଞのഁ片に文様がみられないことから、ࠓճ出土
したࢿྉは、ແׂ型・ແ文型 10）の石ݟ型埴輪と͑ߟら
れる。時期は 6 世紀後半とଊ͓͑ͯく。　　　　

（樋口典昭ʗ群അ県地Ҭ生部）

　（3）日乾レンガ
　瓦窯や遺物แؚから出土した日乾レンガ͓Αͼ瓦
窯 S:11681・11682・11684・11685 を構成する日乾レン
ガをऔり上͛る。いͣれεα・࠭をଟくؚんͩ土
で作され、や土器の小片をؚΉݸମある。ଆ面の
೪土が一部ಥ出するݸମがෳ存在し、成ܗ時にଆ方か

ら൘をԡしͯͯ成ܗしたࠟ跡とみられる。すなわち、
作ۀの上にεαをࠞͥた೪土մをஔし、上方または
ଆ方から൘ঢ়の۩をԡしͯͯ方ମに成ܗし、日ޫ
で乾૩さͤるという作程がఆできる。このఆに
Αると、೪土のಥ出がある方が成ܗ時の上面となる。な͓、
目ࠟ跡なͲは確認できなかった。
瓦窯内・遺物包含層出土資料（ਤ 34）　　1 は S:11684 
埋土から出土した。ล 25.0ᶲ、ล 21.5ᶲ、ް さ 7.5ᶲ。
小型にଐする。中ԝがややく΅Ή面が成ܗ時の上面とみ
られる。ล部にඃࠟ跡をڧくす。2 は S:11685
東ଆの֧ཚから出土した。ล存21.0ᶲ、ล18.0ᶲ、
ްさ 7.3ᶲ。小型にଐする。ลの一ลを大きくり落
とし、֯の丸いܗ֯ࡾ平面をఄする。ล部にඃࠟ
跡をڧくす。3～6 は S:11685 ೩焼部から出土した。3
はล 29.0ᶲ、ล 19.0ᶲ、ްさ 10.8ᶲ。小型にଐする
が、ややްい。ଆ面2面に成ܗ時の೪土のಥ出部をし、
そのԼ方に෯ 7.5ᶲの平面をつくる。ล部にඃ
ࠟ跡をڧくす。4 はล 26.0ᶲ、ล 22.0ᶲ、ް さ 7.7ᶲ。
小型にଐする。ଆ面 1 面に成ܗ時の೪土のಥ出部をし、
そのԼ方に෯ 5.5ᶲの平面をつくる。窯構ங時に施し
たとみられるεαࠞじりの೪土がද面に付ணする。5 は
ล 26.0ᶲ、ล 24.0ᶲ、ްさ 8.0ᶲ。小型ͩがਖ਼方ܗ
に近く、ްさは小型のݸମとほ΅しい。ଆ面 1 面に成
時の೪土のಥ出部をさܗ 1.5ᶲし͓ͯり、そのԼ
方に෯ 5.5ᶲの平面をす。6 はล 38.0ᶲ、ล 26.0
ᶲ、ްさ 10.0ᶲ。後ड़する日乾レンガの基ຊతな大きさ
にほ΅相する。片ଆのลの二֯をり落とし、平面
֯ܗとなっͯいる。いͣれの面平に上͛、೪土
のಥ出部をさない。࠷いลにඃࠟ跡をڧくす。
6 とほ΅ಉ様のن・ܗঢ়をつݸମがಉじ S:11685 ೩
焼部で出土し͓ͯり、特ఆのՕ所に༻いたと͑ߟられる。
出土地やෳࡶなܗঢ়から、೩焼部から焼成部にかけͯ
ԣ෯が大きくなるՕ所なͲがީิとなるか。
瓦窯構成資料　　֤窯を構成する日乾レンガのܭଌを͓こ
なった（ਤ 35、ද 4）。ลは 25～27ᶲ前後を基ຊにݸମ
ࠩがগない一方、ลはݸମࠩが大きく、その中で 35
～38ᶲ前後ののがଟい。日乾レンガを主ཁな構ஙࡐと
する窯（S:11682・11684・11685）はいͣれレンガをख
方に積み上͛ͯいたが、उܗࢠの平面ܗを構成するた
Ίにさのඍ調を͓こなっͯいた݁Ռとみられる。ܭ
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図 35　日乾レンガ法量一覧表対応図　1：30
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表 4　瓦窯 SY11681・11682・11684・11685 構成日乾レンガ法量一覧表

27.0
7.0

30.0 27.0 7.0
25.0 7.0

28.0 7.5
35.0 25.0 7.0

7.6
35.0 25.0 6.0
25.0 7.0

25.0 7.0
36.5 25.0 7.0
18.5 7.0
25.5 23.0 7.0
24.5 25.5 8.0
22.0 26.0 7.5
24.0 7.5
15.5 7.0
24.5 7.0
28.0 26.5 7.0
28.5 7.5
15.5 7.5
12.0 7.5
13.0 7.0
36.0 26.5 8.0
36.0 27.0 7.5
39.0 7.5
20.5 7.0
20.0 7.0
40.0 8.0
26.0 26.5 7.0
32.5 7.0
39.0 6.5
31.0 25.0 7.0

25.5 8.5
17.5 8.0
22.0 8.0
38.5 8.0
38.0 8.5
38.0 8.0

27.0 8.0
25.0 7.0
39.0 7.0
32.0 7.0
23.0 7.0
38.0 7.0
38.0 7.0
21.0 7.0

32.0 25.0 7.5
36.0 25.0 7.0
35.0 25.0 7.5
36.0 25.0 6.0
38.0 24.5 7.0
40.0 25.0 8.0
42.0 25.0 6.0
27.0 17.0 6.5
37.0 27.0 6.0
38.5 28.5 7.0

25.0 5.5
38.0 25.0 6.5
15.0 7.0 19.0
17.0 7.0
15.0 6.5
20.7 18.0 6.0
20.0 8.0
15.0 7.0

13.0
10.0

8.0
25.0 7.0

36.0 26.5 7.5
25.0 7.0

30.0 8.0
22.0 8.0
37.0 7.0
25.5 7.0
25.0 8.0
15.0 7.0
23.0 8.5
25.0 7.0
29.0 7.0
25.0
27.0 9.0
22.0 8.0
25.6 6.0
37.0 7.0
35.6 7.5
28.0 8.0
21.0 8.0
25.0 7.0
26.0 8.0
23.0 7.0
25.0 5.0

25.0
7.0

S1
S2
S3
S4
S5
S6
S7
S8
S9
N1
N2
N3
N4
N5
N6
N7
N8
N9
N10
N11
S1
S2
S3
S4
S5
S6
S7
S8
S9
S10
S11
S12
S13
S14
S15
S16
S17
S18
S19
S20
S21
S22
S23
S24
S25
S26
S27
S28
S29
S30
S31
S32
S33
S34
S35
S36
S37
S38
81
82
83
84
85
86
87
88
89
810
811
812
813
814
815
816
817
818
819
820
821
822
823
824
825
826
827
828
829
830
831
832
833
834
835
836

長辺 短辺 厚さ
日乾レンガ計測値（cm）遺構 計測No.

S:11681
南น

S:11681
北น

S:11682
南น

S:11684
西น

35.0 10.0
32.0 6.0

6.5
23.0 7.0

6.0

6.5
6.0

24.0 9.0
6.5

25.0 22.0 8.0

15.0 26.0 7.0
18.0 22.0 7.0
28.0 6.5
28.0 15.0 7.0

6.0

25.0 8.0
38.0 7.0
30.0 7.0
25.0 7.0
35.0 6.0
30.0 7.0
25.0 27.0 6.5
17.0 6.0

35.0 7.0
22.0 18.0 7.0

27.0 7.0
35.0 7.0
38.0 7.5
23.0 8.0

27.0 8.0
35.0 7.0
35.0 7.0
25.0 7.0
25.0 7.0
38.0 9.0
30.0 9.0

38.0 27.0 6.5
29.0 27.0 7.5
38.0 7.0
32.0 7.0

7.0
38.0 7.0

36.5 8.0
36.5 8.0
37.0 26.0 9.5
31.5 8.5
32.0 8.5
38.0 8.5
28.0 8.0

24.0
25.5 38.0 9.0

7.0
35.0 8.0
38.0 6.0
20.0 6.0
25.5 38.0 9.0
38.0 8.5

20.0
25.5 38.0 9.0
27.0 7.0
35.0 6.5
38.0 9.0
38.0 8.0
18.0 7.0
30.0
25.5 38.0 9.0
35.0

7.0

55.0 6.0
23.0 6.0
37.0 7.0
38.0 7.5
26.5 7.0

8.0
7.5

35.5 22.0 8.0
35.0 8.0
38.0 26.0 7.0
22.0 7.0
38.0 10.0
38.0 8.0
37.5 27.5 8.0

8.0
38.0 7.0
21.0 7.5
17.0 7.5
38.5 7.0
26.0 7.5
38.0 9.0

18.0 7.0
24.0 7.0
35.0 7.0

36.0 7.0
38.0 8.0
32.0 8.0

E17
E16
E15
E14
E13

E9
E10
E11
E12

E8

822
823
824
825
826
827
E1
E2
E3
E4
E5
E6
E7

89
810
811
812
813
814
815
816
817
818
819
820
821

E15
E16
E17
E18
E19
E20
E21
E22
E23
E24
E25
E26
E27
E28
E29

E33
E34
E35
E36
E37
E38
E39
E40
E41

27.081
82
83
84
85
86
87
88

837
838
839
840
841
842
843
844
845
846
E1
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8
E9
E10
E11
E12
E13
E14

E30
E31
E32

長辺 短辺 厚さ
日乾レンガ計測値（cm）遺構 計測No.

S:11684
西น

S:11684
東น

S:11685
東น

S:11685
西น
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ଌ݁ՌΑり、ล 38ᶲ前後、ล 27ᶲ前後が日高山瓦窯
の日乾レンガの基ຊతなαΠズとい͑る。作程に͓
けるある程の収ॖがఆされるのの、そこには一ఆ
のن格が存在したと͑ߟられる。

6　検出遺構・出土遺物の検討

　（1）瓦窯の構造
　಄でड़たΑうに、日高山瓦窯にはᜯ窯と平窯が
ซ存する。ࠓճ、それͧれの窯の構造͓Αͼ構ங方法に
ついͯৄࡉな報をಘることができた。ここではまͣ、
その構造త特をཧする（ਤ 36）。
窖　窯　　焼成部が斜する構造をとる、日高山瓦窯以
前から日ຊに存在するܗ式の窯。過ڈの調査であきら
かになっͯいた瓦窯 S:11681 にՃ͑、瓦窯 S:11686・
11688・11689 ᜯ窯と͑ߟられるが、ほ΅શ༰があ
きらかになったのは S:11681 のみである。ここでは、
S:11681 でಘられた報を基ຊに、S:11686・11688・
11689 の報をิすることで、窯構造を෮ݩする。
　日高山瓦窯のᜯ窯は地山を掘り込み、別్೪土なͲ
を༻いͯఱҪを構ஙするʮ半地Լ式ʯである。ࠓճ、
S:11686 でఱҪ土の一部とみられる೪土をขޱ付近で確
認しͯいるほか、S:11689 ൛ங土のଆで、窯นを構成
する೪土をঃʑに࣋ちૹりながらঢ়に積み上͛、ఱҪ
を構ஙしͯいる様ࢠを確認した。
　S:11681 では、焼成部のচ面を߹ܭ 9 ஈのΏるやかな
֊ஈঢ়にり出しͯいた。ԎಓはԞนଆに೪土をషり
付けͯ෯をڱΊ、焼成部ଆに日乾レンガを積み上͛る。
焼成部と೩焼部の境には地山をり出した֊をඋ͑る。
֊の高さは 0.5N で、後ड़する平窯にൺͯやや高い。
S:11681 では೩焼部চ面に೪土を༻いたషচを施しͯ平
ୱに上͓͛ͯり、地山面をؚΊた、߹ܭ 5 面のૢۀ面
を確認した。S:11686 ではข͓ޱΑͼ೩焼部に日乾レン
ガを構ஙࡐとしͯ༻しͯいることを確認した。
　日高山瓦窯のᜯ窯の࠷大の特は窯の周ғに施した൛
ங土である。窯の周ғの地山を平面方ܗに大きく掘り
込み、൛ஙでಥきݻΊた土で掘り込みの部をॆరす
る。掘り込みは S:11681 で南北෯ 5.7N、S:11689 で東
西෯ 6.5N、ਂさはっと存ঢ়گのΑい S:11689 で
1.8N に͓Αぶ。このΑうな大نな基ૅの機としͯ、
窯の構ஙにࡍした地൫վ良がఆできるが、前後の時期

をؚΊͯ、現ঢ়、ྨྫはない。日高山瓦窯のᜯ窯でࢼ行
されたのの、ීٴにはࢸらなかったと͑ߟられる。な
͓、S:11681 では೪࣭土と࣭࠭土にΑるޓが明ྎͩが、
S:11686・11688・11689 では総じ࣭ͯ࠭土を༻いͯいる。
S:11689 では、ఱҪ部に近いҐஔで൛ங土を検出しͯ
͓り、窯の大部を൛ங土で埋Ί立ͯる構造がఆでき
る。また、ະ成のままഇغされたとみられる S:11688
では、൛ங土のଆで 3 基の小݀を検出した。そのৄࡉ
についͯは検౼がඞཁͩが、この小݀を柱のൈऔࠟ跡と
Ծఆした߹、൛ஙを͓こなうࡍのԃ൘を支࣋する柱や
窯構ங時の支อの柱なͲの存在が͑ߟられるͩΖう。
以上の൛ங土や日乾レンガの積み上͛とฒ行しͯ窯の
ଆにεαೖりの೪土をషり付け、窯นを作り上͛ͯいく
ங造程が෮ݩできる。
　S:11686・11689 で、൛ங土の֎縁を掘り込Ήૉ掘り溝
を確認した。そのஔからഉ水༻の溝としͯの機が
ఆでき、൛ஙに͓ける࣭࠭土の༻と一ମで、࣪ؾରࡦ
をࢼみたのとཧղできる。な͓、後ड़の平窯にはಉ様
の溝は存在しない。
　前ఉ部の様相は不明ながଟいが、S:11686 のঢ়گか
ら、土ᰴ಄ঢ়に積み上͛た൛ங土をขޱ付近でϋのࣈঢ়
にりऔっͯ前ఉ部を構成しͯいたと͑ߟられる。
平　窯　　焼成部が平ୱかきわΊͯΏるい斜をつ窯
で、日ຊでは日高山瓦窯が現ঢ়での࠷古ྫである。طに
あきらかとなっͯいた瓦窯 S:11682・11684 にՃ͑、ࠓ
ճ存在が確ఆした瓦窯 S:11683 ఆされる平面نや
周ғに൛ங土が存在しないから、平窯のՄ性がある。
　日高山瓦窯の平窯はઌड़したᜯ窯とಉ様、ٰྕ斜面
の地山を平面उܗࢠに掘り込み、ఱҪは別్೪土なͲ
を༻いͯ構ஙする半地Լ式である。ࠓճ、平窯のఱҪ
構造に関する明確な報をಘることはできなかったが、
S:11684 ೩焼部から日乾レンガととに不ܗな೪土
մがෳ出土し͓ͯり、これらを構ஙࡐとしͯいたՄ
性がある。
　焼成部はஈやܣのない平ୱなচ面を構成し、斜はほ
とんͲない。S:11682 では焼成部চ面に೪土をബくషっ
たঢ়گを確認したが、S:11684 ではಉ様のঢ়گは確認で
きなかった 11）。S:11682・11684 はいͣれ焼成部と೩
焼部の境界に地山をり出した高さ 0.3N の֊が存在し、
ᜯ窯にൺͯややい。೩焼部は中ԝ部がややく、Ώ
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るやかなすりുঢ়をఄする。S:11684 ೩焼部には化物
をଟくؚΉ土がଯ積し͓ͯり、S:11683 で検出したࠞ
土はここに相するとみられる。S:11682・11684 とに
3 ຊの独立したԎಓをඋ͓͑ͯり、焼成部Ԟนにԣ݀を
あけ、斜Ί方にԆͼ、地上にഉؾする 12）。
　日高山瓦窯の平窯は、उܗࢠの平面ܗと、窯を構成す
る日乾レンガが特である。日乾レンガはいͣれεα、
࠭をଟくؚΉૈい土で作され、ลやްみはほ΅
౷一されͯいる一方、ลは窯の平面ܗにあわͤͯଟ様
なさに調されͯいる。基ຊతにख方に積み上͛
られ、ขޱ付近のみ日乾レンガを窯の主࣠にରしͯަ
方にෳ積みॏͶ、೩焼部とขޱの境界とする。さら
にその֎ଆには不ܗな೪土ϒϩοΫを土అঢ়にషり付
け、ࡉいขޱを構成する。日乾レンガの目地͓Αͼද
面にはεαೖり೪土をషりつける。
　日高山瓦窯の平窯にはઌのᜯ窯のΑうな൛ங土をؚΉ
大な掘り込みはない。たͩし、S:11682ڊ は平面方ܗ
に地山を掘り込み、೪土にΑるཪ込Ίを͓こないつつ、
そのଆに日乾レンガを積みॏͶͯいた一方、S:11684
ではཪ込土をほ΅༻いͣ、窯のنとܗঢ়に߹わͤͯ地

山を掘り込み、そのまま日乾レンガを掘り込みのଆに
Ԋっͯ積み上͛ͯ窯を構ஙしͯいた。　
折衷窯　　瓦窯 S:11685 の部の調査を͓こない、ᜯ窯
と平窯の྆方のཁૉをつ窯であることを確認した。
　焼成部の検出は一部にとͲΊたが、平窯である S:11682・
11684 の焼成部とൺֱすると、S:11685 の೩成部は明確に
斜をっͯいた。また、焼成部と೩焼部の境界になٸ
は高さ 0.6N のやや高い֊をඋ͑ͯいるほか、೩焼部ఈ面
にαϒτレンνを設ఆし、চ面の調査を͓こなったとこ
Ζ、೪土にΑるషচと地山面をؚΊた߹ܭ 3 面の平ୱな
চ面が存在することを確認した。以上のΑうに、部構
造に関しͯはᜯ窯త様相がڧい。
　ରしͯ、S:11685 のउܗࢠをఄする平面ܗは S:11682・
11684 に近い。日高山瓦窯のᜯ窯に特తな掘り込みと
൛ஙにΑる大نな基ૅは存在ͤͣ、日乾レンガを積み
ॏͶͯ構ஙした窯นなͲ、֎ݟ上は S:11682・11684 の
Αうな平窯త様相がڧい。たͩし、ࡉ部に目をけると、
S:11682・11684 にൺͯ窯の平面ܗが主࣠方にࡉく
なっͯいるがࢦఠできる。また、S:11682・11684 の日
乾レンガは焼成部চ面の高さでレンガのԼをଗ͑ͯい

図 36　日高山瓦窯の窯構造模式図
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るが、S:11685 は೩焼部のԼまで日乾レンガを構ஙࡐ
としͯ༻するなͲ、एׯのҧいが認Ίられた。
　以上、S:11685 の構造త特は日高山瓦窯のᜯ窯と平
窯をかけ߹わͤたં様式とい͑る。ᜯ窯で構ஙࡐの
一部に日乾レンガを༻しͯいることはઌड़の௨りであ
り、ᜯ窯と平窯の相ޓのӨڹはਵ所でうかが͑る。ᜯ窯
と平窯のซ༻にՃ͑、྆者をֻけ߹わͤた窯の構ங、ӡ
༻が日高山瓦窯のૢ࣮ۀଶであった。
　（2）瓦窯SY11681 の改変について

にΑるඃࠟ跡を確ۀճ検出した瓦窯の大半で窯のૢࠓ
認した。とりわけ、瓦窯 S:11681 のඃࠟ跡についͯ、
ٰྕ斜面Լ方、೩焼部付近のඃࠟ跡（第一次ඃ）と、
ٰྕ斜面上方、焼成部付近のඃࠟ跡（第二次ඃ）に区
別できることをࠓճࢦఠした。
　これらのඃࠟ跡のઌ後関をվΊͯཧすると、
S:11681 周ลの൛ங土を施すࡍの掘り込みが第一次ඃ
をഁյし͓ͯり、S:11681 時のඃࠟ跡である第二ۀૢ
次ඃとは࿈続しない。すなわち、第一次ඃˠ൛ங土
の施（S:11681 のங造）ˠ第二次ඃ（S:11681 のૢۀ）

というॱংがあきらかであり、S:11681 のங造（൛ஙにΑ

る造成）以前に、ほ΅ಉじ所で、前の窯にΑるૢۀが
͓こなわれたとͯ͑ߟΑい。
、ճ、前窯に関しͯ確認できたのはඃࠟ跡のみでࠓ　
窯ମは S:11681 の構ஙにΑっͯほ΅ഁյされたとみられ
る。たͩし、ඃࠟ跡の広がりにண目すると、第一次ඃ
は第二次ඃにରしͯ南北に෯広いことをࢦఠできる。
また、S:11681 Ԏಓ付近に設ஔされた、1978 年調査時の
αϒτレンνをར༻し、周ลの土を؍したとこΖ、
第 1 次ඃが S:11681 Ԏಓ付近に存在しないことを確認
した。こうしたඃࠟ跡の様相を౿ま͑ると、前窯は
S:11681 にରしͯԣ෯が広く、主࣠方にい窯と推ఆ
できる。過ڈの調査をؚΊͯ日高山瓦窯では藤原宮期以
前の瓦がほとんͲ出土しͯいないことから 13）。前窯
藤原宮の瓦を焼成した瓦窯であり、日高山瓦窯のૢۀ期
間に͓さまるとみͯΑいͩΖう。
　（3）日高山瓦窯の瓦生産
軒　瓦　　現在、藤原宮の瓦は土と作ٕ法から A～
7 の 19 の造瓦άϧーϓにけられ͓ͯり、このうち A
άϧーϓが日高山瓦窯産にあたる。軒瓦についͯは、軒
丸瓦 4 型式 8 種、軒平瓦 1 型式が日高山瓦窯産とされͯ

きたが、これまで、日高山瓦窯から出土したࢿྉ
は 6274AC のみで、大半は第 17 次調査検出の東西ૉ掘
溝 SD1845 からの出土であった。特に 6275E についͯは、
作ٕ法なͲのॾ特から日高山瓦窯産のՄ性が高い
のの、出土地が日高山瓦窯から 80N 以上れͯいる
なͲ、ࠜڌのബさがࢦఠされͯいた 14）。
ճの調査で、軒丸瓦ࠓ　 4 型式 6 種、軒平瓦 1 型式が出
土した。その大半が窯からの出土である。
　瓦窯 S:11685 で 6233AC・AD、瓦窯 S:11687 周ลで
6233AD が出土した。6274AC は過ڈに瓦窯 S:11682・
11684 で出土しͯいるほか、ࠓճ、S:11684・11685 から
出土した。S:11685 ではこのほか 6275E、6643AB が出
土しͯいる。6643AB についͯは、ᝎইの進行から 2 ஈ֊
にけられる。ࠓճ出土したࢿྉについͯ、ஈ֊を特ఆ
しうる明確なᝎইを確認することはできなかったが、ֺ
部ܗଶや調方法から、いͣれ 1 ஈ֊とみられる。な͓、
6643AB は瓦窯 S:11689 の൛ங土から出土しͯいる。
　以上、S:11685 で 6233AC・AD の྆方が出土しͯいる
こと、6233AD・6274AC・6643AB がෳの窯で出土しͯ
いることなͲから、窯にΑる型式͝との焼きけなͲは
なかったと͑ߟられる（ද ճ、S:11685ࠓ。（5 で 6275E
が出土したことで、6275E ਖ਼式に日高山瓦窯産（A άϧ

ーϓ）にؚΊることができる（ද 6）。
丸　瓦　　すͯ೪土ඥٕ法を༻いたۄ縁式丸瓦。ۄ縁
部にݸମࠩがあり、さ 5～5.5ᶲのۄ縁部をつ丸瓦が
ଟく、7ᶲ前後のややいۄ縁をつ丸瓦がগؚまれる。
な͓、5 号窯出土 6274AC のۄ縁部は 7ᶲ、6233AC のۄ
縁部は 6ᶲであり、軒丸瓦にۄ縁部のいのは認Ίら
れなかった。丸瓦部ܘは 13～14ᶲを基ຊとし、ݸମࠩ
はほ΅ない。6233A はଞの軒丸瓦にൺͯ瓦ܘが小さ
いが、上記とಉ様のαΠズの丸瓦を一部まͤͯ߹し
ͯいる（1L.17ô2）。したがっͯ、丸瓦は一ఆのαΠズの

表5　瓦窯と出土瓦の関係　

瓦窯 軒丸瓦 軒平瓦 備考
瓦窯S:11682
（２号窯）

瓦窯S:11684
（̐号窯）

瓦窯S:11685

瓦窯S:11687

瓦窯S:11689

6274AC PS AD

6274AC、6279AB 

6233AC・AD、6274AC、
6275E、6275I 

6233AD

6647C

6643AB

6643AB

6647Cは後世のࠞೖか。

փ原付近での出土。

൛ங土からの出土。

過ڈの調査にΑる出土ࢿྉをؚΉ。
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。られる͑ߟ格తに作されͯいたとن、を༻いͯࠎ
平　瓦　　すͯ೪土ඥٕ法を༻いたԳ巻き作り平瓦。
ྉがෳ出土し͓ͯり、ॎ෯ࢿճ、ॎ෯があきらかなࠓ
37ᶲ前後が基ຊతなنと͑ߟられる。一方、ԣ෯が明
らかなࢿྉはࠓճ一しか出土しなかったが、第 17 次
調査や 1978 年の調査でԣ෯のあきらかなݸମがෳ出土
しͯいる 15）。その中にはڱ෯ 28ᶲ程の平瓦がؚまれ、
ճ出土した平瓦と大きなᴥᴪはない。これらの平瓦ࠓ
は、そのۂから೪土ԁを͓Αそ 3 ׂしたのとߟ
͑られ、ఆされる೪土ԁはܘ 35ᶲ程と推ఆで
きる。いͣれೄඥの݁ͼ目にΑるׂ界をׂのࢦ
ඪとしͯいるが、ࠓճ出土した平瓦の中にはあきらかに
間ִのڱいׂ界をすのؚまれͯいた。ᗌే瓦
をؚΊた作程の検౼がඞཁである。
　（3）日高山瓦窯における平窯の導入

日高山瓦窯の平窯は、日ຊ࠷古の平窯ܗ式の瓦窯とし
ͯかͶͯΑりॏཁࢹされͯきた 16）。しかし、そのಋೖの
എܠについͯは不明な部がଟい。

　藤原宮に͓ける 19 の造瓦άϧーϓのうち、7 άϧーϓ
が藤原宮造Ӧにとない新نに設ஔされた造瓦άϧーϓ
とされる 17）。日高山瓦窯（A άϧーϓ）この新設の造瓦
άϧーϓにؚまれるが、このάϧーϓでは、ଳঢ়の೪土
をࠎまたはԳに巻き付けͯ丸・平瓦を作するʮ೪土
ඥٕ法ʯを࠾༻する。この新نの瓦作ٕ術のಋೖにつ
いͯは、中国からのӨڹがかͶͯΑりࢦఠされͯきた 18）。
さらに、中国の瓦窯では西周ஈ֊から౷తに半ԍ式
の平窯が༻いられ͓ͯり、೩焼部がく、焼成部が平ୱ
でஈやܣをたない有֊ແஈ式の平窯についͯ、日高山
瓦窯の平窯との構造のڞ௨がࢦఠされͯいる 19）。また、
藤原宮の瓦についͯ、平城宮の瓦とಉ様、中国都城の瓦
を฿した黒色の瓦をࢤしͯいたՄ性をࢦఠするҙ
あるݟ 20）。
　中国の瓦窯構造の変遷をཧしたҪ༞հは、日高山
瓦窯 4 号窯（S:11684）と中国代の瓦窯のܗଶや構造を
ൺֱし、平面ܗଶ、日乾レンガの༻、ԞนԼ方からਨ
に立ち上がるԎಓなͲをڞ௨に͛ڍる。また、中国

表 6　藤原宮瓦生産地一覧

グループ 産　地 軒丸瓦 軒平瓦 技　法

̫

̣ʗ̥

̨

̖

̘

̝

̩
̪

̧

̡
̢

̦

̠
̟

̗

̙
̚
̛
̜

高・ๆ寺瓦窯

ಊ山瓦窯ࡾ

日高山瓦窯

高・ๆ寺瓦窯

安ཆ寺瓦窯

推ఆ大ຍ地産
ઘ瓦窯ࠓ

大産
大産

大産（ޒᑍ市か）

ถ寺瓦窯ٱ

西ా中・山瓦窯
代瓦窯

推ఆذࢌ東部PSѨ波産
近ߐ石山国瓦窯

大産（大郡山市か）
फ٢瓦窯ذࢌ

୶路土生寺瓦窯
推ఆઘ産

6273B
6233ACŋBC
6275E
6273D

6275Aŋ)
6279B
6274AD

6274AB
6274B
6278B
6273C

6275D
6281A

6233Aa･Ab･Ac
6274Ab･AD
6275E･I
6279Aa
6271A･BŋC
6233B
6273A･B
6275AŋBŋCŋ)ŋ+ŋN
6276(
6279AB･Ab･B
6281Ba
6276Cŋ'
6278CŋE
6278AŋDŋ'･G

6643AB
6641E

6647D
6646(

6647AŋB
6643ACŋC
6646C

6646E･F
6647D
6641ABŋACŋN

6641C
6646A･Ba･BC

6561A
6641E
6642AŋBŋC
6643AC･B･C･D･E

6641F
6647C
6647E

6643Aa

೪土ඥ

೪土൘

೪土ඥ

೪土൘ʗඥ
೪土൘
೪土൘
೪土൘

೪土ඥ

೪土ඥ
೪土൘
೪土൘
೪土൘

೪土ඥ

೪土ඥ
೪土ඥ

೪土൘ʗඥ

೪土ඥ
೪土൘ʗඥ

೪土൘

ΰシοΫମは瓦窯からの出土・ද࠾が確認されͯいる型式・種
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図 37　唐代中国の瓦窯と日高山瓦窯の平窯　1：120

の平窯は代に͓いͯ、代以དྷの独立した 3 ຊのԎಓ
を有する構造から、Ԏಓを 5 ຊඋ͑、な͓かつ焼成部Ԟ
にʮԎࣨʯとݺれるۭ間をつ構造に変化することが
一ൠతͩとする 21）。
　この代දྫとしͯ、安城大明宮ؚݩ఼の建期の
瓦磚を焼成した瓦窯が͛ڍられる。ૢۀ時期はؚݩ఼の

造Ӧ年代から、662～663 年と͑ߟられる 22）。また、近い
時期のྫとしͯՏ南লབཅ市བཅ新֗ޱ窯跡群の瓦窯が
目される 23）。代ॳ期から北ॳ期の瓦窯が 12 基検
出され͓ͯり、このうち :5・6・9～11 号窯が代（ॳ

期ʀ～։ݩ 19 年（731））の窯とされる。窯の平面ܗはؚݩ
఼瓦窯に近いが、独立した 3 ຊのԎಓを有し、日高山瓦
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窯の平窯にΑり近い構造をつ（ਤ Ҫは、:6。（37 号
窯をはじΊとする新֗ޱ窯跡群の代ॳ期の瓦窯につい
ͯ、焼成ࣨが主࣠方にややいことをؚΊ、ॳ期で
ൺֱతૣい時期にૢۀしたのと推ଌする 24）。
　中国の平窯と日高山瓦窯の平窯にはܗଶや構造にڞ௨
がݟいͩͤる一方で、代のΦーιドοΫεな平窯と
ൺֱした߹には相ҧ存在する。まͣ、中国ではؚ
఼瓦窯のΑうに、地山をくりൈいた地Լ式ののがଟݩ
いが、日高山瓦窯の平窯は半地Լ式である。また、代
の瓦窯の大半は日高山瓦窯のΑうなεαをؚΉ日乾レン
ガではなく、別్焼成した磚を構ஙࡐとしͯ༻する
のがଟく、น面やఱҪにはほとんͲ༻しない。さらに、
日高山瓦窯の平窯は独立したԎಓを 3 ຊඋ͑るが、前ड़
の௨り、中国代の瓦窯では 5 ຊのԎಓとԞにԎࣨを
つのが一ൠతであり、日高山瓦窯はやや古い構造にҐ
ஔͮけられる。
　以上、日高山瓦窯の平窯と中国代の平窯のൺֱを͓
こなった。瓦窯の構造や平面ܗについͯはڞ௨がଟく、
瓦の作ٕ術にみられる関性౿ま͑ると、日高山瓦
窯に͓ける平窯ಋೖのഎܠには中国のӨڹがあったՄ
性は高い。しかし、中国のಉ時代の様相とൺֱした߹
にやや古い様相をଳͼͯいることにҙをཁする。ࠓ
後、代の瓦窯とのൺֱを進Ί、ே半ౡをؚΊたٕ
術ܥේ、の様相をղ明しͯいくことが課となる。

7　総　括

　（1）藤原宮造営初期における大規模な瓦生産体制
　 日 高 山 瓦 窯 で は、 こ れ ま で 瓦 窯 S:11681・11682・
11684 の 3 基の瓦窯を発掘調査で確認しͯいたが、ࠓճ、
新たに 6 基の瓦窯を検出し、গなくと 9 基の瓦窯の存
在があきらかとなった。瓦窯 S:11686 構ங時の掘り込み
が瓦窯 S:11685 のփ原の一部をഁյするなͲ、一部ઌ後
関を確認したが、窯相ޓのॏෳは認Ίられͣ、基ຊత
にはซ存しͯいたと͑ߟられる。また、S:11681 の࠶検
౼にΑっͯ、窯のվ変があきらかとなったことॏཁで
ある。
　日高山瓦窯は、藤原宮の造Ӧ過程の中でൺֱతॳ期
にૢۀした瓦窯と͑ߟられͯいるが、日高山瓦窯に͓け
るෳの瓦窯の存在は、藤原宮造Ӧのॳ期ஈ֊から、瓦
の大ྔधཁにඋ͑た大نな瓦生産ମ੍が͑られͯい

たことをࣔしͯいる。奈文研では藤原宮跡で出土した瓦
のཧ作ۀをܧ続తに進Ί͓ͯり、藤原宮に͓ける瓦の
生産とڅڙの࣮ଶをあきらかにしͯいくことがࠓ後の課
である。
　（2）藤原宮期の瓦窯構造と瓦生産の実態
　日高山瓦窯に͓いͯ、ᜯ窯と、新たにಋೖした平窯と
いうҟなる構造の窯をซ༻しͯ瓦生産を͓こなっͯいた
ことをվΊͯ確認した。たͩし、日高山瓦窯のᜯ窯は൛
ஙを༻いたڊ大な基ૅをඋ͓͑ͯり、6 世紀後半以དྷ
༻されͯきたᜯ窯と大きくҟなる。瓦窯のங造に͓け
る൛ஙの༻は日高山瓦窯でॳΊͯࢼみられたと͑ߟら
れるが、そのଞの藤原宮の瓦窯や後の瓦窯では、現ঢ়確
認されͯいない。新たなங窯ٕ術としͯಋೖしたのの、
ఆணにはࢸらなかったのであΖう。
　また、平窯の構ங方法にݸମࠩが存在した。ཪ込土
を༻いない瓦窯 S:11684 にରしͯ、瓦窯 S:11682 は平
面をやや大きく掘り込み、一部ཪ込土をॆరしͯ構ஙす
るなͲ、その࣮ଶはଟ様であった。ᜯ窯と平窯の྆方の
ཁૉをඋ͑た構造をつં式の瓦窯 S:11685 のΑうな
瓦窯をॳΊͯ確認したこと成Ռである。すなわち、日
高山瓦窯では新چのٕ術がޓいにӨڹをٴ΅し߹いなが
らૢۀが͓こなわれͯいたのであり、それは、S:11681・
S:11686 のΑうなᜯ窯にਵ所で日乾レンガを構ஙࡐに
༻いͯいるや、平窯の S:11682 が方ܗの掘り込みを
උ͑ͯいるからうかが͑る。
　以上のΑうに、日高山瓦窯は、平窯ಋೖ後の瓦窯の
とい͑、7ྫଶをࣔす࣮ۀૢ 世紀末以降の造瓦ٕ術の
変遷を͑ߟる上できわΊͯوॏである。ࠓճは所在確認
にとͲΊた瓦窯をؚΊͯ、ࠓ後ܧ続తに調査を͓こな
うことで、そのଟ様なૢ࣮ۀଶをあきらかにすることが
ՄとなるͩΖう。
　（3）古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播
　日ຊに͓ける日乾レンガを༻いた平窯の瓦窯は、現ঢ়、
日高山瓦窯が࠷古ྫである。藤原宮に瓦をڅڙした瓦窯
は西日ຊ֤地に存在するが、日高山瓦窯以֎に平窯をಋ
ೖした窯は現ঢ়確認されͯいない。前ड़のΑうに、日高
山瓦窯の平窯に近い構造をつ瓦窯は、中国代の平窯
にٻΊることができる。೪土ඥٕ法の࠾༻をはじΊ、藤
原宮で༻いられた瓦には、中国のӨڹと͑ߟられるཁૉ
ଟく、中国から平窯が͑られたՄ性はेにఆ
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1　はじめに

日高山瓦窯は、藤原宮の瓦を生産するたΊ設ஔされた
官窯である。藤原宮南から南 300N、藤原宮のあ
る瓦窯のなかで宮にっと近くにҐஔする。1962
年の奈良県ڭҭҕһ会にΑる発掘調査（以Լ奈良県調査）

と 1）、奈文研にΑる 1977 年の磁ؾ୳査、͓Αͼ 1978 年
の発掘調査（以Լ 1978 年調査）で ܭ、（2 4 基の瓦窯（1～4

号窯）を確認しͯいる。そのうち 2 号窯と 4 号窯が平窯で、
7 世紀末という平窯としͯは古いૢۀ年代と、焼成部の
চ面が平ୱでܣがない窯構造は、中国・の瓦窯との関
࿈ࢦఠされ、ैདྷから目されͯきた。2023 年、奈文
研は日高山瓦窯の調査を࣮施し、これまで確認しͯいた
4 基にՃ͑、新たに 5 基の瓦窯を検出した（飛鳥藤原第 213

次調査、ຊ書 11 ท）。この݁Ռ、日高山瓦窯が大نな瓦
窯群であることがΑり明になった。

ຊߘでは 1978 年調査、͓Αͼ日高山瓦窯に北する
1975 年に調査した藤原宮第 17 次調査の出土瓦についͯ
報告する。これまで 1978 年調査で出土した瓦についͯの
な報告はなかった。第ࡉৄ 213 次調査で࠶発掘した 1・2
号窯の࣮ଶをਖ਼確にѲするたΊに、1978 年調査出土
瓦の基ૅతな報告は不Մܽである。第 17 次調査では、瓦
窯に関わる瓦磚ྨが大ྔに出土しͯいる（h 藤原֓報 6 ）ɦ。
これらを報告することで、日高山瓦窯で生産された瓦の
様相をΑり明確にできるであΖう。ͻいͯは、藤原宮の
瓦生産の事ଶをる一ॿになると͑ߟる。な͓、1・2 号
窯のৄࡉなن・窯構造についͯはຊ書収録の第 213 次
調査の報告をࢀরされたい。
日高山瓦窯産の瓦の特徴　　ݸʑの出土ࢿྉをઆ明する前
にैདྷから認ࣝされͯいる日高山瓦窯の瓦の特につい
ͯड़る。丸瓦・平瓦の作ٕ法は、೪土ඥをԳやࠎ
に積み上͛ͯ作る೪土ඥٕ法である。ತ面調は、ᶃॎ
ೄλλΩをφσফすのと、ᶄճసをར༻したΧΩ目調
ࠟとがある。ᶃが大半のたΊ、ຊ報告でತ面調に関
しͯ特に記ࡌがない߹はᶃとする。また、平瓦ԁを
ׂするࡍのࢦඪはׂ界である。これはԳにऔり付
けられたೄඥの݁ͼ目のѹࠟと͑ߟられͯいる。さらに

丸・平瓦のׂのࡍのଆ縁ख法はׂࡋ面とׂഁ面を
す B ख法 3）がଟい。たͩしׂഁ面をさない̲ख法
一ఆある。ຊ報告では丸瓦、平瓦、ᗌే瓦のうち、
྆ଆ縁と存しͯいた߹のଆ縁ख法についͯは、྆
ଆ縁と B ख法をଆ縁 I、片ଆが B ख法、う片方が̲ख
法をଆ縁ᶘ、྆ଆ縁と D ख法をଆ縁ᶙとしͯ記ࡌする。

2　1978 年調査出土瓦

　ຊ調査区からは、軒丸瓦 1 （6274AB）、軒平瓦 1 
（6647C）、丸瓦 245 （49.4ᶵ）、平瓦 331 （64.1ᶵ）、ᗌ
ే瓦 9 、窯น片 7 （1.0ᶵ）、日乾レンガ片 12 （1.4ᶵ）、
原石 1 の瓦磚ྨが出土した。
1号窯（SY11681）　　窯構造は半地Լ式の有ஈᜯ窯。1 号
窯からの瓦の出土ྔはଟくはない（ਤ 38、1L.19ô1）。丸瓦
51 （9.4ᶵ）、平瓦 31 （8.9ᶵ）が出土した。これらは
主に焼成部の埋土である҉色土からの出土である。
　1 は大きく焼けͻͣんͩ丸瓦。ۄ縁からࠨଆ縁の一部
をす。ۄ縁 5.0ᶲ。焼成はݎ៛で҉փ色をఄす。2
号窯部から出土したഁ片と、1 号窯のփ原付近から出
土したのが߹した。2・3 は平瓦。ଆ縁ख法は 2 が B
ख法、4 は̲ख法。ほかに小片でਤ化は不Մͩが、
特తな瓦としͯ軒丸瓦の߹部が 1 、平瓦 2 ຕが༹
ணしたഁ片が 1 出土した。焼成は࣭ߗののからೈ࣭
ののまであった。4 はԜ面にϔϥඳきがある平瓦。ઢ
はԣ方に 2 ຊ平行し͓ͯり、ʮχʯまたはʮΩʯঢ়の
ϔϥඳきか。Ͳちら藤原宮で出土ྫがある。な͓、
あきらかに作ٕ法や土・焼成のҟなる丸瓦が 1 、
焼成部҉色土から出土しͯいる。ఱҪ部の่落なͲ
にΑり、地ද面の土が流ೖしたことにΑる後世のࠞೖと
みられる。
2号窯（SY11682）　　半地Լ式の平窯である。主に೩焼部
から大ྔの瓦が出土した。出土ྔは丸瓦 194 （49.0ᶵ）、

平瓦 301 （55.5ᶵ）を͑る。ここでは特తなのを
報告する（ਤ 39、1L.19ô2）。大半が೩焼部埋土からの出土
であり、それ以֎についͯのみ出土所を記ࡌする。

1 は 6274AC か AD。瓦のԼ半部をす。瓦ཪ面は
きわΊͯ平ୱに上͛る。焼成はݎ៛でփ色。2 は変
ౙ文軒平瓦ܗ 6647C の上֎区のഁ片。ֺ部の߹
部でׂれ͓ͯり、剥部では 6647C 特有のॏހ文෩の
型൨きのࠟが確認できる。焼成は良で色調はփ白色。
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Ԝ面に 2 次焼成のࠟ跡がある。2 号窯のփ原付近の่յ
土Αり出土。作ٕ法や土からみͯ、あきらかに
代近窯（E άϧーϓ）4）で作られたのであり、後世の
ࠞೖである。
　3～5 は丸瓦。3 はۄ縁部でۄ縁 6.5ᶲ。焼成はݎ៛で
色調はփ色。4 はڱ部のഁ片で、焼成はݎ៛で҉փ色。
5 はڱからମ部のഁ片。焼成はೈ࣭で色調はփ白色。6
～11 は平瓦。6 はڱ部の෯がܗで存する。ڱ෯
28.0ᶲ、ଆ縁ᶗ。Ԝ面には目ࠟのԼに೪土ඥの߹ࠟ
を明ྎにす。焼成はややೈ࣭で色調はԫ色。平瓦ԣ
அ面のۂから、1 つの平瓦ԁから 3 ຕの平瓦が作
されたことがわかる。7 はڱ部のഁ片。平瓦のׂ界
がԜ面のଆ縁付近ではなく、中ԝ部に近い部にある。
8・9 はತ面にԣ方のΧΩ目調を͓こなう。8 はԜ面
のଆ縁付近にׂ界がある。8・9 と焼成は8。࣭ߗ
は 2 号窯上埋土から出土。10 はԜ面中ԝにׂࡋઢが
確認できる。ᗌే瓦にする༧ఆで焼成前に༧Ίઢをつけ
たのの、࠷終తにはׂしなかったと͑ߟられる。11
は土にཻ࠭を大ྔにؚΉ瓦。ࠞೖのՄ性͑ߟられ
るが、日高山瓦窯にはこのΑうな土の瓦が一ఆྔある
たΊ、日高山瓦窯産のՄ性が高い。
　12～16 はᗌే瓦。ᗌే瓦は、9 出土し͓ͯり、丸・
平瓦にൺしͯ出土ྔはൺֱతଟい。ᗌే瓦は平瓦をと
に作られるたΊ、平面ܗはԳのܗに੍نされる。日高山
瓦窯では、ࡋ಄ԁਲ਼ܗのԳを༻するたΊ、平瓦の平面
ののがଟい。したがっͯ、それをׂしͯ作ܗはܗ
るᗌే瓦ܗとなる。ᗌే瓦にはڬ部で෯が 14ᶲ以
上になるの（A ྨ）とڬで෯が 11ᶲ以、広で 12
ᶲ前後になるの（B ྨ）とがある。それͧれ平瓦を 2 ׂ、

しくは 3 ׂしたのとみられる。12 は A ྨでڱ部
をす。ڱ෯ 14ᶲ。ತ面はॎ方のϋέ目調の後、
ԣ方のφσを͓こなう。ଆ縁ᶘで焼成は16～13。៛ݎ
は B ྨのᗌే瓦。13 は広に近い部で、ತ面はΧΩ目
調の後、ຏりফし。࠷大෯ 12ᶲでଆ縁ᶘ。焼成は良
で、ԫփ色。14 はڬと広の一部がܽけるがほ΅ܗ。
ଆ縁ᶘ。෮ڱݩ෯ 9.5ᶲ、࠷大෯ 10.8ᶲ、さ 34.5ᶲ。
焼成は15。៛ݎ はᗌే瓦としͯはްみがあり、片方のଆ
縁はತ面ଆを大きく面औりする。これらは軒平瓦のମ部
にΑくみられる特のたΊ、ॳ軒平瓦にする༧ఆͩっ
たのを、Կらかのཧ༝でᗌే瓦にしたՄ性がある。
ଆ縁ᶙ。焼成はややೈ࣭で色。16 はԜ面に೪土ඥの
߹ࠟが明ྎにる。ଆ縁ᶙ。焼成はݎ៛で、色調はփ色。

3　第 17 次調査出土瓦

第 17次調査の概要 　　ຊ調査区は、藤原京ӈ京七条一
にあたる（ਤ 9）。1975 年、橿原市市Ӧ住宅の建設にと
ない奈文研が発掘調査を͓こなった。調査区は 5 ϱ所に
わたるが、特にݦ著な遺構が確認できたのは日高山瓦窯
にྡする調査区（ຊߘでは南区とݺぶ）である（ਤ 40）。
南北溝 SD1856 とそれにとなう南北塀 SA1855、Ҫށ
SE1850、跡ঢ়遺構 S91847～1849、東西ૉ掘溝 SD1845
なͲを確認した。SE1850 はҪܻ組のҪށで、法は
0.8N、部からは大ྔの瓦とएׯの土器、ふい͝のӋޱ
のほか、ಔ 2 年（709）4 月の紀年؆をؚΉ؆ 9
が出土した（h 藤原֓報 6 、ɦຊ書 55 ท）。S91847～1849
はܘ 0.5N 前後、ਂさ 0.2N のઙい土坑で、面が焼けͯ
いた。周ลから焼土やಔ滓、なͲが出土し͓ͯり、
小نなர造とみられる。SD1845 は日高山ٰྕ南

̎

̍

̏

̐

̌ �� ᶲ
図 38　1号窯（SY11681）出土瓦　1：6
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を一部平しͯ造られたૉ掘りの東西溝。෯ 1.2N、ਂさ
0.5N。さ 45N にわたっͯ検出し、東は調査区֎に続き、
西は日高山の西付近でと͗れる。SD1845 のҐஔは、七
条条間路南ଆ溝にあたるが、ରとなる北ଆ溝は検出され
なかった。Ճ͑ͯ、埋土から軒瓦をؚΉ大ྔの瓦磚ྨと、
日乾レンガ片が出土したことから、瓦窯に関わるഉ水溝
のՄ性ある。
　これらの遺構から、ຊ調査区周ลでは藤原宮期には小
られる。日高山͑ߟがあったことがまͣなர造ن
瓦窯にྡするたΊ、造瓦の存在ఆできるが、
建物の明確な遺構はະ確認である。
　南区から出土した瓦磚ྨはද 7 にࣔした。軒瓦は
6273B とౙ文軒平瓦（٢උഇ寺 IB）以֎は、作
ٕ法や土、焼成から日高山瓦窯のとஅできる。
ここでは遺構から出土した瓦を中心に報告する。な͓、
ᗌే瓦のྨは、ઌड़した第 23ô7 次調査とಉ様である。
東西溝SD1845出土瓦磚類　　南区出土瓦の大半は SD1845
からである（ද 8、ਤ 41～43、1L.20・21・22ô1）。軒丸瓦・
軒平瓦のほか、ᗌే瓦の出土ଟい。また、面ށ瓦、ϔ
ϥඳき平瓦、隅平瓦、窯นとなる日乾レンガ出土した。
　1～5 はෳหീห࿇華文軒丸瓦。1 は 6233AB で、中
周縁に界ઢがなく、瓦ᝎூりし前のの。丸瓦のઌ
は、Ԝತ面ڞに斜ΊにΧοτしͯ瓦面近くまでਂ
く߹する。焼成はݎ៛で、色をఄする。2 は中
周縁に界ઢをՃ͑た 6233AC。焼成はೈ࣭で、色調はփ
色。丸瓦のઌの様ࢠは不明ͩが、6233AC の別ࢿྉに
はະՃののとತ面をΧοτするのとがある。3 は
6233AD。中の中心࿇ࢠから 1 ॏ目の࿇ࢠにかっͯे
΅縁部をܽく以֎はほۄ。にತઢをூりՃ͑たのࣈ
焼成はೈ࣭、色調はփ白色。4。ܗ は 6274AC。6274A は

SD1845 の中でっと出土ྔがଟいが、特ఆできたの
はいͣれ 6274AC である。丸瓦のઌはະՃで、瓦
ཪ面とほ΅ಉじ面で丸瓦をあͯがい、߹೪土でݻ
ఆする。焼成はݎ៛。色調は色をఄする。ଞに
6274AC には丸瓦Ԝ面を斜ΊにΧοτするのある。5
は 6275I。瓦上面がܽଛしͯいる。瓦ཪ面の丸瓦
߹部から、丸瓦ઌはগなくとԜ面はະՃとわかる。
焼成はݎ៛で色調は色。6 は 6279AC。֎縁上面にݍ
ઢがΊ͙る。ઌະՃの丸瓦を瓦部近くまでਂくࠩ
し込んで߹する。焼成はݎ៛で、色調は҉փ色。7 は
ภ行文軒平瓦 6643AB。ֺ部はష付ஈֺで、ֺ 部 6.7
ᶲ、ֺのஈࠩ 1.3ᶲ。焼成はݎ៛で色調はփ色。6643AB
のଞのࢿྉには、ֺ部が剥しͯいるのがあり、それ
を؍すると೪土ඥを 2～3 ஈ積み上͛ͯ、ֺ部を作り出
しͯいることがわかる。
　8～10 は丸瓦。8 はۄ縁部からମ部にかけͯ 1 ʗ 3 が
存する。ۄ縁 6.7ᶲと日高山瓦窯の中ではएׯい。ತ
面にはΧΩ目をす。ଆ縁ᶗ。焼成はೈ࣭で色調は֎面

図 40　第 17 次調査区（南区）位置図　1：1000

表 8　第 17 次 SD1845・SE1850 出土瓦磚類集計表表7　第 17 次（南地区）出土瓦磚類集計表
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4,����

4%����

4,����

4&����

4%����
4%����

49���� 49����

49����4,����
4,����

4,����

SD1845 SE1850
型式 種 点数 型式 種 点数
6233 A 2 ýùúú A 1

AB 1 6274 A 1
AC 4 AB 1
AD 2 AC 1

6274 A 1 6279 AB 1
AC 6 6643 AB 1

6275 1 ౙ文軒平瓦 1
I 5 ᗌే瓦 13

6279 AB 2 ϔϥඳき平瓦 2
6643 AB 7

ᗌే瓦 16
面ށ瓦 3
ϔϥඳき平瓦 1
隅平瓦 1

軒丸瓦 軒平瓦 その他
型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6233 A 4 ýýûú AB 8 ϔϥඳき丸瓦 1

AB 2 ౙ文 2 ϔϥඳき平瓦 7
AC 4 面ށ瓦 5
AD 2 ᗌే瓦 41

6273 B 1 隅平瓦 1
6274 A 4

AB 1
AC 8

6275 1
I 7

6279 A 1
AB 6

ܭ 41 ܭ 10
丸瓦 平瓦 日乾レンガ

ॏྔ 134.57ᶵ 319.65ᶵ 153.77ᶵ
 649 1478 226
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図 42　第 17 次 SD1845 出土丸瓦・平瓦（1）　1：6
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が黒փ色、面がփ色。9 はӈ半がܽଛするがさは
で、શܗ 33.5ᶲ。ۄ縁 4.8ᶲ。Ԝ面には೪土ඥの
߹ࠟがる。10 は丸瓦ڱからମ部にかけͯ半程
存する。ತ面調の一部にԣ方のΧΩ目が確認できる。
ଆ縁ᶗ。焼成は࣭ߗで、色調はփ白色。11・12 は平瓦。
11 は広からମ部にかけͯ半程存する。෮ݩ広
෯ 28.5ᶲ。ଆ縁ᶙでԜ面のଆ縁付近にׂ界が確認で
きる。焼成は࣭ߗで、色調はփ色。12 はڱ、広それ
ͧれ片隅をܽଛするが、ほ΅ܗ。さ 37.7ᶲ。平瓦中
ԝ部の෯ 31.0ᶲ。ತ面にはॎೄλλΩを൘ঢ়۩でԣ方
に൘φσを͓こなにφσফした後、さらに斜Ί方
う。そのࡍの۩のѹࠟを明ྎにす。ଆ縁ᶗ。Ԝ面の
ଆ縁付近にׂ界が、広付近と中ԝややڱدりの
2 ϱ所確認できる。焼成はೈ࣭。色調は色。
　13～16はᗌే瓦。13は෯の広いAྨで広の෯は17ᶲ。
ଆ縁ᶙ。焼成は࣭ߗで色調はփ色。14～16 は෯のڱい B
ྨ。14 はڱ෯ 7.0ᶲと෯がඇৗにڱく、平瓦を 4 ׂ
しͯ作ったՄ性がある。ଆ縁ᶙ。焼成はݎ៛で、色調
は色。15 はڱ෯ 11ᶲ。ತ面はॎೄλλΩの後、Χ
Ω目調。Ԝ面部ଆ縁から 3ᶲほͲれたՕ所にׂ
界がある。ଆ縁ᶗ。焼成は࣭ߗで色調はփ色。16 は広
෯ 11ᶲ。ತ面はॎೄλλΩの後すりফし。ଆ縁ᶙ。
15 とಉじく、ଆ縁からややれたとこΖにׂ界があ
る。焼成は࣭ߗ、色調は色。17・18 はକがいλΠ

ϓの面ށ瓦。17 は上とࠨକがܽଛするのの、ӈକか
らઉ部にかけͯが存する。焼成は࣭ߗで色調は҉փ色。
18 はࠨକとઉ部の一部が存する。焼成前にۄ縁をଧち
ܽき、丸瓦のݞ部のஈをしͯ面ށ瓦のࠨକにする特ҟ
なܗঢ়をする。焼成はݎ៛、色調は҉փ色。焼成は࣭ߗ
で、色調は色。19 はڬの隅をܽく隅平瓦。ತ面
はΧΩ目調の後、ຏりফし。焼成はݎ៛、色調は҉փ色。
20 はԜ面にʮΩʯঢ়のϔϥඳきをつ平瓦。南区ではಉ
様のϔϥඳき平瓦がほかに 2 出土しͯいる。
　な͓、SD1845 上からは、土や作ٕ法がҟなる、
あきらかに日高山瓦窯産ではない瓦出土しͯいる。
SE1850 出土瓦　　SE1850 出土の瓦磚ྨはද 8 の௨り。
すͯҪށ部からの出土である。瓦の様相は、SD1845
とڞ௨するたΊ、ここでは特චすき軒瓦のみհする

（ਤ 44、1L.22ô2・3）。1 は瓦ᝎூりし前の 6274AB。中
の࿇ࢠに周がΊ͙る 6274AB 特有の特があるいっΆ
う、AC・AD のΑうに֎縁上面のݍઢがある。丸瓦のઌ
はະՃで、瓦ཪ面の丸瓦のࠩし込みはઙい。焼成
はݎ៛で、色調は色。作ٕ法や土・色調からみ
ͯ日高山瓦窯のであることは明白。6274A は、AB
が . άϧーϓの推ఆઘで生産され、その後瓦ᝎのみが
日高山瓦窯にҠಈし、ூりしを経ͯ 6274AC・AD が生産
されたと͑ߟられͯいた。ͩが、6274AB に一部日高山瓦
窯産があることが明した。2 はౙ文軒平瓦。
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図 43　第 17 次 SD1845 出土丸瓦・平瓦（2）　1：6
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ౙ文を型ԡしで作り出すので、٢උഇ寺 IB や藤原京
で出土するのとಉじ。焼成・土・作ࡾ条ޒ京ࠨ
ٕ法からみͯ、日高山瓦窯で生産されたのではない。

4　まとめ

　日高山瓦窯は藤原宮造Ӧॳからૢۀを։࢝し、藤
原宮造Ӧの్中で生産を終ྃしたとͯ͑ߟいる。藤原
宮ӡՏ SD1901A からఱ末年（682～685）の紀年؆
ととに日高山瓦窯産の瓦が出土しͯいることにՃ͑、
6279A、6643AB といった瓦ᝎが後に藤原宮の瓦生産の中
心を୲う高・ๆ寺瓦窯にҾきܧがれること、SD1901A
を埋Ί立ͯͯ建ͯられた藤原宮大ۃ఼なͲ中部の建物
には、日高山瓦窯の瓦は༻いられないたΊである 5）。こ
こでは、以Լの 2 についͯड़、まとΊとしたい。
窯構造と瓦との関連性　　1 号窯は半地Լ式ᜯ窯、2 号窯
は半地Լ式平窯である。྆者は窯構造がҟなるが、焼成
部出土の瓦をݟる限り、焼成や色調に大きなҧいはなか
った。Ͳちら焼成はೈ࣭から࣭ߗののまであり、色
調҉փ色から色までと෯広く、一ఆしͯいない。ै
དྷから平窯はその特ҟな窯構造Ώ͑、ѻいにくさがࢦఠ
されͯきた 6）。その݁Ռが瓦に出ͯいるとみられるが、ᜯ
窯ಉ様であることは目できる。日高山瓦窯のᜯ窯は、
ઌに周ลを大きく掘りԼ͛た後に൛ஙで積み上͛、೪土
をషっͯ窯を構ஙする。焼成部の斜؇やかである。
ᜯ窯とはい͑、これまでにない窯構造であり、平窯ಉ様、
、の末のઓతな瓦窯とҐஔͮけられる。たͩしޡࡨ行ࢼ
ઌड़したΑうに後世のࠞೖあり、1 号窯・2 号窯の焼成

部出土の瓦がそれͧれの窯で焼かれたとஅఆはできない。
　また日高山瓦窯にଟい色の瓦はࢎ化焼成がཁ因で
ある。藤原宮の瓦の色調は中国の都城の瓦に฿い、黒色
をࢤしたと͑ߟられ 7）、色の瓦はٻΊるのでは
なかったͩΖう。瓦を黒色にするには焼成部のࢎૉの
焼成にするඞཁがある。Ծに構造がҟݩؐ、をஅちڅڙ
なる平窯・ᜯ窯とに色の瓦が焼成されたとしたら、
ఱҪ部の構造にԿらかのཁ因があり、ؐݩ焼成がटඌΑ
くいかなかったՄ性͑ߟられる。
出土瓦の特徴と日高山瓦窯の位置づけ　　1978 年調査・17
次調査南区出土瓦の特としͯ、ᶃ焼成・色調にらつ
きがあること、ᶄᗌే瓦の出土ྔがଟいことがあ͛られ
る。これらの特は第 213 次調査に͓いͯڞ௨する。
ᶃについͯはઌにड़た。ᶄについͯは、日高山瓦窯産
の瓦は、北面中や西面中なͲ大֞周ลでଟく༻いら
れたことがわかっͯいる 8）。大֞のࠜであれ、丸・
平瓦にରし、ᗌే瓦のׂ߹がଟいことはཧղできる。
　日高山瓦窯は藤原宮造Ӧॳ期の瓦生産を୲った瓦窯で
ある。֘地は窯ۀ地ଳではなく、藤原宮に͝く近い
所をબఆしͯ瓦窯が新設されたと͑ߟられる。そこでは
೪土ඥٕ法や平窯なͲ、新しい造瓦ٕ法や窯構造が積ۃ
తにಋೖされた。これらはすͯ宮఼に瓦を෪くたΊの
瓦大ྔ生産にけたઓུの一とҐஔͮけられる。日高
山瓦窯での瓦生産が、以降の都城の瓦生産の基൫となっ
ͯいくのである。ࠓճ、窯構造や出土瓦を௨しͯその一
をることができた。
　ຊߘは +S1S Պ研අ 18K01084、20)01349 の成Ռの一
部である。 （石田由紀子／京都国立ത物ؗ）

̍

̎

̌ ��ᶲ

図 44　第 17 次 SE1850 出土軒丸瓦・軒平瓦　1：4
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ຊߘは、藤原京ӈ京七条一で検出したҪށ SE1850
のҪށࡐについͯ報告するのである。第 17 次調査に
ついͯは、طにʰ藤原֓報 6ʱで֓ཁが報告され͓ͯり、
SE1850 についͯ検出ঢ়گ、Ҫށの֓ཁ、出土遺物に
ついͯٴݴされͯいる 1）。Ҫށ部からは、SE1850 南
方にҐஔする日高山瓦窯で焼成されたと͑ߟられるଟྔ
の瓦のほか、ふい͝Ӌޱ、藤原宮期の土器、؆なͲが
出土しͯいる。؆のなかにはಔ 2 年（709）の年紀を
つՙࡳがある。

現在、飛鳥・藤原地区では、日高山瓦窯の発掘調査成
Ռについͯཧを推進し͓ͯり、その一としͯ、վΊ
ͯ第 17 次調査出土Ҫށࡐのৄࡉな࣮ଌ調査、؍、थ
種ಉఆ、年代ଌఆを࣮施した。
検出位置および検出状況　　Ҫށ SE1850 は藤原京ӈ京七
条一の西南隅部にҐஔする。Ҫށの心は七条条間路
南ଆ溝 SD1845 心の 6.5N 北方、西一間路西ଆ溝
SD1856 の 19.5N 東方にҐஔする。たͩし SD1845 にର
となる北ଆ溝、SD1856 にରとなる東ଆ溝はいͣれ検出
されͯいない。

東西 4.8N、南北 5.2N の東南部がややಥき出たԁ
平面をち、ਂさܗ 1.2N の掘方に、法ੇ法東西 0.9N、

南北 0.8N のҪ組のҪށをਾ͑る（ਤ 45）。Ҫށ部
のみ、周ลΑりさらに 10ᶲਂく掘りԼ͛られͯいる。
南北面は࠷Լஈから 5 ஈ、東西面は࠷Լஈから 4 ஈが
を組んͩ後、南北面のԼからށ存する。Ҫ 3 ஈ目の
ఱまで埋Ίたのち、東南隅の֎に柱をਾ͑、Ҫށと
とに埋Ίͯいる。柱ࡐを検出したのは、西南隅 1 ϱ所
のみであり、ළをडけるる柱と͑ߟる。
部材の形状と寸法　　Ҫށは、࠷Լஈに東西面をਾ͑、
その上に南北面を相ܽきで組んで、さらに東西面・南北
面を܁りฦし積みあ͛る（ਤ 46・47、1L.23・34）。東西面
にܽき込み、ଞは྆のܗԼஈのみ、྆の上面をԜ࠷
上ԼをԜܗにܽきこんでいる。

֤部ࡐの主ཁੇ法をみると、ંଛのないので、શ
は 1150～1234ᶱ、法ੇ法は 834～905ᶱ、成は 205～
369ᶱ、ް さは 28～42ᶱと、͝ࡐとのࠩޡが生じͯいる（ද

9）。
井戸枠の木取りと加工痕跡　　Ҫށはいͣれ༿थ

（目؍ࢹ）の心ڈりの൘ࡐで、Ҫށ༻時の面をཪ
にするのがएׯଟいのの、දとするのある。
֎面はνϣφで͑られ͓ͯり、とくに֎ଆにはՃ
のΑいのでਕ෯گ存ঢ়。すに跡を良ࠟ 78ᶱの
νϣφࠟが確認できる。͓྆ޱΑͼ相ܽきのޱ
にはϊコΪリにΑるՃࠟ跡があり、ޱで確認できる
Ξαリ෯は 3ᶱである。
柱材の形状と木取りと加工痕跡　　西南隅に立つ柱ࡐは（ਤ

47ô19、1L.24ô19）、心࣋ちの༿थࡐ（目؍ࢹ）であるが、
心部はൈけ落ちͯいる。不ܗな 11 ঢ়をܗのஅ面ܗ֯
なし͓ͯり、͓͓ΉͶԁܗを目ࢦし͑られたのとみ
られる。ܘ 150ᶱ、さ 656ᶱで、Լから 480ᶱ
Αり上部は৯にΑっͯ૫ͤͯいるが、Լ部はଆ面にਕ
෯ 50ᶱのνϣφࠟ跡が良にり、ԼはϤΩにΑり
隅部ががれͯいる。 （鈴木智大）

樹種同定と年代測定　　Ҫށのうち、3 ຕの൘ࡐについ
ͯथ種ಉఆと年輪年代学త検౼を͓こなった。

ബ片ϓレύϥーτの生物ݦඍ؍ڸにΑり、東面
3 ஈ目、西面 4 ஈ目、北面 1 ஈ目をεΪ（CSZQUPNFSJB 

KBQPOJDB ïL.G.ð D.DPO）とಉఆした。また、これらのԣஅ面
（ޱ）のࣸࣸਅから年輪෯をܭଌし、年輪年代学త検
౼を࣮施した。年輪ۂઢの目ࢹධՁと౷ܭධՁ 2）を͓こ
なったとこΖ、西面 4 ஈ目と北面 1 ஈ目が 86 ॏෳする図 45　SE1850 遺構図・断面図　1：100
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関でর߹した（U�8.8）。174 になった 2 年輪ۉの平ࡐ
ࡐઢは、ༀ師寺東ౝ部ۂ 73 を平ۉした年輪ۂઢ 3）とর
߹し（U�9.7）、Αり֎ଆの年輪がࠁまれる西面 4 ஈ目の࠷
֎の年代は 602 年であった。このࡐにはลࡐが確認で
きないたΊ、原のെ࠾年代は 602 年をらͣ、औりڈ
られた心・ลࡐ部の年輪をՃࢉしたのとなる。

（星野安治）

まとめ　　SE1850 はළをडけたと͑ߟられる柱をඋ͑
たҪ組のҪށである。ҪށࡐのՃਫ਼はそれほͲ
高いとはݴいいが、֎面を中心にՃࠟ跡を良くす。
また、ลࡐをؚまない࠷֎の年代は 602 年をࣔし͓ͯ
り、े年後にെ࠾されたࡐをར༻したと͑ߟれ、গ

なくと؆の年紀にあるಔ 2 年まで存続しͯいたと
られる。藤原宮期にར༻されたことは間ҧいがない͑ߟ
ͩΖう。日高山瓦窯のՔಇ時期を͑ߟる上でॏཁな部
。とҐஔͮけられるࡐ （鈴木）

表9　SE1850 井戸枠材　一覧（通番号は図 46・47 およびPL.23・24 に対応）

方位 通番号
段数

（下から）
全長
（㎜）

内法
（㎜）

成
（㎜）

厚さ
（㎜）

仕口欠込深さ（㎜）
（上段：上面、下段：下面） 内面木取

東面

1 5 ஈ目 905 
ʕ

238 35 北
ʕ

南
ʕ

ද
ʕ ʕ ʕ

2 4 ஈ目 1160 
895 

268 34 北
42 

南
20 

ཪ
901 101 109 

3 3 ஈ目 1150 
905 

285 30 北
63 

南
49 

ཪ
895 85 82 

4 2 ஈ目 1227 
892 

271 42 北
66

南
92

ཪ
891 61 51 

5 1 ஈ目
1191 885 

252 42 北
109 

南
110 

ཪ
なし なし なし

西面

6 5 ஈ目
883 ʕ

226 37 北
ʕ

南
ʕ

ද
ʕ ʕ ʕ

7 4 ஈ目 1188 
882

332 30 北
79 

南
48 

ද
897 121 122 

8 3 ஈ目 1164 
896 

251 30 北
65 

南
22 

ཪ
893 86 80 

9 2 ஈ目 1135 
890 

271 28 北
94 

南
86 

ཪ
886 64 39 

10 1 ஈ目 1202 
886 

245 35 北
103 

南
112 

ཪ
なし なし なし

南面

11 4 ஈ目 971 
ʕ

205 34 東
38 

西
ʕ

ද
ʕ 68 ʕ

12 3 ஈ目 1166 
851 

305 30 東
58 

西
82 

ද
849 106 78 

13 2 ஈ目 1234 
860

365 37 東
79 

西
87 

ද
872 122 122 

14 1 ஈ目 1164 
885 

309 40 東
35 

西
23 

ཪ
880 139 139 

北面

15 4 ஈ目 1167 
834 

276 30 東
ʕ

西
ʕ

ཪ
ʕ 70 74 

16 3 ஈ目 1158 
838

310 32 東
68 

西
82 

ཪ
840 78 53 

17 2 ஈ目 1200 
862 

297 32 東
74 

西
88 

ཪ
842 58 72 

18 1 ஈ目 1198 
879 

369 34 東
144

西
142 

ཪ
873 60 50

註
1）h 藤原֓報 6ʱ1976。
2）  BBMMJF ..(.L. BOE +.3. 1JMDIFS bA TJNQMF DSPTTôEBUJOH 

QSPHSBN GPS USFFôSJOH SFTFBSDI` lTSFFô3JOH BVMMFUJOz 33 
1973. ΫϩεσーςΟンάの౷ܭධՁがενϡーσンτの
U でࣔされる。

3） 安ࣇ、࣏ౡ大ี、ޫ୩࣮ʮ国ๅༀ師寺東ౝ部ࡐ
の年代ଌఆ－建立年代についͯ－ʯh 紀ཁ 2017 。ɦ
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図 47　SE1850 井戸枠（南・北面）　1：20
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図 48　飛鳥地域発掘調査位置図　1：10000
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1　飛鳥地域等の地理的環境

　都城発掘調査部の飛鳥・藤原地区が発掘調査を͓こな
う地Ҭのうち飛鳥地Ҭは、奈良県北部にҐஔする奈良ຍ
地のなかで、͓Αそ、その東南部にあたる明日香村に立
地しͯいる。たͩし、飛鳥地Ҭのޠは、その֓೦に大小
あり、明日香村にするࡩҪ市や橿原市、高औ町の一部
をؚΉ߹ある。一ൠతに、飛鳥地Ҭと͑ݴ、明日
香村の北部、奈良ຍ地が東南部でやや南に張り出す、飛
鳥の東؛Ҭをࢦす。
　南高北の地で、ٰྕ部と地部からなり、地部
のඪ高は 100～120N である。ٰྕ部にはྛが広がり、
集落がࢄ在するほか、地部には水ాがӦまれͯいる。
飛鳥地Ҭは、古代を中心とするྺ࢙తな文化遺産がଟ
存在し、࢙跡や特別࢙跡にࢦఆされͯいる遺跡や古墳の
ほか、宮ிの古墳গなくない。
　現在の主ཁな産ۀはۀとޫ؍である。地部の水ా
のほか、ٰྕ部に͓けるՌथのഓで、とりわけ飛鳥
上流Ҭではٰྕ部に͓いͯڱい平地を造成した村
༩しͯいる。なかで明日دにޫ؍、成されܗが؍ܠ
香村Ҵᔹ・ך・ೖ୩にల։するۀ・集落の؍ܠは、
Ԟ飛鳥の文化త؍ܠとしͯ、2011 年に国のॏཁ文化త
のબఆをडけた。また、18؍ܠ 世紀後期以降、古墳や
寺院跡は名所としͯޫ؍のཁૉとなっͯきた。

2　飛鳥地域等の歴史的環境

　飛鳥地Ҭは 6 世紀末に飛鳥寺が、ڱいຍ地の中ԝ部に
造Ӧされͯ以降、7 世紀には推古ఱߖの๛Ӝ宮をはじΊ、
ఱఱߖの飛鳥ড়ޚ原宮までいくつの宮఼がӦまれ、
また٦寺、原寺なͲの寺院が造ӦされるなͲ、7 世紀
の政࣏・文化の中心地であった。また周ลのٰྕ部には
高দ௩古墳やΩτϥ古墳なͲの০古墳存在し、いわ
Ώる終末期古墳ଟஙかれた。
　西ྐྵ 694 年に遷都された藤原京は、東南部の一部が現
明日香村Ҭにؚまれͯいる。大官大寺は藤原京に建
された寺院ͩが、飛鳥地Ҭの寺院としͯ͑ߟることあ
り、このほかに藤原京にҐஔするのの飛鳥地Ҭと
の݁ͼつきがڧい遺跡ある。
　710 年の平城京遷都にとない、いくつかの寺院は平
城京にҠసした。その後、飛鳥地Ҭの地部は、藤原地

Ҭととに都市తな։発は͓こなわれͣ、大としͯは
作地としͯอたれͯきた。1972ߞ 年の高দ௩古墳のۃ
古ߟは、飛鳥地Ҭに飛鳥ϒーϜあるいはݟ色น画の発࠼
学ϒーϜを巻きىこし、ଟくの人ͼとがこの地Ҭを๚れ
ることになった。
　一方、ઓ後の高経ࡁ成にΑる大ن։発へのল
から、1966 年には、ʮ古都に͓けるྺ࢙త෩土のอ存に
関する特別ાஔ法ʯ（いわΏる古都อ存法）が施行された。
ॳは明日香村の一部がそのର地Ҭであったが、1980
年にはʮ明日香村に͓けるྺ࢙త෩土のอ存ٴͼ生׆
境のඋに関する特別ાஔ法ʯ（いわΏる明日香法）が
施行され、村શҬにྺ࢙త෩土のอ存と村ຽ生׆の調
をਤるたΊのાஔがߨじられた。またࣗવ؍ܠをอશす
るたΊ、奈良県は 1970 年にこれらの地Ҭをʮ෩க地区ʯ
としͯࢦఆし、奈良県෩க地区条ྫをఆΊた。2014 年
以降は、市町村への権限ҕৡをडけ、明日香村がఆΊる
෩க地区条ྫにΑり、建ங物なͲのܗঢ়や色࠼の੍نが
͓こなわれͯいる。
　2007 年にはʮ飛鳥・藤原の宮都とその関࿈ࢿ産群ʯ
が世界遺産ఆリετにొ録され、2024 年現在、世界
遺産へのຊొ録を目ࢦしͯいる。構成ࢿ産は宮఼と官衙、
ڭ寺院、墳ุ（古墳）のܭ 20 産で、このうち飛鳥地ࢿ
Ҭからは、飛鳥宮跡、飛鳥京跡ԓ、飛鳥水落遺跡、
ञધ石遺跡、飛鳥寺跡、٦寺跡、原寺跡、ᐻ۾寺跡、
大官大寺跡、石古墳、়ו古墳、ࢠڇݗ௩古墳、
ఱ࣋౷ఱྕߖ古墳、中ඌ山古墳、Ωτϥ古墳、高দ௩
古墳の 16 。られͯいる͛ڍ産がࢿ （箱崎和久）

図 49　飛鳥地域の中心部を南からみる
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1　調査の経過

　（1）調査に至る経緯
　石神遺跡は੪明ேの࿙ࠁ（水時ܭ）跡である水落遺跡
の北ଆ、飛鳥寺の北西にҐஔし、かつͯは飛鳥ড়ޚ原宮
推ఆ地と͑ߟられͯいた。また、その東南部にあたる小
石神の水ాは、1902・1903ࣈ 年に石造物（須山石・石

人૾）が出土したことでられ、1936 年には東京ఇࣨത
物ؗの石ాໜ作が、石造物の性格究明を目తとした発掘
調査を͓こなった（以Լ、石ా調査とུশ）。この調査で、
石ాはʮ敷石遺ʯと石組の溝、ʮҪށʯなͲを発ݟし、
後年これらがʰ日ຊ書紀ʱ੪明ఱߖ 5 年（659）3 月条に
み͑る、Ԟ・ӽの՜ҔへのںԠのの遺構であるとߟ
͑るにいたった 1）。石神遺跡を੪明ேのںԅ施設とする
遺跡؍は、この石ాઆにを発しͯいる。
　奈文研はこれまで、石神遺跡のܧ続తな発掘調査を࣮
施しͯきた（ਤ 50）。調査面積はԆ 17600㎡にୡしͯ
いる。その第 1 次調査（1981 年）の調査地は、石造物が
出土した水ాで、調査目తは石ా調査でݟつかった遺構
を࠶確認することであった。この調査では石ాが発ݟし
た遺構を࠶検出し、所期の目తをՌたすととに、飛鳥
時代の掘立柱建物や東西塀なͲを新たに検出した（1L.26ô

2・1L.27）。また、その 2 年後に西ଆྡ地で࣮施した第
3 次調査（1983 年）では、石神遺跡と水落遺跡とをִͯ
る東西掘立柱塀 SA600 と、その後の区画施設である
東西掘立柱塀 SA560 を新たに検出するなͲ、大きな成
Ռをあ͛た。しかし第 1 次調査では、これら区画施設の
遺構をະ検出であったたΊ、石神遺跡のൣғを確ఆする
う͑で大きな課となっͯいた。
　その後の調査で、7 世紀代を中心とした建物や石敷
広、Ҫށ、石組溝なͲの遺構群を確認し、上記の石ా
આにΑる石神遺跡の遺跡؍はܧঝされͯいる。近年で
は、都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）ߟ古第二研究ࣨが
進Ίる出土土器の࠶ཧにΑっͯ新ݟが積されͯ
いる 2）。さらには、石神遺跡一ଳは小ా࣏の地にؚまれ
るとみるཧղあり 3）、推古ே小ࠖా宮に関࿈した遺構
の検出を期するؾӡ高まりつつある。

　奈文研では、2024 年末に石神遺跡第 1～4 次調査を
主としたਖ਼式報告書をץ行༧ఆである。その報告書の作
成ۀ務を進Ίるなかで、上ड़した課のղܾがٸ務とな
り、土地所有者をはじΊとする地ݩの方ʑの͝ཧղをಘ
ͯ、2023 年は第 1 次調査区の࠶発掘を࣮施した。ࠓ
ճの調査は石造物出土地に͓ける࣮に 3 目の発掘調査
である。
　（2）発掘作業の経過
　調査は 2023 年 12 月 6 日から 2024 年 3 月 14 日にかけ
࣮ͯ施した。調査ൣғはະ検出遺構の確認にඞཁなൣғ
を中心とし、第 1 次調査区の西半を主な調査ରとし
た。調査面積は 335㎡で、すͯط調査区である。
　12 月 1 日に調査前ঢ়گをࡱӨし、12 月 4 日に調査区
の設ఆと水४基४のҠಈを͓こなった。12 月 6 日に
調査区周ลのԾ設ϩーϓࡤの設ஔの境උを͓こ
ない、ಉ日から 18 日までॏ機にΑりߞ作土͓Αͼ第 1
次調査の埋土をআ19。ڈ 日から人ྗ掘を࢝Ί、第 1
次調査のอ࠭ޢ（ਅ࠭土）のআڈと遺構検出を։࢝した。
な͓、石組溝 SD335 ͓Αͼ SD330・331 の溝埋土

図 50　第 214 次調査区位置図　1：3000
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はଆ石の่落を͙たΊ、部తなআڈにとͲΊた。
2024 年 1 月 31 日に調査区શܠの高ਫ਼ࣸࡉਅࡱӨ（1L.25）

͓Αͼ SG.ô.7S ༻のࣸਅࡱӨを͓こない、2 月 1 日か
ら 8 日にかけ࣮ͯଌにΑる記録を͓こなった。13 日か
らஅׂ͓ΑͼԼ調査を࣮施した。29 日に記者発දを
͓こない、3 月 1 日に地Ҭ住ຽけの現地આ明会を։࠵
しͯ、27 名にݟ学いたͩいた。2 日に一ൠけの現地ݟ
学会を։࠵し、དྷ者は 805 名であった。現地ݟ学会
日には遺構ࡉ部の高ਫ਼ࣸࡉਅࡱӨ࣮施した。4 日には
奈文研埋ଂ文化財ηンλー遺跡調査ٕ術研究ࣨのྗڠ
をಘͯ、地࣭学త調査のたΊ、第 1 次調査でະ掘部の
SD335 溝埋土のαンϓϧ࠾औ作ۀを͓こなった。6 日か
ら 15 日に埋Ίし作ۀを͓こない、終ྃ時のࣸਅࡱӨ
を͓こなっͯ発掘作ۀを終ྃした。
　な͓、2 月 8 日に高ࠀڮᆹࢯ（ՖԂ大学）、15 日に上原
ਅ人ࢯ（京都大学名༪ڭत）、ඛాࢯ（京都立大学）、
ᨠૣ人ࢯ（ಉࠨ）、小ᖒ ࢯؽ（ࡾॏ大学）、27 日に੨ 
3、（ᅳላ院大学）ࢯܟ 月 4 日にԼਖ਼ࢯ࢙（東京学ܳ大学

名༪ڭत）に͓ӽしいたͩき、調査に関しͯ有ӹな͝ҙ
。ったࣀをݟ
　（3）整理作業の経過
　発掘作ۀとซ行しͯ、出土遺物のཧ作ۀを͓こなっ
た。出土遺物はऔり上͛時に、土器、瓦、器のૉࡐ
͝とにけ、藤原地区ிࣷのཧࣨにൖೖし、ચড়、
記、߹、࣮ଌ作ۀなͲを࣮施した。また地࣭学త調
査のたΊに、埋土の一部をりऔり、埋ଂ文化財ηンλ
ー遺跡調査ٕ術研究ࣨでੳ作ۀを͓こなった。

2　遺跡の位置と環境

　（1）地理的環境
　石神遺跡は飛鳥のӈ؛にܗ成されたҐஈٰ面に
Ґஔする（1L.26ô1）。このҐஈٰ面は高いほうからԬ
面（Ґஈٰᶗ面）と飛鳥面（Ґஈٰᶘ面）に区される。
Ԭ面はౡঙからԬ、原にかけͯの平ୱ面をࢦす。飛鳥
面は大ࣈ飛鳥から小山集落付近まで広くし、石神遺
跡この面にҐஔする。྆者の境界であるஈٰ֑は、飛
鳥京跡ԓから奈良県立ສ༿文化ؗにけͯの南西か
ら北東にかけͯҐஔし、現在の٢水はこの֑ઢに
Ԋっͯ流れͯいる。
　飛鳥面の地ܗは飛鳥にけͯ東から西へ؇やかに

飛鳥周ลでは、東方から流Լするീࣈ斜する。大
が୩からൈけͯ平ୱ面にいたり、中のとなる地付近

（飛鳥࠱神社の北ଆ）をઔとするઔঢ়地をܗ成しͯいる。
石神遺跡周ลはこのઔঢ়地のઔ付近にあたる。飛鳥面
の基൫は࠭で、Ґஈٰに相するઔঢ়地の基ఈ
にあたると͑ߟられる。
　石神遺跡は東から西へ斜する地ܗではあるのの、
これまで検出されͯきた石組溝の 7 世紀代の主ཁな
水路は南方からҾ水しͯいるのଟい（後ड़の SD330・

SD335 なͲ）。これらのऔ水地はాᣭがএ͑るΑうに、
飛鳥京跡ԓの北西、ᯮ石の近くにあるʮ༿ԃʯと
するのが有ྗである 4）。現在༿ԃからऔ水しͯ飛鳥
面のᕲᕱ༻水としͯར༻されͯいる。石神遺跡で検出し
た飛鳥時代の石組溝の水路が、࣮ࡍにͲこからͲこま
で௨じͯいたかはະͩ不明ではあるのの、飛鳥ӈ؛
のͲこかでऔ水し、֑ઢにԊっͯ石神遺跡周ลまで௨じ
ͯいたことは૾にくない。
　（2）歴史的環境
　石神遺跡は飛鳥寺の西北隅にし、水落遺跡に北す
る。前ड़のΑうに明࣏期に石造物が発ݟされͯ以降、石
ా調査や奈良県にΑる調査（1965 年）を経ͯ、奈文研に
Αる調査が進Ίられͯきた。その݁Ռ、遺跡は大نな
建ͯସ͑を͓こないながら時期ととにその性格を変
͑、大きく、A 期の੪明ேのںԅ施設（たͩし 3 小期に

かれ、࠷古の Aô1 期は੪明ேΑり一ஈ֊古い）、B 期のఱே
の宮֎官衙施設、C 期の藤原宮期の建物群という変遷で
ཧղしͯきた（h 紀ཁ 2009 ）ɦ。たͩし、前ड़のΑうな近年
の出土土器に関する新ݟから、これまでの石神遺跡૾
にରしͯߟ࠶をଅす検౼成Ռࣔされつつある。
　石神遺跡 A 期の主ཁ遺構のൣғについͯは、石神第
3・10 次調査（h 藤原֓報 14 、ɦh ಉ 22 ）ɦで南限施設とみら
れる東西塀 SA600・1600（A 期）を、第 13・14 次調査（h 紀

ཁ2001 、hɦಉ2002 ）ɦで北限施設の東西塀SA3893（Aô1・2期）・
3895（Aô3 期）と東西石組溝 SD3896（Aô1 期）・3950（Aô3ô1

期）を確認しͯいる。そしͯ第 21 次調査（h 紀ཁ 2009 ）ɦ

で掘立柱建物 SB4341（Aô2 期）・4340（Aô3 期）と、それ
にऔり付く南北塀 SA4327（Aô2 期）・4326（Aô3 期）を検
出し、これらを一は東限施設とみなしͯきた。西限に
ついͯは、第 10～12 次調査でະ検出であり、さらに西
方の調査区֎にҐஔするとみられる。
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　 い っ Ά う で、 第 1・2 次 調 査 で 検 出 し た 石 組 溝
SD334・335・435 は、調査区中ԝを南北に؏流したの
ち第 2 次調査区北で東ંし、さらに東方の調査区֎へ
つͮいͯいる（h 藤原֓報 12ʱh ಉ 13 ）ɦ。つまり、上ड़の東
限施設は石神遺跡の区画ଆにҐஔする建物や塀のͻ
とつであり、ຊདྷの東限区画施設はະ検出で、ैདྷの石
神遺跡のൣғΑりさらに東に存在するՄ性をࢦఠ
できる。
　くわ͑ͯ、明日香村ڭҭҕһ会にΑるཕٰ東方遺跡の
調査（1987 年）をܖ機とし、小ࠖా宮の所在地を飛鳥
西؛の古宮土இ一ଳではなく、ཕٰ東方をؚΉ東؛一ଳ
にఆするݟղが主ମをΊるΑうになった。さらには
石神遺跡の地土からଟྔに出土した鉄᭲ྨを小ࠖా
ฌݿと関࿈ͮけ、飛鳥寺北面にするこの地Ҭ一ଳを小
ࠖా宮にؚまͤる͑ߟある。また、飛鳥寺北面大֞
では、飛鳥寺北方の調査（飛鳥藤原第 21ô8 次）で北֎ງ
SD501 がと͗れることを確認し͓ͯり、ここに北面大
֞北が։くՄ性が高い（h 藤原֓報 8 ）ɦ。石神遺跡の
東方へつͮく石組溝の存在と関࿈しͯ、石神遺跡の東
方かつ飛鳥寺の北方にҐஔする石神遺跡東方区Ҭに
྆者に関࿈したॏཁ施設の存在がఆできる。

3　調査の方法と成果

　（1）調査の方法
調査手順　　第 1 次調査区のҐஔを౿ま͑ͯ、遺構の確
認にඞཁなൣғに限ఆしͯࠓճの調査区を設ఆした 5）。
　調査区の掘では、ߞ作土͓Αͼচ土、第 1 次調査
の埋土のআڈはॏ機を༻い͓ͯこない、時の掘ఀ
を目తとした࠭（ਅ࠭土）のޢ面の明͓ࣔΑͼ遺構อࢭ
আڈからは人ྗ掘にりସ͑、遺構検出を͓こなっ
た。調査区に 3N 方؟の小地区を設ఆし、٬土や遺物
แؚ、地土の掘りԼ͛にࡍしͯはこの小地区୯Ґで
遺物をճ収した。
　遺構検出にあたっͯは、まͣ第 1 次調査の遺構検出面
を࠶検出した。その݁Ռ、ࠓճの調査区南半を中心に、
流路 N3310 6）のଯ積土がされ͓ͯり、また後ड़の石
敷 S9327 南ลには N3310 を෴う平安時代の遺物แؚ
が一部落ち込んでされͯいることを確認した。そのଞ
に、明࣏期の石造物Ҿき上͛にとなうཚや石ా調
査後の埋土部తにされͯいた。これら後世のଯ

積土をඞཁにԠじͯআڈし、7 世紀代の遺構検出を͓こ
なった。遺構検出後は遺構へのӨڹが࠷小限のൣғでα
ϒτレンνを設ఆし、溝や柱݀の埋土͓Αͼ構ங方法、
地土の確認を͓こなった。また、ࠓճの調査区北
で、SD335 のະཚの溝埋土がされͯいることを࠶
確認し、地࣭学త調査のたΊαンϓϧを࠾औした。
　調査終ྃ後には掘ࢭఀ面の明ࣔと遺構อޢを目త
としͯ、調査区શମに࠭をࢄしたう͑で、掘時に生
じた土࠭で埋Ίしを͓こなった。
測量と記録　　調査では (NSS ଌྔ機を༻いたωοτϫ
ーΫ型 3TK 法で調査区に基४ઢを設ఆし、ॖई 1�20
を基ຊとしͯ平面ਤを作成した。遺構面の記録にたっ
ͯは、௨ৗのࣸਅࡱӨにくわ͑ͯ SG.ô.7S にΑるࡾ
次ݩϞσϧ作成のたΊのࣸਅࡱӨ࣮施した。
　ඪ高は飛鳥藤原 NP.31（9�－168549.309、:�－16677.042、

)�101.030N）からΦーτレϕϧで水४ଌྔを͓こな
った。
　（2）基本層序
ճの調査区は第ࠓ　 1 次調査区にแؚされ、水ాܣ൞อ
から、第の関ޢ 1 次調査区Αりやや͑߇たܗで調査
区を設ఆした。そのたΊ、調査区中ԝ北ลの一部をআい
ͯ、ຊདྷの土を؍することはできなかった。ここで
は、第 1 次調査の所͓ݟΑͼࠓճの調査での認ࣝをと
に、基ຊংをड़る。基ຊংは、上からߞ土・চ土

（40ᶲ）、中世以降の水ా土とみられるԫ色࣭࠭土（40

ᶲ）、平安時代の遺物แؚ（30ᶲ）とつͮき、そのԼの
奈良時代以降の流路 N3310 の࠭（10～70ᶲ）をհし
ͯ、7 世紀代の遺構面にୡする。地山はܘ 5～10ᶲの
をଟྔにؚΉにぶいԫ色またはփԫ色࠭で、7 世
紀前半の施設はこの地山を掘り込んで造Ӧされる。
　これまでの石神遺跡の調査で、7 世紀代には 2 時期の
大نな地がなされたことがあきらかとなっͯいる。
一時期目は 7 世紀前半の遺構をഇしたのちにԫ色೪土を
主ମに造成された地土（A 期地土）で、二時期目は
化物や焼土、土器をؚΉ 7 世紀後半から末までに造成さ
れた地土（B 期地土）である。ࠓճの調査では、石敷
S9327 のԼに、のࠞじるփԫ色࣭࠭土の地土を検
出し、これが A 期地土であることが明した（1L.30ô2）。
またこの A 期地土は石組溝 SD335 のଆ石を෴っͯい
ることあきらかとなった。いっΆう、そのଞの所で
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は地土が確認できͣ、第 1 次調査時にআڈされたか、
流路 N3310 のਁ৯にΑっͯ平されたのと͑ߟら
れる。
　くわ͑ͯ、ࠓճの調査では、石敷 S9327 南ลの東西
 15N、南北 2N にわたり、平安時代の遺物แؚが
ଳঢ়に存しͯいることを確認した。このแؚは流路
N3310 Αり上Ґにあり、石敷 S9327 を෴っͯいた
のが一部落ち込んで存しͯいたと͑ߟられる（ਤ 58）。

　（3）検出遺構
ճの調査では、7ࠓ　 世紀代͓Αͼ奈良時代以降の遺構
を検出した。主な検出遺構は、東西塀 4 条、南北塀 1
条、東西柱列 1 条、南北柱列 1 条、石組溝 2 条、石敷 1
面、流路 2 条である（ਤ 51）。ຊߘでは、ࠓճの調査で
新たに検出した遺構と、第 1 次調査の遺構ղऍをվΊた
のについͯ報告する。また、ઌड़のΑうに、これまで
は 7 世紀の遺構群を A 期（7 世紀前半から中༿まで）、B 期

図 51　第 214 次調査区遺構図　1：150
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（7 世紀後半）、C 期（7 世紀後半～末）の大きく 3 期、さら
に A 期は 3 つの小期（Aô1・Aô2・Aô3）にけられͯい
た。しかしながら、近年の出土遺物の࠶検౼成Ռやࠓճ
の調査成Ռを౿ま͑ͯ、これらの時期区の࠶検౼を͓
こない、ຊߘでは新たな時期区としͯ、7 世紀前半（چ

དྷの Aô1・Aô2 期）、7 世紀中༿から後半まで（ಉ Aô3・B

期）、7 世紀後半から末まで（ಉ C 期）の 3 時期にけͯ
報告する。ৄࡉについͯは、2025 年 3 月ץ行༧ఆのʰ石
神遺跡発掘調査報告ᶗʱでड़ることとしたいが、上ड़
の 2 時期の地を大きな画期ととら͑、その地土との
上Լ関をとに࠶編した時期区である。
　　Ａ．7世紀前半の遺構
石組溝SD335　　石ా調査で発ݟされたΫϥンΫする石
組溝の一部。調査区の南֎にある東西石組溝 SD334
が東で北ંしͯ南北石組溝 SD335 となる（1L.27ô1）。
SD335 北は北の第 2 次調査区で東にંれ、東西石
組溝 SD435 となり、さらに東へつͮく。
　溝෯は上で 1.2 ̼、Լで 0.9N をଌり、ٯܗஅ
面をఄする（1L.27ô3）。溝のਂさは 1.0 ̼で、ଆ石は෯
30～70ᶲ、高さ 30～40ᶲのࣗવ石を༻い、3～4 ஈにԣ

積みしͯ造られる（1L.29ô1・3）。ఈ石は設けない。
溝埋土の大半は石ా調査で掘されͯいたが、調査

区北のܣ൞Լにະ掘部があり、ຊདྷの溝埋土を؍
できた。それにΑると溝埋土のうち、ఈ部から 60ᶲ
ほͲはӢやԫ色࠭ࡉをଟくؚみ、ૈ࠭と࠭ࡉ、シϧ
τがޓをなし͓ͯり、機時の流水ଯ積が確認できる

（ਤ 52、1L.30ô3）。溝上部 40ᶲは人ҝతな埋立土が 2 確
認でき、このうちԼ（25ᶲ）は化物やӢがࠞじる
色೪࣭土、上（15ᶲ）は白色ཻやগྔのӢがࠞじ
る҉色೪࣭土で埋Ί立ͯられる。Լは後ड़する区画
を東へ拡張するࡍに埋Ί立ͯられたので、上は 7 世
紀前半の遺構をഇした後に造成された地土（A 期地

土：փԫ色೪࣭土）と͑ߟられる。
SD335 はその西ଆ石が 7 世紀前半の東西塀 SA4645

や 7 世紀中༿から後半までの東西柱列 SA4646、7 世
紀後半から末までの東西塀 SA311 にյされͯいる（ਤ

53）。また流水ଯ積からは飛鳥ᶗにଐする土器が出土
した（ਤ 61 。（রࢀ
東西塀 SA600　　調査区西部で新たに検出した東西掘
立柱塀（1L.28ô2）。西の第 3・10 次調査で検出し͓ͯ
り、ࠓճの調査では柱݀ 2 基、東西 2 間（ 4.0N）を
検出した。東で南北塀 SA4650 に続する。造Ӧ方
Ґはほ΅ਖ਼方Ґにのり、西の第 3 次調査区では基ஃを
有することを確認しͯいるが、ࠓճの調査では後ड़の
流路 N3310 のਁ৯、しくは明࣏時代の石造物発掘に
となうཚが著しくະ検出である 7）。また、南北塀
SA4650 とڞ有する東の柱݀は、石ా調査ではҪށと
認ࣝしͯいた ճの調査で柱掘方を検出し、石ా調ࠓ。（8
査では柱ࠟ跡しくは柱ൈऔ݀をҪށとしͯ掘りൈい
ͯいたことが明した。
　SA600 の柱間ੇ法は 2.5N である。ࠓճの調査で検
出した柱掘方は一ล 1.3N 以上の隅丸方ܗで、ਂさは
1.3N にୡする（ਤ 54）。西の柱݀ 1 基ではܘ 0.7～1.0N
の柱ࠟ跡しくは柱ൈऔ݀を確認した。柱掘方の埋土は
をؚΉ҉色しくはփ色の࣭࠭土で、柱ࠟ跡し
くは柱ൈऔ݀の埋土は、ԫ色೪土ϒϩοΫをؚΉԫ色
しくは色の࣭࠭土である。
　SA600 は、これまでの検出総が 102N 以上に͓Αぶ

（ਤ 62）。柱݀のنは藤原宮の大֞にඖఢし 9）、7 世紀
前半の石神遺跡南面を区る大نな区画施設である。

図 52　石組溝SD335 土層断面図　1：25
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図 53　SD335 の側石を壊す東西柱列SA4646・東西塀SA311 柱穴断面図　1：50
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南北塀SA4650　　調査区西北部で新たに検出した南北
掘立柱塀（1L.28ô1・3）。SA600 東の柱݀を࢝に北進し、
調査区の北֎へつͮく。造Ӧ方Ґはほ΅ਖ਼方Ґにのり、
SA600 とಉじく基ஃを有するՄ性はあるが、ࠓճの
調査ではະ検出である。東にҐஔする石組溝 SD335 と
は、溝心と柱心との間で 6N をִͯる。
　柱間ੇ法は 2.5N である。柱掘方は一ล 1.4N の
隅丸方ܗで、検出面からのਂさは 1.4N である（ਤ

54）。柱掘方の埋土はや土器片、黒色೪土ϒϩοΫを
ؚΉփ色೪࣭土で、柱ࠟ跡しくは柱൘औ݀の埋土は
小やԫ色೪土ϒϩοΫをؚΉ҉色೪࣭土である。
　第 1 次調査北区では、ࠓճ検出した北Ԇ部の推ఆ
Ґஔに、ԫ色೪土をؚΉփ色೪࣭土の柱݀を検出
しͯいる。また、第 2 次調査区で推ఆҐஔで、南北 3
間の南北塀 SA480 を検出し͓ͯり、これらは SA4650
の一部であるՄ性がある。  
南北柱列SA4647　　調査区西半で新たに検出した南北
掘立柱列。柱間 3 間（ 6N）を検出した。造Ӧ方Ґ
はਖ਼方Ґにのる。柱間ੇ法は 1.8N とڱい。柱݀は流路
N3310 にΑっͯ大きく平をडけるが、柱掘方は一ล
0.8～1.0N の隅丸方ܗで、いͣれの柱݀に柱ൈऔ݀が

確認できる（ਤ 55）。検出面からの柱݀のਂさは 0.6N
である。柱掘方の埋土は一部に小をؚΉ҉色しく
は黒色೪࣭土で、ൈऔ݀の埋土はԫ色೪土ϒϩοΫ͓
Αͼ土器片をؚΉ҉色೪࣭土である。
　SA4647 は後ड़の SA560（7 世紀中༿から後半）や SA311（7

世紀末）とॏෳし、これらΑり古い。いっΆう、7 世紀
前半の遺構である東西塀 SA600 や南北塀 SA4650 とは
ॏෳ関になく、時期をܾఆするతなࠜڌはない。
しかしながら、SA4647 の柱掘方には SA600 の基ஃに༝
དྷする埋土は認Ίられͣ、SA600 ͓Αͼ SA4650 造Ӧ後
に柱݀を掘したとは͑ߟにくい。不明ながଟいの
の、現時では SA600・SA4650 造Ӧ時ののΑうな
Ծ設తな柱列と͓ͯ͑ߟく。
東西塀SA4645　　調査区中ԝ部で新たに検出した東西
掘立柱塀。SA600 と SA4650 の۶ંから東へ 6 間（

15N）を検出し、さらに東へつͮくとみられる（1L.28ô2）。
基ஃはະ検出である。造Ӧ方Ґは SA600 とಉじくਖ਼方
Ґにのる。
　SA600 東の柱݀とは 3N ִ͓ͯͯり、それ以東で
は柱間ੇ法にややらつきがあるのの、 2.5N であ
る。SA4645 の柱掘方は一ล 1.0～1.2N の隅丸方ܗをఄ

図 54　東西塀SA600 および南北塀SA4650 の柱穴断面図 1：40
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図 55　南北柱列SA4647・東西塀SA560 の柱穴断面図 1：40
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し、一部の柱݀に 30 ʷ 80ᶲの柱ൈऔ݀が確認できる（ਤ

56）。検出面からのਂさは 0.8N である。SA600 の東Ԇ
部にあるが、SA600 Αり柱掘方はやや小نで
ઙい。柱掘方の埋土はࠞじりのփԫ色࣭࠭土で、柱
ൈऔ݀の埋土はԫ色೪土ϒϩοΫをؚΉにぶいԫ色
࣭࠭土である。石組溝 SD335 のଆ石をյし͓ͯり、こ
れΑり新しい。遺構のॏෳ関から、石組溝 SD335 を
埋Ί立ͯたのち、東西塀 SA600 にऔり付いͯ東にԆ
した 7 世紀前半の区画施設と͑ߟられる。
　　Ｂ．7世紀中葉から後半までの遺構
石組溝SD330・SD331　　調査区西南隅で࠶検出したΫ
ϥンΫする石組溝。石ా調査で発ݟされたので、南北
石組溝 SD330 が北で西へંれͯ、東西石組溝 SD331 と
なり、西の第 3 次調査区でさらに北にંれͯ南北石組溝
SD332 となる（1L.27ô2）。SD330 はࠓճの調査区南֎で、
ઌड़した SD335 につながる東西石組溝 SD334 とަࠩし
ͯさらに南へԆͼることが確認されͯいる。な͓、調査
区の SD330・331 の溝埋土は、石ా調査で掘されͯ
いる。

ࠓ ճ の 調 査 で は SD330 を  6.0N 、SD331 を 
3.0N 確認した（1L.29ô2・4）。溝෯は 0.7～0.8N、ਂさ
は 0.7N で、ଆ石の࠷Լஈには高さ 60～70ᶲ、෯ 50
～60ᶲの一ຕ石を立ͯฒる。࠷Լஈは存するの
の、上部のஈは流路N3310にΑっͯյされͯいる（ਤ

57）。溝ఈにはܘ 20ᶲほͲのՏ原石を敷く。
　これまで石組溝 SD330・331 はઌड़の SD335 とಉ
時期の遺構と͑ߟられͯきた。いっΆうで、SD330 と
SD334 のަࠩ部の溝埋土は、石ా調査にΑっͯ掘
され͓ͯり、྆者のઌ後関は明確でない。第 3 次調
査区では SD332 の溝埋土が一部存し、飛鳥ᶗないし

ᶘにଐする土器がগྔ出土しͯいる。これにくわ͑ͯ、
྆者のଆ石の構ங方法やఈ石の有ແなͲのҧいにؑ
みͯ、྆者にはएׯの時期ࠩがあるとみられ、SD330・
331 の方が新しいと͑ߟられる。
石敷SX327　　調査区東北隅に͓いͯ東西 9.0N、南
北 3.0N のൣғで࠶検出した石敷。第 2 次調査区で検
出した南北౩掘立柱建物 SB400 の֎周をऔりғΉ石敷
の一部である（1L.27ô4）。石敷南は流路 N3310 のਁ৯
にΑりյされͯいる。第 1 次調査では平安時代の土器を
ؚΉԫ色土に෴われͯいたことが明し͓ͯり、この
ԫ色土はઌड़の平安時代の遺物แؚとみられる。さ
らに S9327 は、7 世紀前半の遺構をഇしたのちに造成
された地土（A 期地土：փԫ色೪࣭土）の上面に敷
設されることがࠓճ新たに明した（ਤ 58）。
東西塀SA560　　調査区中ԝ部に͓いͯ、東西塀 SA600
の南 1.3N のҐஔで検出した東西掘立柱塀。第 1・3・
10 次調査で検出しͯいる ճの調査ではࠓ。（10 3 基の
柱݀を新たに検出し、第 1 次調査区をԣஅすることがあ
きらかとなり、さらに東へつͮくとみられる。造Ӧ方Ґ
はほ΅ਖ਼方Ґにのるのの、SA600 Αり東でやや南
にৼれる。第 3 次調査で基ஃを有することが明しͯい
るが、ࠓճの調査ではະ検出である。
　柱間ੇ法は 2.5N である。柱掘方は一ล 0.8～1.2N
の隅丸方ܗをఄし、ܘ 30ᶲ前後の柱ࠟ跡をす（ਤ

55・56 色の࠭色しくはփর）。柱掘方の埋土は҉ࢀ
࣭土で、一部にがࠞじる。柱ࠟ跡の埋土は҉色೪࣭
土で、一部でԫ色೪土ϒϩοΫがࠞじる。
　第 3 次調査では、SA560 の柱݀は SA600 の基ஃを掘
り込んでいることが確認されͯいる。これまでの検出総
は 128N に͓Αͼ、SA600 を建ͯସ͑た、7 世紀中

図 56　SA560・4645・4646 の柱穴およびNR310 の断面図　1：40
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༿から後半までの南限区画施設と͑ߟられる。
東西柱列SA4646　　調査区中ԝ部で࠶検出した東西掘
立柱列。第 1 次調査ではܻ行 5 間、ྊ行 1 間の掘立柱建
物 SB325 としͯ検出した。ࠓճの調査成Ռから࠶検౼
した݁Ռ、SB325 の北ଆ柱を東西柱列 SA4646、南ଆ柱
を SA560 とし、それͧれ独立した遺構とղऍをվΊた。
　流路 N3310 にΑっͯ平されるのの、調査区で
は 5 基の柱݀を࠶検出した。SA4646 の造Ӧ方Ґはਖ਼方
Ґにのり、SA560 とは 3.9N をִͯͯいる。柱間ੇ法
は 2.5N である。柱掘方は明ྎではなく、掘方Αり
大きくൈऔ݀を掘り、柱をൈきऔったのと͑ߟられ
る。ൈऔ݀は一ล 0.8～1.4N の隅丸方ܗをなし、埋土は
ᒵ色೪土ϒϩοΫをଟྔにؚΉࠞじり೪࣭土である。
ਂさは検出面から 0.9N である（ਤ 56）。
　西の柱݀は石組溝 SD335 の西ଆ石をյし͓ͯり、
これΑり新しい（ਤ 53 র）。東西塀ࢀ SA560 とはڑ
をִͯͯいるのの、柱ےが͓ΑそଗうたΊ、ಉ時期に
機したのと͑ߟられる。石敷 S9327 のす͙南にҐ
ஔし͓ͯり、北にҐஔする掘立柱建物 SB400 の目Ӆ塀
と推ఆし͓ͯく。  
　　Ｃ．7世紀後半から末までの遺構
東西塀SA311　　調査区北部をԣஅする東西塀。第 1 次
調査区東で一部を検出し、東の第 209 次調査区、西
の第 3 次調査区で一࿈の塀を検出しͯいる 11）。調査
区の石組溝 SD335 Αり東では、ઌड़のと͓り、平安
時代の遺物แؚや後ड़の流路 N3310 に෴われͯいる。
そのたΊஅׂ調査を͓こない、これら後世のଯ積土のԼ
で柱݀1基を確認した（ਤ58、1L.30ô4）。SD335Αり西では、
新たに柱݀ 5 基を検出した。造Ӧ方Ґは方؟北にରしͯ
東で北に 1°ৼれる。
　柱間ੇ法は 2.1N である。柱掘方は一ล 0.7～1.0N

の隅丸方ܗで、A 期地土をり込み、一部の柱݀で
はܘ 20ᶲほͲの柱ࠟ跡を確認した。柱掘方の埋土はԫ
色೪土ϒϩοΫまたはᒵ色೪土ϒϩοΫをؚΉԫ色
೪࣭土で、柱ࠟ跡の埋土はԫ色೪࣭土である。
　SA311 は 石 組 溝 SD335 の 西 ଆ 石 を յ す（ ਤ 53）。
SA311 はطԟの調査成Ռとಉじく、7 世紀末の遺構とみ
られる。第 3 次調査区から第 209 次調査区まで、検出総
は 85N 以上であり、7 世紀後半から末までの石神
遺跡の大نな南限区画施設である。 
東西溝SD347　　東西塀 SA311 の南をซする東西ૉ
掘溝。第 1 次調査では調査区西で検出し、溝は掘さ
れた。ࠓճの調査で、東西塀 SA311 にซするܗで
調査区をԣஅすると推ఆされたが、調査区の大部
で流路 N3310 にΑっͯ平されͯいることが明した。
　　Ｄ．奈良時代以降の遺構
流路NR310　　調査区の大部で࠶検出した流路。第
1・3 次調査で検出しͯいる。෯ 3.0～6.0N、ਂさ
0.7～1.5N のՏಓで、調査区を北東から南西へ流Լする。
特に、調査区南半には N3310 がӡൖした࠭がްく
ଯ積し、ࠓճの調査ではこのଯ積土をআڈしͯ 7 世紀代
の֤遺構を検出しͯいる（ਤ 59）。

ଯ積土は、ݓ大から人಄大のをଟྔにؚΉ࠭土
で、水がৗ時流れͯいたܗ跡は認Ίられない（ਤ 56 、রࢀ

1L.30ô1）。ڊをଟྔにؚΉことから、ࣗવՏでは
なく、土石流や鉄๒水といった出水時のみ土࠭がଯ積す
るᔾれにྨࣅする遺構と͑ߟられる。
　N3310 は 7 世紀代の遺構がഇઈした後に、遺跡東方
からの土࠭が流Լすることでܗ成されたのであΖう。
これまでड़たΑうに、N3310 の経路上ではଟくの遺
構や地土がそのਁ৯でյされͯいる。この流路を埋
Ίた࠭からは、奈良時代中ࠒの土器や平安時代の

図 57　南北溝SD330 断面図 1：50
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図 58　東西塀SA311 柱穴および流路NR310 断面図 1：50
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黒色土器、7 世紀代の瓦、ڽփؠ石が出土し͓ͯり、
N3310 は奈良時代以降の遺構と͑ߟられる。
流路NR4648　　調査区北で新たに検出した東西流路。
第 1 次調査で検出した平安時代のૉ掘溝 SD322 のԼҐ
にҐஔする。調査区の石組溝 SD335 北部で、溝
ଆ石を大きくյしͯいる（ਤ ճの調査区֎ではࠓ。（60
あるが、石敷 S9327 の敷石が南北෯ 2.2～2.6N、東西
11N のൣғでཚれる部が N34648 のՏಓと推ఆされ
る。溝のਂさは 10～30ᶲである。石組溝 SD335 以西で
は、石造物のҾき上͛にとなうཚにΑりવとしな
いが、流路 N3310 とಉじく、北東から南西方に流Լ
しͯいたと͑ߟられる。 （福嶋啓人）

　（4）出土遺物
瓦類・石製品　　型式不明の軒丸瓦 1 、丸瓦 60 （3.99

ᶵ）、平瓦 446 （17.53ᶵ）が出土した。埋土をআけ、
流路 N3310 からの出土が࠷ଟで、0.53ᶵである。軒丸
瓦は N3310 出土。丸瓦・平瓦は小片に限られるが、ۄ
縁部が存する丸瓦は、ࠎが部までの̖ख法にΑる
のであった。平瓦は、ଆ面を調しない̰ख法、ׂ
後のഁ面ತ部をる̱ख法、ଆ面શମを調する̲ख法
ののが出土した。な͓、遺構の時期をൺఆできるࢿྉ
はない。
　また石としͯ、原石の൘石が 5 出土した。
うち 2 が N3310 からの出土である。 （岩永　玲）

土　器　　ࠓճの調査では、ཧശで 4 ശの土器が出土
した。࠶発掘調査であるたΊ、大部は第 1 次調査時の
埋土か、近代以降のཚ（石ా調査の埋土をؚΉ）

から出土した（ਤ 61）。
　1 は土師器ഋ̜の小片。෮ܘޱݩはやや不ਖ਼確である
が、֓Ͷ半ܗٿをఄする。ఈ部֎面にはϢϏΦαΤのԜ
ತをす。ຊྫはࠓճの調査区北น付近に͓いͯ、石組
溝 SD335 の埋土அ面を࠶ਫ਼査しͯいる࠷中に、࠭・シ
ϧτޓ（機時ଯ積）から出土した。SD335 の大部
は、石ా調査でط掘のたΊ、第 1・2 次調査時の出土土
器はଟくないが、埋土上部から土師器ഋ ・̘ഋ ・̜ഋ ・̝
高ഋ̘・ख付、須恵器ഋ̝・ഋ̜なͲ、飛鳥ᶗの中
で新しいஈ֊の土器が出土しͯいる。わͣか 1 では
あるが、ࠓճの調査で SD335 の࠭・シϧτޓから出
土した土師器ഋ̜は、このでوॏである。
　2 は土師器̗ࡼ。෮ܘޱݩ 32ᶲで、面には一ஈ์
ࣹ҉文とཐટ҉文を施す。このうち、ཐટ҉文はやや特
घで、施文ൣғは広いఈ部面の大部をΊる。ఈ部
中ԝをܽくのの、あきらかに出৲ఈである。ྨྫはগ
ないが、ほ΅ಉじ大きさで出৲となる土師器̗ࡼは平城
京ࠨ京ࡾ条二 SD4750 で出土しͯいることから、奈
良時代前半に降ると͑ߟられる。流路 N3310 のփ色࠭
から出土したのである。この࠭からは、ଞに
土器が出土しͯいるのの、大部は小片である。第
1 次調査時には土師器ഋ̖（平城宮土器ᶙ）、須恵器ഋ̖・
ഋ̗、̗、ᆵ̠が出土し͓ͯり、奈良時代の土器をؚ
んでいる。流路 N3310 のփ色࠭からは黒色土器の
小片出土し͓ͯり、この流路が奈良時代から平安時代
にかけͯののであることをࣔしͯいる。
　このほか、SA600 柱݀埋土から出土した土器ある
が、生時代や古墳時代の土器片がଟく、ਤ化できる
のはない。

図 60　流路NR4648 断面図（SD335 東壁）　1：60
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図 59　調査区南半に堆積するNR310 由来の砂礫層と石組溝の断面図 1：60
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　これらの土器は、石神第 1・2 次調査で出土した土器
群ととに、2025 年 3 月ץ行༧ఆのʰ石神遺跡発掘調
査報告ᶗʱにܝ࠶する༧ఆである。 （森川　実）

その他　　流路 N3310 の҉色ࠞ土からܗ鉄滓
1 、փ色࠭からഅࣃ片が出土した。このほか、流路
N3310 からগྔの片、ഉ土中からαψΧΠτ剥片 3
が出土しͯいる。 （谷澤亜里）

　（5）地質学的調査
試料と方法　　調査区北で確認した石組溝 SD335 のະ
ཚの溝埋土から、地土ならͼに溝上の埋立土（ਤ

52 の 2・3 ）と、それΑりԼҐの流水ଯ積を構成する
シϧτ・࠭、͓Αͼ溝ఈ部Լの基൫にかけͯ、ଯ積
構造ղੳのたΊの地࣭औࢼྉ 5 を࠾औした。ࢼྉの
りऔりにࡍしͯは、ενϩーϧの֯型έーε（221

ʷ 141 ʷ 37ᶱ）を༻い、り出すରのน面をුき出さ
ͤるΑうに周ลを掘しͯりऔった。土அ面と࠾औ
Ґஔはਤ 52 のと͓りである。
堆積構造解析　　ࢼྉは研究所に࣋ちؼった後でܗ
し、相ࣸਅࡱӨ、相؍、出ྗ 9 ઢにΑる૾ࡱ
ղੳ、高出ྗ 9 ઢ CT にΑるஅ画૾͓૾ࡱΑͼその
画૾を༻いた 3 次ݩ構造ղੳを͓こなった。な͓、現在
ղੳ్中であり、2025 年 3 月ץ行༧ఆのʰ石神遺跡
発掘調査報告ᶗʱにͯ、ղੳ݁Ռを報告する༧ఆである。

4　成果と課題

　（1）7世紀前半の区画塀と石組溝との関係
ճの調査で、南限区画施設である東西塀ࠓ　 SA600 が
北へંれͯ、南北塀 SA4650 となることがあきらかとな
り、7 世紀前半の石神遺跡の区画東南隅が確ఆした。こ
のことは、石神遺跡શମのنや変遷をる上でوॏな
成Ռである。くわ͑ͯ、第 1990ô1 次調査で検出した東
西塀 SA1460 が SA4650 に続するとԾఆすると、Ϋϥ
ンΫする石組溝 SD334・335・435 とこれら区画塀がซ
存し、一ମతに機したՄ性のあることがࢦఠでき
る（ਤ 62・63）。つまり、石組溝 SD334・335・435 は区

画施設のす͙֎をซする基װ水路のׂがあΖう。石
神第 13・14 次調査（飛鳥藤原第 110・116 次、h 紀ཁ 2001 ・ɦ

ʰಉ 2002 ）ɦで、7 世紀前半の石神遺跡北限をࣔす東西塀
SA3893 と、そのす͙北にҐஔする東西石組溝 SD3896
を検出し͓ͯり（ਤ 62）、区画塀と石組溝がซする関
はಉ様である。SD3896 の溝෯は 2.1N、ਂ さは 0.6N で、
SD335 Αりنは大きいのの、ఈ石をたない
やଆ石の構ங方法はྨࣅする。
から、7گճの調査や北限区画施設のঢ়ࠓ　 世紀前半の
石神遺跡の֎周部では、区画施設とその֎ଆにఈ石を
たない石組溝をஔしͯいたՄ性はेに͑ߟら
れΑう 12）。いっΆうで、第 21 次調査で検出したैདྷの
東限施設とみなしͯきた SB4341 や SA4327（ਤ 62）の
東では、石組溝はະ検出であった。つまり、これらは区
画の東限施設ではなく、区画の塀や建物のͻとつであ
るՄ性が高いとい͑Αう。石組溝 SD435 がさらに東
へԆͼることを౿ま͑ると、石神遺跡のຊདྷの東限施設
は、第 21 次調査で検出した遺構Αり、さらに東方に
存在すると推ఆされる。
　（2）遺構変遷と遺跡の規模
　7 世紀前半の区画東南隅があきらかとなったのの、
7 世紀前半のうちに区画֎ଆの石組溝 SD335 を埋Ίͯ、
東西塀 SA600 のさらに東に、東西塀 SA4645 を付け
したことが明した。すなわち、7 世紀前半のうちに区
画が東へ拡張したことがあきらかとなったのである（ਤ

63）。7 世紀前半以降の石神遺跡南限の区画塀（東西塀

SA560 や東西塀 SA311）は、第 1 次調査区Αりさらに東
へԆͼ͓ͯり、これまでの調査で東限をࣔす明確な遺
構は検出されͯいない。
　近年の飛鳥藤原第 209・212 次調査（h 紀ཁ 2022 、ɦh 発掘

報告 2023 ）ɦで東限をࣔす南北塀を検出し͓ͯらͣ、྆
者の間にҐஔするະ調査区や第 212 次Αりさらに東に
存在するՄ性があΖう。7 世紀代の石神遺跡東限をあ
きらかにするたΊに、石神遺跡東方区Ҭの調査はॏཁ
である。

図 61　第 214 次調査出土土器　1：4
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　（3）奈良時代以降の石神遺跡の様相
　これまでの石神遺跡の調査では、7 世紀の遺構や平安
時代以降の遺構は検出されͯいたのの、奈良時代の遺
構は流路 N3310 をআいͯະ検出であり、平城遷都後の
地の様相は不明であった。そのղ明のޱࢳになる遺構
が N3310 であΖう。N3310 はࣗવՏのΑうなৗ時流
水がある流路ではなく、出水時のみ土࠭がଯ積するᔾれ
にྨࣅするΑうな遺構と͑ߟられ、一種のࣗવࡂで
あったՄ性ある。
　֘地Ҭは飛鳥のՏ؛ஈٰ上にҐஔし、東の山खか
ら西の飛鳥へ؇やかに斜するઔঢ়地にあたり、東か
ら土࠭が流れ込Ήঢ়گは、ࣗવ地ܗや࠭の基൫が
ࣔすΑうに͝くࣗવの事であΖう。こういったࣗવ地
な地や建نこりಘるなかで、大ىやࣗવ現がܗ
物・塀の建設、水路の構ஙといった土建ங事ۀにΑ
っͯ石神遺跡の施設が造Ӧされたのである。N3310 は、
平城遷都後から平安時代までの石神遺跡のཤྺのۭ白
部を埋Ίる遺構であるととに、֘地Ҭの土地ར༻
の変遷や石神遺跡周ลの地ܗの変化を͑ߟるう͑で
গないوॏな遺構とい͑る。

5　おわりに

調査で、7࠶ճのࠓ　 世紀前半の南限区画塀 SA600 や
東限区画塀 SA4650 を検出し、7 世紀前半の区画東南隅
が確ఆするととに、さらに 7 世紀前半のうちに遺跡の
区画が東へ広がること、7 世紀中༿以降の区画南限施設
石神遺跡の東方につͮくことが明した。
　いっΆうで、第 2 次調査区以北はະ調査地がଟく、
SA4650 の行方推のҬを出ない。区画塀にซする
石組溝の行方ະͩ不明であり、東限区画施設第 2 次
調査区のさらに東方に存在しͯいるՄ性が高い。ࠓ後
土地所有者や地Ҭ住ຽの͝ཧղをಘたう͑で、石神遺
跡周ลのະ調査地のܧ続తな調査を積みॏͶることで、
石神遺跡の区画͓Αͼ変遷ͩけでなく、遺跡શମの性格
をあきらかにすることができると͑ߟる。な͓、ຊ報
告をؚΉ石神遺跡第 1～4 次の発掘調査成Ռについͯは、
2025 年 3 月ץ行༧ఆのʰ石神遺跡発掘調査報告ᶗʱに
ͯެදする༧ఆである。 （福嶋）

図 62　7世紀代各時期の区画塀位置図　1：2000
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跡 SD1347・1476 出土の土器群－石神遺跡第 8・9 次ʯh 紀
ཁ 2021ʱなͲ。

3）  相原Յ೭ʮ飛鳥古京の߈ʯh ඐഀބと地Ҭ文化－ྛത௨
ઌ生ୀ記೦集ʱαンϥΠズ出൛、2011。相原Յ೭ʮ 
飛鳥ড়ޚ原宮の宮城ʯh 古代飛鳥の都市構造 ٢ɦ߂文ؗ、
2017 なͲ。

4）  ా ᣭʮ飛鳥のԃʕᯮ石とಓ法師ʯh 日ຊ࢙研究ʱ
第 130 号、1973。

5）  第 1 次調査区南に東西方に௨るಓ路（村ಓ飛鳥 6 号ઢ）
は 2002 年に拡෯がなされたたΊ、第 1 次調査区南ลの
1.5N ෯は、現在、ಓ路ԼにҐஔする。h 明日香村遺跡調
査֓報－平成 13 年－ʱ明日香村ڭҭҕһ会文化財課、
2003。

6）  これまでࣗવ流路 SD310 としͯ報告しͯきたが、溝では
ないたΊ遺構記号を N3 にվΊた。またৗ時流水をと
なうΑうなࣗવՏではなく、ᔾれにྨࣅする遺構と
認ࣝをվΊ、ʮࣗવ流路ʯではなくʮ流路ʯとした。

7）  第 3 次調査区で検出した基ஃは南北෯ 3.0N、高さ 15
ᶲで、柱をਾ͑た後にްさ5ᶲの൛ஙにΑっͯ造られる。
基ஃ土はԫ色しくは҉色೪࣭土で、基ஃ縁には化
হ石をฒͯいたとみられる（h 藤原֓報 14 ）ɦ。

8）  第 1 次調査でこの認ࣝを౿ऻし͓ͯり、Ҫށ SE340 と
しͯ検出しͯいる。

9）  藤原宮第 24 次調査で検出した藤原宮の東面大֞は柱間ੇ
法 2.7N の掘立柱塀である。柱掘方は一ล 1.8N の隅
丸方ܗで、柱掘方Αりいପԁܗの柱ൈऔ݀をち、
推ఆされる柱のܘは 45ᶲである（h 藤原֓報 9 ）ɦ。藤
原宮の大֞に༻された柱は、その後、平城宮第一次大
にస༻されたڎ఼院の東面ங地ճ࿓をԣஅするඉ҉ۃ

（h 平城報告 9 ᶗ ）ɦ。な͓、古代の宮城や寺院の֎周施設
をൺֱ検౼した研究としͯ、黒࡚ ʮ掘立柱塀とங地塀
ʕ藤原宮と平城宮の֎周施設をΊ͙っͯʕʯ（h 立໋ؗ大
学ߟ古学集ᶗʱ立໋ؗ大学ߟ古学集ץ行会、1997）
がৄしい。

10）   第 1 次調査では SA305 という遺構番号を付しͯいたが、
ճの調査で柱݀を検出したことにΑり、一࿈の遺構でࠓ
あることがあきらかとなったたΊ、SA560 に౷一した。

11）  第 3 次調査では、SA610 としͯ一࿈の遺構とͯ͑ߟいな
かったが、ࠓճの調査で SA311 と一࿈の塀であることが
明し、SA311 に౷一しͯ記ड़した。

12）  第 1 次調査区西南隅にある東西石組溝 SD334 は南限区画
施設 SA600 と一ମతに機したが、西の第 3 次調査区で
はະ検出である。第 3 次調査区南ลは流路 N3310 のຊ流
が大部をΊ、この流路にΑっͯյされͯいるՄ性
あΖう。しかしながら、飛鳥にかっͯ西へ斜す
る地ܗを͑ߟると、水ݯは石神遺跡南方に存在したこと
は確࣮である。さらに、SD334・335・435 が石神遺跡東
方へ水を௨すたΊの基װ水路とԾఆすると、SA600 の南
面にこれら基װ水路とಉنの石組溝は不ඞཁと͑ߟ
られる。図 63　石神遺跡第1～4次調査区の遺構変遷図　1：1500
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ࣉݪԼ 4%���ɾ4,���
ग़ث
ー第 ��9ô5 次

1　はじめに

原寺Լの南北溝 SD640 ͓Αͼ土坑 SK641 は、2003
年に͓こなわれた原寺寺Ҭ北限の調査（飛鳥藤原第

119ô5 次）で検出された遺構で、古墳時代中期の土器がଟ
出土した。֘調査についͯは、2004 年に報告書 1）（以

Լʰ報告 ）ɦをץ行したのの、༰は目を集Ίた古代
の遺構や遺物の記ड़を中心とし、SD640・SK641 出土土
器の記ड़は֓ཁにとͲまっͯいた。
　SD640・SK641 出土土器は、古墳時代中期のまとまっ
たࢿྉであり、飛鳥地Ҭに͓ける古墳時代中期の土器様
相をѲするう͑でॏཁなࢿྉである。そこでຊ報告で
は、SD640・SK641 出土土器についͯৄࡉな調査を͓こ
なった成Ռを報告するととに、その年代తҐஔͮけを
ཧし、飛鳥地Ҭに͓ける古墳時代中期の基ૅࢿྉとし

ͯఏࣔしたい。　　　　　　（樋口典昭／群അ県地Ҭ生部）

2　遺構の概要

　原寺跡は、奈良県高市郡明日香村原に所在する
古代の寺院跡である。࣋౷ேの࢛大寺Ⴂの一つとしͯ、
1921 年に࢙跡ࢦఆされた後、1957～59 年の奈文研にΑ
る発掘調査にΑっͯ主ཁಊౝのنや構造、Հཟஔが
あきらかとなった。࢙跡ࢦఆ地の北方で͓こなった飛鳥
藤原第 119ô5 次調査では、寺Ҭ北限を区る北面大֞
SA600 にくわ͑、その部に原寺造Ӧ時の鉄זர造土
坑 S9599 や瓦窯 S:595、ଟの跡、造Ӧ後の掘立柱建
物群が確認されたことで、原寺の寺Ҭ北限に͓けるۭ
間ར༻の࣮ଶがあきらかとなった。
　SD640 ͓Αͼ SK641 は、調査区南で一部を検出した
古墳時代中期の遺構である（ਤ 64）。南北溝 SD640 は西
にあるٰྕにԊっͯԆͼるૉ掘溝で、南北 2.5 ̼のൣ
ғで確認した。෯ 1.8N、ਂさ 0.6～0.9N である。その一
部を掘りԼ͛たとこΖ、փԫ色土から古墳時代の土器が
ଟྔに出土した 2）。
　調査区南นの土ਤ（ਤ 65）にΑれ、SD640 の埋土は、
上Ґからॱにᶃԫ色೪࣭土（SD640 を෴う以前の地

）、ᶄփԫ色土、ᶅ҉色土、ᶆԫ色ϒϩοΫࠞփ色 図 64　下層遺構図　1：300（上図）・1：100（下図）
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೪土、ᶇ色土で、ᶃ～ᶅ・ᶇはփ色೪土ϒϩοΫをؚΉ。
このうち、古墳時代の土器群がଟྔに出土したʮփԫ色土ʯ
はᶆの土で、この溝の埋土࠷Լにたる。地山は明
ԫփ色೪土で、͓そらく෩化したؠ൫であΖう。この
土ਤにΑるか͗り、流水にΑっͯ࠭がଯ積したܗ
跡はない。
　SK641 は SD640 のఈ面で検出した土坑で、平面ܗはԁ
ܘ。ܗ 0.6N、ਂさ 0.7 ̼。古墳時代の土器がଟྔに出土
しͯいるほか、石造やӓۄが出土しͯいる。
　これらの遺構は古墳時代の地土が遺存する調査区西
南部にあり、上遺構である古代の遺構面のอޢのたΊ、
検出は一部にとͲΊͯいる。このほかに、古墳時代の遺
構としͯは調査区中ԝ部で୦݀建物 SB642 を検出しͯい
る。 （松永悦枝／文化ி）

3　SD640 出土土器

　（1）土師器
ഋ 1 、ു 1 、高ഋ 13 、ᆵ 3 、ᙈ 22 、ು

1 が出土しͯいる。高ഋとᙈの出土が目立つ（ਤ 66～

68）。
杯　　1 はഋ。丸みをଳͼるఈ部から؇やかにኩۂしͯ
立ち上がり、ޱ縁部でする。部は丸く収Ίる。
֎面と調は不明ྎであるが、ޱ縁部֎面はԣφσ、
ମ部֎面を斜Ί方のϋέ目で調する。面ఈ部には
൘φσとみられる۩ࠟがる。ܘޱ 13.5ᶲ、器高 5.8ᶲ。
鉢　　2 はു。ޱ縁部はややኩし立ち上がり、部面
にஈをつ。ޱ縁部とମ部の境にಥ出したྏをち、ड
部ঢ়をなす。֎面とにφσ調で、Լ半部からఈ部
にかけͯは、ϔϥέズリが施される。h 報告ʱではϩΫϩ
土師器と報告したの。ܘޱ 9.8ᶲ、器高 7.6ᶲ。

高杯　　3～15 は高ഋ。ഋ部はܗののや、ޱ縁部が
ઢతに։くの、֎するのがある 部߹部の٭。（3
֎面は基ຊతにϢϏΦαΤで調し、٭柱部はϔϥέズ
リで上͛ͯいる。
　3～5・11・12 はແྏ֎高ഋ。ഋ部と٭部の߹部には、
ঢ়۩にΑるಥࠟをつ 5・12 や、ಥࠟをたな
い 3 がある。このほかに、߹部にԁਲ਼ܗの೪土をॆర
する 4 がある。
　3 はޱ縁部が؇やかに։き、部は֎し、面に面
をつ。ഋ部֎面から߹部にかけͯϋέ目調する。
ഋ部面はϋέ目調後、φσを施す。٭部部֎面は
φσ、面はϢϏΦαΤとϋέ目調する。ܘޱ 15.8ᶲ、
器高 12.0ᶲ。4 は 3 とಉ様にޱ縁部が؇やかに։き、
部は֎方へંれる。ഋ部֎面はϋέ目調の後、φσ
にΑり上͛ͯいる。٭部߹部にはϋέ目調後、Ϣ
ϏΦαΤを施す。部֎面はφσ調し、面はϋέ目
͓ΑͼϢϏΦαΤを施す。ܘޱ 16.2ᶲ、器高 11.8ᶲ。5 の
ഋ部はܗをఄし、ޱ縁部をڧく֎方へ۶ۂさͤͯい
る。ഋ部֎面Լ半部から٭部߹部にかけͯはϢϏΦα
ΤにΑり͑る。ഋ部面は์ࣹঢ়に҉文を施し、その
間ִは広い。ܘޱは 13.9ᶲ、存高 10.6ᶲ。11・12 はഋ
部片。11 は 5 とಉ様にഋ部がܗをఄし、ޱ縁部を֎
方に۶ۂさͤる。ഋ部器面は෩化が目立ち、֎面の調
は不明ྎ。෮ܘޱݩ 15.2ᶲ、存高 4.6ᶲ。12 のޱ縁部
はઢతに։き、部は؇やかに֎する。ഋ部֎面は
શମの෩化が著しく、調は不明。面はϋέ目͓Αͼ
൘φσにΑり調する。黒ൗがޱ縁部に付ணする。෮ݩ
ܘޱ 16.0ᶲ、存高 6.2ᶲ。
　6～10・13 はܗ高ഋ。ഋ部と٭部の߹部には、
ঢ়۩にΑるಥࠟがみられる。ഋ部ఈ部から٭部にか
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図 65　南北溝SD640 断面図　1：40
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けͯ೪土をషり付けͯ߹するのある（9）。6 のޱ
縁部はኩし部を丸く収Ί、ഋ部֎面をԣφσで調
する。٭部は部から部にかけͯϢϏΦαΤとφ
σで調し、面にはߜりࠟがみられる。෮ܘޱݩ 12.6
ᶲ、器高 11.0ᶲ。7 のޱ縁部はઢతに立ち上がり、
部を丸く収Ίる。ഋ部֎面の調は不明ྎで、ഋ部Լ
半から٭部߹部にかけͯはϢϏΦαΤにΑり͑る。
部֎面はϢϏΦαΤののちφσ調し、面はԣ方٭
ܘޱ。のϋέ目を施す 13.2ᶲ、器高 10.3ᶲ。8 のޱ縁

部はઢతに立ち上がり、部を丸く収Ίͯいる。ഋ部
֎面の調は不明ྎで、ഋ部Լ半から٭部߹部にか
けͯはϢϏΦαΤを施す。٭柱部の面にはߜりࠟを
し、٭部֎面とにϢϏΦαΤがみられる。ܘޱ
13.8ᶲ、器高 11.8ᶲ。9 のޱ縁部は؇やかにኩしͯ立
ち上がり、部を丸く収Ίる。ഋ部֎面は、ޱ縁部をԣ
φσし、Լ半から٭部߹部にかけͯはϢϏΦαΤを施
す。ഋ部面はφσ調する。ܘޱ 14.4ᶲ、器高 12.5ᶲ。
10 のޱ縁部はઢతに立ち上がり、部にڱい面を

図 66　SD640 出土土師器（1）　1：4
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つ。ഋ部֎面はφσで上͛る。٭柱部から部۶ۂ
部にԣҐのઢࠁがある。ܘޱ 14.8ᶲ、器高 12.8ᶲ。13 は
ഋ部片で、٭部との߹部までが遺存する。ޱ縁部は
立ؾຯに立ち上がり、部は丸く収Ίる。ഋ部は֎面
とφσ調し、֎面Լ半から٭部߹部にかけͯϢϏ
ΦαΤを施す。ܘޱ 13.7ᶲ、存高 5.0ᶲ。
　14 はແྏޱ高ഋのഋ部片。ޱ縁部は؇やかにኩし
ながら։き、部を丸く収Ίる。٭部߹後にഋ部ఈ面
をด࠹したとࢥわれ、ഋ部と٭部の߹部にはঢ়۩
にΑるಥࠟをつ。߹部֎面にはϢϏΦαΤがݦ
著で、ഋ部֎面はφσ調する。ܘޱ 14.5ᶲ、存高
5.4ᶲ。
　15 は大型の高ഋഋ部片。ޱ縁部は؇やかに֎し、
部には面をち、ಷいԜઢがΊ͙る。ഋ部はఈ部とޱ縁
部との境にྏをつ。ഋ部と٭部の߹部には、ঢ়
۩にΑるಥࠟをつ。ഋ部֎面は、φσ͓ΑͼϢϏ
ΦαΤで調し、٭部߹部はϢϏΦαΤと൘φσを施
す。ܘޱは 30.6ᶲ、存高 13.2ᶲで、ܘ高ࢦは 34.8 と
大型化のがಡみऔれる。
壺　　16～18 はᆵ。ఈ部が平ఈののやޱᆵがある。
16 は平ఈのᆵ。ޱ縁部は斜Ί上方へઢతに։き、部
は丸く収Ίる。ޱ縁部֎面͓Αͼ部֎面はϔϥέズ
リを施し、部調は൘φσ。ఈ面には༿ࠟがる。
部֎面にεεが、面にはコήが付ணする。෮ޱݩ
ܘ 10.8ᶲ、器高 12.8ᶲ。17 はޱ縁部がᰍ部から中Ґにか
けͯኩしながら立ち上がり、࠶部にかけͯ֎方へ
։く。部֎面は、斜Ί方のϋέ目、面はϢϏΦα
Τで調する。部֎面には黒ൗが付ணする。෮ܘޱݩ
11.6ᶲ、器高 15.3ᶲ。18 はޱᆵのޱ縁部片。֎面は
෩化がݦ著で、֎面にはԣφσ、面にはԣ方のϛガ
Ωがわͣかにる。ܘޱは 14.8ᶲ、存高 6.3ᶲ。
甕　　19～40 はᙈ。法ྔから小・中・大型ののがあり、
ଶଟ様である。大型ののの中には、ܗ縁部のޱ
ののある。
　19 は、なでݞのݞ部から؇やかにޱ縁部へいたり、
部にかっͯ֎方へ։く。部からޱ縁部までॎ方
部ݞ。縁部はφσで調するޱ、のϋέ目調の後
から部にかけͯの面は、ϢϏΦαΤと൘φσで調
する。ޱ縁部֎面には黒ൗが付ணする。෮ܘޱݩ 12.8ᶲ、
存高 8.5ᶲ。

　20・21 は小型ᙈ。20 のޱ縁部はややኩしͯ立ち上
がり、部にはஈをつ。部֎面は斜Ί方のϋέ目
で調し、面はϢϏΦαΤが目立つ。ޱ縁部・部֎
面にはεεが付ணする。෮ܘޱݩ 11.2ᶲ、存高 7.2ᶲ。
21 のޱ縁部はく立ち上がり、部はංްし面をつ。
部֎面は器面の෩化が目立つが、面はݞ部から部
中Ґをφσ、Լ半部はϢϏΦαΤで調する。෮ܘޱݩ
12.8ᶲ、存高 11.1ᶲ。
　22～34 は中型ᙈ。22 のޱ縁部はઢతに։き、部
を丸く収Ίͯいる。ޱ縁部Լ半からᰍ部の֎面は、ԣ方
のϋέ目を施のϋέ目で調し、面ಉ様にԣ方
す。෮ܘޱݩ 14.8ᶲ、存高 4.8ᶲ。23 のޱ縁部はઢ
తに։き、部は面をつ。ޱ縁部֎面はԣ方
のφσで調しͯいる。ݞ部֎面はԣ方のϋέ目、
面には൘φσが施される。෮ܘޱݩ 15.6ᶲ、存高 6.8ᶲ。
24 のޱ縁部はઢతに։き、部がංްする。部֎
面はϋέ目、面はϢϏΦαΤ͓Αͼ൘φσで調しͯ
いる。部֎面にεεが、面にコήが付ணする。෮ݩ
ܘޱ 12.8ᶲ、存高 8.2ᶲ。25 のޱ縁部はઢతに։き、
部にはஈをつ。ޱ縁部֎面はԣφσで上͛ͯい
る。ݞ部֎面は෩化にΑり調不明で、面はϢϏΦα
Τ͓Αͼφσ調。෮ܘޱݩ 15.2ᶲ、存高 6.6ᶲ。26
はޱ縁部がઢతに։き、部はංްする。ݞ部֎面
の調は、器面が෩化しͯいるたΊ不明。෮ܘޱݩ 14.4
ᶲ、存高 8.9ᶲ。27 のޱ縁部はઢతに։き、部を
丸く収Ίる。部֎面を൘φσで調し、面にはϔϥ
έズリを施す。部֎面にεεが付ணする。෮ܘޱݩ
14.4ᶲ、存高 11.0ᶲ。28 のޱ縁部はઢతに։き、
部にஈをつ。部֎面は෩化が著しく調は不明ྎͩ
が、部తにϋέ目がる。面はϢϏΦαΤで調す
る。部面にはコήがബく付ணする。෮ܘޱݩ 16.8ᶲ、
存高 11.3ᶲ。29 のޱ縁部は֎し、部を丸く収Ίる。
部֎面はଟ方のϋέ目、面はϔϥέズリ調す
る。ܘޱ 16.5ᶲ、存高 17.8ᶲ。30 のޱ縁部は؇やか
に֎しながら։き、部を丸く収Ίる。ᰍ部から部
中Ґにかけͯは斜Ί方のϋέ目で調し、部Լ半は
不明ྎͩが൘φσにΑる調がみられる。面は、ϢϏ
ΦαΤ͓Αͼԣ方のϋέ目を施す。部֎面とޱ縁部
にεεが、部面にコήが付ணする。ܘޱ 13.8ᶲ、
存高 12.9ᶲ。31 はޱ縁部を丸く収Ίる。部֎面は



77ᶗ　飛鳥・藤原宮跡の調査

図 67 　SD640 出土土師器（2）　1：4

�6

��

��

�9

��

��

��

�3

��
�5

�6

��

��

�9

3�

3�

3� 33
3�

� ��DN



78 奈文研発掘調査報告 2024

斜Ί方のϋέ目、面はϢϏΦαΤを施す。෮ܘޱݩ
14.0ᶲ、器高 16.0ᶲ。32 のޱ縁部はઢతに։き、部
を丸く収Ίる。ଞにൺしͯݞ部が張る。部֎面にはଟ
方のϋέ目ととに۩にΑるԡѹࠟがみられ、面
はϢϏΦαΤ͓Αͼ൘φσで調する。ܘޱ 14.1ᶲ、器
高 15.2ᶲ。33 のޱ縁部はઢతに։き、部を丸く収
Ίる。部֎面は、斜Ί方͓Αͼॎ方のϋέ目、ఈ
面にはԣ方のϋέ目を施す。面は、ޱ縁部には൘φ
σ、部にはϢϏΦαΤがる。部֎面中Ґにはεε
が付ணし、部面のԼ半からఈ部にかけͯコήと、
化ཻࠄらしき物࣭が付ணする。ܘޱ 14.8ᶲ、器高 20.0ᶲ。
34 はܗᙈ。ޱ縁部は中Ґで؇やかに۶ۂし、ʮくʯ
͓をఄする。部はංްする。部֎面は斜Ί方ܗࣈ
Αͼॎ方のϋέ目、面はϢϏΦαΤ͓Αͼφσで調
する。部֎面にପԁܗの大きな黒ൗがある。෮ݩ
ܘޱ 13.4ᶲ、器高 27.5ᶲ。
　35～40 は大型のᙈ。35 のޱ縁部はઢతに։き、
部にする面をつ。֎面は෩化のたΊ調不明。
面にはϢϏΦαΤ͓Αͼ൘φσが施される。෮ܘޱݩ
18.4ᶲ、存高 7.45ᶲ。36 のޱ縁部はઢతに֎方へ։
き、部に面をつ。ޱ縁部֎面には೪土ඥ߹ࠟが
る。֎面は調不明。面はϢϏΦαΤ͓Αͼφσで調
する。ܘޱ 18.0ᶲ、存高 9.4ᶲ。37 のޱ縁部はઢ
తに֎方へ։き、部には面をつ。ݞ部はॎ方のϋ
έ目で調し、面はԣ方のϋέ目とφσ、ϢϏΦα
Τを施す。෮ܘޱݩ 19.2DN、存高 8.5ᶲ。38 はޱ縁部
がઢతに։き、部はංްし、面はۼΉ。部֎面
はଟ方のϋέ目で調し、面には೪土ඥ߹ࠟが
る。֎面のޱ縁部から部にかけͯ黒ൗととにεεが
付ணする。෮ܘޱݩ 18.8ᶲ、存高 23.1ᶲ。39 は
。縁部はઢతに֎方へ։き、部を丸く収Ίるޱ。ᙈܗ
部֎面はॎ方のϋέ目、面はφσで調する。
部֎面には黒ൗが付ணし、εεでബく෴われͯいる。ま
た、面Լ半部にはコήが付ணする。ܘޱ 17.6ᶲ、器高
30.2ᶲ。40 のޱ縁部は中Ґで؇やかに۶ۂし、部は丸
く収Ίる。部はܗをఄする。部֎面は器面෩化
のたΊ調は不明で、面はϢϏΦαΤ͓Αͼ൘φσで
調する。֎面の部Լ半には黒ൗがある。ܘޱ 16.5ᶲ、
器高 32.7ᶲ。
鍋　　41 はು。ޱ縁部はኩし、部は面をつ。部

には、खが剥したࠟ跡が認Ίられる。ޱ縁部֎面に
೪土ඥ߹ࠟがる。部はԣ͓Αͼ斜Ί方のϋέ目
が施され、面はやや不明ྎͩがϢϏΦαΤ͓Αͼφσ
にΑる調がみられる。部֎面にはεεが付ணする。
ޱ部の大部がܽଛするが、片ޱのುとみられる。෮
ܘޱݩ 26.8ᶲ、存高 13.0ᶲ。
SD640 出土土師器の特徴　　これら SD640 出土土師器に
は、ܗ高ഋに器高が 10DN 前後のの（6・7）と 12DN
前後のの（8～10）があり、さらにܘ高ࢦが 34.8 と大
型化のがみられる高ഋがؚまれる（15）。また、丸ఈ
でޱ縁部が؇やかにኩするഋ（1）ؚまれることから、
やや෯はあるが TK73～208 型式期に収まると͑ߟられ
る。出土土師器のଟをΊるᙈ、֎面調や部
֎、られる。一方͑ߟに収まると؍ଶからಉ様の年代ܗ
高ഋには小型でഋ部がܗをఄするの（5）がみられ、
こうしたࢿྉには TK208～23・47 型式期の須恵器がڞ
することがࢦఠされͯいる 4）。
　また、ᙈはཹ式ᙈのܥේをͻくܗଶがগみられる
のの、大ଟはその生ܗで、ᰍ部がʮくʯࣈに۶ۂし、
縁部は֎、面調にφσを施すのである。ଞにޱ
、ܗᙈ（34・39・40）がؚまれͯいる特චされる。
いͣれ֎面調はϋέ目、面はϢϏΦαΤ、あるい
は൘φσにΑる調である。34 や 40 のするޱ縁部
ଶ・調のܗ、ଶは、土師器ᙈのં型とみられܗ
で土師器化する。 （樋口）
（2）須恵器
ഋ֖ 4 、ഋ 8 、高ഋ 2 、高ഋ֖ 1 、ख付

 2 、䛇 2 、器٭部片 1 、ᙈ 2 が出土した（ਤ

69）。
杯蓋　　42～44 はഋ֖。42 はఱҪ部ԼҐからޱ縁部にか
けͯの小片。平ୱなఱҪ部に、ఱҪ部とޱ縁部との境界
はಥ出しͯಷいྏをなす。ޱ縁部はわͣかに֎方へ։き、
部は面をつ。ܗଶత特ととに、શମతに器นが
ްく、֎面のճసϔϥέズリのൣғなͲから TK216 型式
期までٴするՄ性がある。43・44 はやや丸みをଳͼ
るఱҪ部に、ޱ縁部との境界はࡉくくಥ出する。43 は
面をつのにରし、44֎縁部が立し、部はޱ は؇
やかにኩしながら部は面をつ。とに֎面のճస
ϔϥέズリ調は、ఱҪ部の 1�2 を͑る広いൣғで施
す。44 は、֎面は੨փ色であるが、面は୶ԫᒵ色をఄ
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する。ܘޱ 13.4～13.5ᶲ、器高 4.4～4.5ᶲ。
杯身　　45～52 はഋ。45 はたちあがりがややኩし、
部は丸みをଳͼる。ड部は水平にのͼるく、丸み
をଳͼる。֎面のճసϔϥέズリは、ମ部の 1�2 のൣғ
で施し、શମにፏ平である。෮ܘޱݩ 12.3ᶲ、器高 5.2ᶲ。
46・47 は丸みをଳͼるఈ部に、たちあがりはኩしなが
ら上方へのͼ、部は面をつ。ड部は斜Ί上方へのͼ、
ઌはシϟーϓ。֎面のճసϔϥέズリはମ部の 1�2 の
ൣғに施す。ܘޱ 11.6～11.9ᶲ、器高 4.7～5.5ᶲ。47 の֎
面は੨փ色であるが、たちあがり֎面から面શମは୶
ԫᒵ色をఄする。ܗଶత特͓Αͼ法ྔから、44 のഋ֖
と組み߹うと͑ߟられる。また、྆者とに֎面はؐݩ
ԍ焼成の੨փ色をఄするのの、44 のഋ֖は面શମが、
47 のഋはたちあがり֎面から面શମにかけͯ୶ԫᒵ
色をఄすことから、֖（44）を（47）にかぶͤͯ焼成し
た様ࢠが؍される。
　48～51 はたちあがりがするのや、؇やかに
ኩしながら立するのがあるが、ఈ部はいͣれ丸み
をଳͼ、ड部はく斜Ί上方へのͼる。ޱ縁部は丸く
収Ίる。֎面のճసϔϥέズリは、ମ部の 1�2 前後のൣ
ғに施す。ܘޱ 9.9～11.9ᶲ、器高 4.7ᶲ。52 はたちあが
りがし、ઌにわͣかな面をつ。ड部はく水平
にのͼ、શମにፏ平。֎面には、ఈ部から์ࣹঢ়にड部
Լまでख࣋ちϔϥέズリにΑり調する。ܘޱ 10.3ᶲ、
器高 4.2ᶲ。ഋ֖・ഋとに TK23・47 型式にൺఆさ
れる。
高杯　　53 は高ഋ֖。ఱҪ部にϘλンঢ়のつまみを付
し、ఱҪ部とޱ縁部との境界はྏをつ。ޱ縁部は
る。器นはશମతにബい。֎面のճసࡉ面をち、ઌ
ϔϥέズリ調はఱҪ部の 2�3 程と広いൣғに施す。ޱ
ܘ 12.4ᶲ、器高 5.1ᶲ。54 は有֖高ഋ。たちあがりはや
やする。ड部はほ΅水平にのͼ、ઌはシϟーϓに
、部はく٭。縁部はなͩらかな面をつޱ。上͛る

ʮϋʯࣈঢ়に大きく։き、ԁをઠつ。ಁは 3 方にあ
くとみられ、ԁは 2 Χ所が遺存する。ԁԼにはஅ
面ܗがಷいܗ֯ࡾঢ়のಥଳをΊ͙らす。֎面のഋ部ԼҐ
には٭部߹時のॎφσがある。53 とηοτとなるかは
不明。ܘޱ 10.4ᶲ、存高 9.1ᶲ。がਂく、シϟーϓな
ड部や、٭部のϓϩϙーシϣンから TK208 型式期の特
をみͤる。

55 は高ഋഋ部片。ഋ部中ҐにಥଳとಷいԜઢにΑり
文様ଳを区り、1 条の波ঢ়文を施文する。文様ଳ部
にखを付したࠟ跡が遺存する。྆ࣖとなるかは不明。
をಁܗ部には方٭ 3 方にઠつ。ഋ部ఈ部֎面には
ෳ条のઢを施し͓ͯり、٭部との߹ڧを高Ίͯ
いる。ܗଶత特からແ֖高ഋとみられる。
把手付椀　　56・57 はいͣれ平ఈの。片方にखが
付くがܽଛし、ࠟ跡のみがる。֎面部ԼҐはఈ部調
にΑるճసϔϥέズリ、あるいはख࣋ちにΑるԣ方
のϔϥέズリを施す。ମ部中ҐにಥଳやԜઢにΑり文様
ଳを区り、波ঢ়文を 1 条施文する。ޱ縁部が遺存する
56 はઌを丸く収Ίる。56 のఈ部֎面からମ部Լ半にか
けͯは、ਖ਼ஔ焼成にうՐ᧪ࠟが؍される。56 は෮ݩ
ܘޱ 7.6ᶲ、器高は 5.0ᶲ前後に෮57。ݩ は෮ݩఈܘ 6.5ᶲ、
存高 3.9ᶲ。
𤭯　　58・59 は䛇。58 はޱ縁部が一部ܽଛするのみ
で遺存ঢ়گがΑい。ޱ縁部は斜Ί上方へ։き、ஈを作っ
縁部の境界のྏはシޱ斜Ί上方へのͼる。ᰍ部と࠶ͯ
ϟーϓにಥ出する。ମ部はݞが張り出し、࠷大ܘが部
上ҐにҐஔするΠνδΫܗをఄする。部࠷大ܘとᰍ部
に波ঢ়文を 1 条ͣつ施文し、部文様ଳ上にܘ 1.2ᶲのԁ
をઠつ。֎面の部ԼҐからఈ部にかけͯは平行λλ
Ωࠟがる。ఈ部はઑఈؾຯで、面中ԝにはఈ部成ܗ
時のԡѹࠟが明ྎにる。ܘޱ 10.8ᶲ、部࠷大ܘ 15.7
ᶲ、器高 15.1ᶲ。59 は、58 とಉ様にମ部は大きく張り出
すが、58 Αりፏܗٿで、ఈ部は丸ఈ。ޱ縁部はݞ部か
ら大きく֎方へͻらく。部࠷大ܘのҐஔにಷいԜઢに
Αり文様ଳを区っͯ 2 条の波ঢ়文を施文し、その間に
ܘ 1.3ᶲのԁをઠつ。ᰍ部に 2 条の波ঢ়文を施文する
が、上ஈの波ঢ়文は部にൺしͯ間ִが؇ຫで不ۉで
ある。֎面部Լ半には成ܗ時のճసϔϥέズリ調が
みられ、ఈ部面にはԁ൫߹ࠟや߹時のԣ方のϢ
Ϗφσがる。部࠷大ܘ 17.7ᶲ、存高 15.5ᶲ。いͣ
れ TK23・47 型式期にҐஔ付けられるが、58 がΑり古
相の特をみͤる。
器台　　60 は波ঢ়文を 1 条施した小片。文様は、ಥଳ
とԜઢにΑり区画したଆに施す。施文時のετϩーΫ
は大きく、施文۩のたりはऑい。ಁなͲのࠟ跡は遺
存ൣғにないが、器ܗや文様から高ഋܗ器٭部片とみ
られる。
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甕　　61・62 は大ᙈ片。61 はݞ部からޱ縁部にかけͯの
ഁ片で、ޱ縁部はԼ方へつまみ出す。ޱ縁部Լに 1
条のಷいಥଳをΊ͙らす。部֎面は平行λλΩ後ΧΩ
目調、面は۶ۂ部に一部ͯ۩ࠟがるが、大部
をφσফす。෮ܘޱݩ 22.4ᶲ、存高 9.7ᶲ。62 は部
Լ半からఈ部がܽଛする。部がܗٿに大きく張り出す。
縁部Լޱ。縁部は上Լにつまみ出しͯංްさͤるޱ
にಥଳをΊ͙らす。部֎面は平行λλΩ調の後に、
ΧΩ目調、面はͯ۩ࠟが明ྎにる。また、ޱ縁
部面には成ܗ時のԡѹࠟがみられる。ܘޱ 19.8ᶲ、
存高 20.7ᶲ。
　これら以֎に大ܗᙈ部片があり、なかには部
面φσফしやそれに近い調を施したഁ片ݟࢄする。
ᙈ部片はશମతに器นがബく、シϟーϓなつくりの
のがଟく、古相の特をみͤͯいる。　　　　　　（松永）

4　SK641 出土土器

土師器は、高ഋ 1 、ᆵ 4 、ᙈ 2 、ࠋ 1 、須恵
器は䛇 1 が出土しͯいる（ਤ 70）。
　（1）土師器
高杯　　63 はແྏޱ高ഋ。ޱ縁部はઢతに։き、
部は面をつ。٭部߹部にはঢ়۩にΑるಥ
ࠟはみられない。٭柱部Լ半にԁを 1 ֎ઠつ。ഋ部
面はԣφσで調し、面は൘ঢ়۩にΑるφσを施し、
一部にϋέ目がみられる。ഋ部と٭部の߹部は、ϢϏ
ΦαΤとφσで調し、٭柱部֎面はॎφσ、面はϔ
ϥέズリで、部֎面をφσͯ上͛る。部面はϢ
ϏΦαΤとφσで調する。ܘޱ 16.8ᶲ、器高 12.2ᶲ。
TK73～TK208 型式期ซ行か。
壺　　64～67 はޱᆵ。64 はޱ縁部がઢతに։き、
部を丸く収Ίる。ޱ縁部֎面は、ϢϏΦαΤとφσ、
面はԣ方のϋέ目で調した後、φσを施しͯいる。
部֎面は斜Ί方のϋέ目で調する。面調はや
や不明ྎͩが、ϢϏΦαΤ͓Αͼ൘ঢ়۩にΑるφσ調
がみられる。部֎面に黒ൗがある。ܘޱ 9.3ᶲ、器高
13.4ᶲ。65 はޱ縁部がઢతに։き、部を丸く収Ίる。
。縁部֎面の調は不明ྎ。面はԣφσで調するޱ
ᰍ部にはޱ縁部の߹ࠟを明ྎにす。部面はϢϏ
ΦαΤとφσで調する。ܘޱ 8.4ᶲ。66 のޱ縁部は
ઢతに։き、部はංްする。ޱ縁部֎面͓Αͼ部

֎面にはԣ方のϛガΩを施す。部面の調は不明
ྎ。ఈ部には༿ࠟがる。ܘޱ 9.3ᶲ、器高 15.5ᶲ。
　67 のޱ縁部はઢతに։き、部を丸く収Ίる。ޱ縁
部֎面はԣφσで調、部はϢϏΦαΤと൘ঢ়۩に
Αるφσがる。部面の調はԣ方のϢϏφσで、
部తにϋέ目がる。部Լ半からఈ部にかけͯεε
が付ணする。෮14ܘޱݩᶲ、器高20ᶲとଞにൺしͯ大きい。
甕　　68・69 はཹ式ᙈのܥේをͻくܗଶ。68 のޱ縁
部はኩし立ち上がり、部にԜ面をつ。ޱ縁部֎面
はԣφσで調、面はϢϏΦαΤののち、ԣφσを施
す。部はԣ・斜Ί方のλλΩ、部Լ半はࠨ上がり
のλλΩで調する。部面は、ϢϏΦαΤとφσで
調する。部の֎面のほ΅શ面をεεが෴い、ఈ部
面にコήが付ணしͯいる。ܘޱ 13.1ᶲ、器高 16.5ᶲ。
69 のޱ縁部はઢతに։き、部はする面をつ。
のϋ縁部֎面をԣφσで調し、部֎面をଟ方ޱ
έ目で調する。部面は、ΦαΤと൘ঢ়۩にΑる
φσで調する。ޱ縁部は丸く収Ί、ややڱい面を
つ。ܘޱ 12.9ᶲ、器高 16.3ᶲ。調の特から、TK73～
TK208 型式期にซ行するとࢥわれる。
甑　　70 はࠋ。ଆ面には一ରの֯ڇঢ়खを付し、ख
にはઢঢ়のり込みが؏௨する。खはιέοτ式とは
ならͣ部֎面にషり付け、खҐஔにΊ͙るԜઢはみ
られない。ޱ縁部はઢతに立ち上がり、部には
する面をつ。ఈ部は平ఈで、ৠؾは中ԝにԁを 1 つ、
その周ғにପԁܗを 5 つઠつ。֎面は格ࢠ目λλΩ調
後、ϢϏφσあるいはϋέ目を施し、部ԼҐはϔϥ
έズリ͓ΑͼϢϏφσにΑり͑る。ఈ部֎面はϔϥέ
ズリ調する。面はϋέ目や൘ঢ়۩にΑるφσを施
す。֎面には部中ҐからԼҐにかけͯ黒ൗ、中Ґにε
εがബくみられる。また、面の部Լ半からৠؾに
かけͯコήが付ணし、ৠؾには化ঢ়のݻண物がత
に認Ίられる。いっΆう、部֎面には༻時のࠟࡲ
なͲはみられない。ܘޱ 25.3ᶲ、器高 21ᶲ。
SK641 出土土師器の特徴　　SK641 出土土師器は、ແྏ
ޱ高ഋ（63）やᙈ（68・69）の֎面調とᙈの部ܗ
ଶの特から、SK641 出土土器は TK73～TK208 型式期
に収まるとଊ͓͑ͯきたい。　　　　　　　　　　（樋口）
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5　SD640・SK641 出土土器の様相

土師器　　SD640 出土土師器には高ഋ・ᙈをଟくؚΉ
が特චされる。高ഋは、ແྏ֎、ܗ、ແྏޱ、大
型高ഋからなり、٭部߹ٕ法からは、֎高ഋ（5・12）

やܗ高ഋ（6・8・10・13）、ແྏޱ高ഋ（14）、大型高ഋ（15）

にみられるΑうに、߹時に٭部ଆからಥをՃ͑る
のが主ମతである。またᙈには、小・中・大型があり、
ཹ式ᙈܥ౷のᙈにくわ͑ͯ、ܗᙈෳみられる
が特චされる。֘期・地に͓けるᙈのϰΝリΤー

（2）須恵器
　71 はશମの 1�3 が遺存する部片。遺存するൣғにԁ
。ଶや施文から䛇部片とみられるܗ、はみられないが
。をఄするܗٿが中Ґにあるܘ大࠷部は張り出し、部ݞ
部ԼҐ֎面はఈ部成ܗにい、平行λλΩ後ճసφσ
調し、一部λλΩ൘のԡѹࠟがる。部中Ґは 2 条
のྏで文様ଳを区画し、5 ୯Ґ 1 条の۳ඳ波ঢ়文を施文
する。部࠷大ܘ 16.7ᶲ、存高 9.8ᶲ。TK23 型式の特
をみͤる。 （松永）

図 70　SK641 出土土器　1：4
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シϣンを͑ߟるう͑で目される。
　SK641 出土土師器のうちᙈ（68・69）は、SD640 出土
ྉにൺᰍ部や器高が小さい印をडける。こうしたࢿ
SK641 出土土器は、SD640 出土土器Αりややઌ行する
特をみͤ、これは྆遺構のҐతにໃ६しない。
　また、前ड़したΑうに྆遺構に͓いͯ土師器化した
ܗᙈ（34・39・40）や、（70）ࠋの出土特චされる。
　飛鳥地Ҭは、奈良ຍ地で陶࣭土器・ೈ࣭土器をは
じΊとするே半ౡܥ土器が集中する地Ҭとしͯࢦఠさ
れ͓ͯり 5）、ຊ報告の原寺Լ以֎に、近ྡでは、
山ాಓ第 2 次調査のՏ跡 SD2570 6）や高所寺ૉ掘Ҫ
ށ SE9570、溝 SD9350 なͲ 7）、ᐻ前遺跡群 8）からの出土
がられͯきた。とくに山ాಓ第 2 次調査 SD2570 や高
所寺からは֎面格ࢠ目あるいは平行λλΩ調の平ఈ
ുやᙈ、֎面格ࢠ目λλΩでखҐஔにԜઢがΊ͙
り、ፊ಄ܗखを付したࠋなͲ、土師器化前のؖ式ܥೈ
࣭土器が出土する。こうした様相とൺֱすると、SD640・
SK641 のᙈ・ࠋはؖ式ܥೈ࣭土器から土師器化が進んͩ
一群であり、飛鳥・藤原地Ҭに͓ける古墳時代中期の֎
དྷܥਬ൧様式器種のड༰と、ఆணの過期తな様相をみ
ͤͯいる。
須恵器　　須恵器についͯは、一部 TK216 型式にٴ
しうるΑうな古相のഋ֖（42）みられるが、SD640・
SK641 とに、TK23・47 型式を主ମとする。たͩ、こ
れΑり一ஈ֊古相の TK208 型式期の特をすのが
ଟい印をडける。器種構成は、ഋྨをはじΊとしͯ高
ഋ、䛇、ख付、高ഋܗ器、大ᙈからなり、飛鳥地
Ҭに͓ける֘期の様相をࣔす良なࢿྉ群とい͑る。
そしͯその組成は、一ൠతな生׆༰器というΑりは֘
期の集落ࡇや古墳ࡇの組成とڞ௨する。くわ͑ͯ、
SD640 出土ഋ（52）のΑうに、ॳ期ஈ֊にଟくみられる、
ఈ部֎面にख࣋ちϔϥέズリ調を施すࢿྉや、ख付
高ഋ（55）のΑうな特తな調や器種の存在特චさ
れる。SK641 出土須恵器は TK23・47 型式期の特をち、
出土土師器の年代Αりやや降るにあるが、୯७な
時期ࠩとみるのか、新چ型式がࠞ在する֘期に͓ける
特࣭にΑるのなのか、ຊࢿྉのみでのٴݴはしい。

6　おわりに

ຊߘでは、h 報告ʱ古墳時代の遺構の項でٴݴされた、
原寺Լ SD640・SK641 出土土器を࠶ཧしਤࣔする
ととに、ܗଶత・作ٕ法త特についͯৄड़した。
そしͯ、SD640 出土土器の土師器のଟくが TK73～208 型
式期の特を有することをࢦఠした。ڞする須恵器は、
TK23・47 型式期を中心としながら、古相の特を
つࢿྉの存在をࣔした。SD640 のఈで検出した SK641 に
ついͯ、5 世紀中ࠒまでり、SD640 Αりઌ行する
ことをࢦఠした。
　྆遺構の調査はきわΊͯ限ఆతであったたΊ、ࠓճの
ྉ群が遺構の年代、さらには遺構の性格をͲれほͲࢿ
өしたのであるのかは不明ྎであるが、SD640・SK641
出土土師器ᙈྨのଟくはεεが付ணすることから近ྡの
集落遺跡の存在を、須恵器の器種組成からはࡇ遺構、
あるいは古墳の存在をىさͤる。そしͯ土師器化が進
んͩࠋやܗᙈは、あらたなਬ൧様式をड༰した集ஂ
の存在をࣔࠦする。前ड़のΑうに、飛鳥地Ҭはؖ式ܥೈ
࣭土器の出土が目立つ地Ҭである。一ఆ地Ҭに͓ける
ே半ౡܥ土器の集中は、དྷܥ集ஂが関༩した土地։
発やखۀ生産と関࿈付けͯ͑ߟられͯいる。そのΑう
ななかでຊࢿྉ群は、飛鳥地Ҭに͓ける古墳時代中期の
集落のల։をࣔす一群であり、地に͓ける土師器と須
恵器の良な一ׅࢿྉとධՁできΑう。 （樋口・松永）
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調査次数 調査地区 遺　　跡 調査期間 調査面積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁

（2022 年）

653 次 法華寺・海龍王寺چ境

・このほか、平城地区では 27 ݅の事立会にରԠした。
˞第 658・660 次調査についͯは、以Լのཧ༝にΑり、ຊ書には収録しͯいない。
　　第 658 次調査：第 650 次調査と߹わͤͯ別్ਖ਼式報告書をץ行༧ఆ。
　　第 660 次調査：h 発掘報告 2025ʱで報告༧ఆ。

奈良市法華寺町 ാ　७ 宅地造成 89

89

117

˞

˞

宅地造成

店舗・住宅建設

Ԃඋެ࢙ྺ

றं建設

∁　ྷ奈良市法華寺町

奈良市二条大路南

262.6 ㎡

22.1 ㎡

490 ㎡

600.7 ㎡

1125 ㎡

2022.11.2 ～ 12.16

2023.8.21 ～ 10.20

2023.10.4 ～ 10.6

2023.10.3 ～ 2024.3.19

2024.3.14 ～ 2024.6.20

法華寺・海龍王寺چ境

奈良市法華寺町

௶条一二ࡾ京ࠨ

法華寺چ境

6A'+ô0・1

6B'Kô)

6BSDô1・2

6BKAôC・D、6B'0ôC・D

6BKAôD、6B'0ôD

（2023 年）

656 次

658 次

659 次

660 次 西大寺چ境 奈良市西大寺小町

ా中龍一

小ా༟थ

Ӝ　ཀࢠ

春 夏 秋 冬

ా一೭ี（ߟ古第一）

୮Ӌ　ਸ࢙（ߟ古第二）

ാ　　७（ߟ古第ࡾ）

˞∁　　ྷ（遺　　構）

山ຊ　ོ（࢙　　ྉ）

小ా　༟थ（ߟ古第二）

˞ా中　龍一（ߟ古第ࡾ）

山࡚　有生（遺　　構）

അ　　基（࢙　　ྉ）

˞Ӝ　　ཀࢠ（ߟ古第一）

西ా　紀ࢠ（遺　　構）

（ྉ　　࢙）ࢤ݈　中֞˞（ྉ　　࢙）܇　ా܂

総ׅ：副部　ࠓҪ　ߊथ ࣸਅ୲：ا画調部ࣸਅࣨ 学報୲：神　　恵（ߟ古第二）
　　　　　目黒　新ޛ（遺　　構）

表 10　2022・2023 年度　都城発掘調査部（平城地区）発掘調査一覧

表 11　2023 年度　都城発掘調査部（平城地区）現場班編成　※総担当者



図 71　平城京発掘調査位置図　1：40000
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1　平城京の地理的環境

地　勢　　平城京は奈良ຍ地の北部、奈良市・大郡
山市に所在する。北・東・西は山にғまれ、南には平
部が広がる。京の北に広がる奈良山ٰྕはඪ高 100～
140N、京Ҭは北高南の地である。京の北にҐஔす
る平城宮には奈良山ٰྕから 2 つの支ٰが南へ৳Ԇし、
それͧれに宮中建物と東院が造Ӧされる。支ٰの間と
宮西北部は୩地、宮西南部はळࣰのچ流路にあたり、
࣪地とඍ高地からなる。
標　高　　平城宮は北高南でඪ高は 65～75N、京南
のཏ城付近は京でっとく 50N 前後である。
東のय़日山からのͼる支ٰ上に造Ӧしたڵ寺はඪ高
95N と京ではっと高い。京の西縁は西ϊ京ٰྕの
東にかかり 75～90N である。
水　系　　ӈ京を流れるळࣰは、平城宮の造Ӧが一ஈ
落した後に宮֎に流路を付けସ͑、ӡՏとしͯ京の西市
に௨じͯいた。ࠨ京のࠤอやފの一部ӡՏとしͯ
ར༻されたՄ性は高い。य़日山・高ԁ山から流れ出る
小Տはࠤอに߹流しཏ城の東ଆを南流しͯいた。

2　平城京の歴史と構造

歴　史　　平城京遷都のৃはಔݩ年（708）2 月にએ
され、ಉ年 3 月には造宮ڢが໋、造Ӧ事はほͲなく
։࢝され、ಔ 3 年（710）3 月 10 日に遷都した。Ԇྐྵ 3
年（784）にԬ京に遷都するまで 75 年間、平城京は日ຊ
の都であった。　
宮の構造　　 1ᶳ࢛方の区画の東に、南北 755N、東
西 265N の張り出し部がऔり付くඇରশܗをఄし、そ
の面積は 124IB に͓Αぶ。宮の周ғはங地塀と宮城
にΑっͯғまれͯいた。宮には、第一次大ۃ఼院・中
ԝ区ேಊ院からなる中ԝ区、ཪ・第二次大ۃ఼院・東
区ேಊ院・ே集院からなる東区、という 2 つの中部が
存在する。張り出し部北半は造ञ࢘ほかの官衙地区、ಉ
南半は東宮やԓがあった東院地区である。東区と東院
の間͓Αͼ東区の南には宮ল、ฌ部ল、式部লなͲの
官衙があり、中ԝ区の西ଆには西と西宮、西南、
അྈなͲがある。ఱ平 17 年（745）に平城京にؐ都した後、
第二次大ۃ఼を新設し、その南の東区ேಊ院、ே集院に
ّྱやே政機を集中さͤるなͲ、平城宮の構造は平城

ؐ都の前後で大きく変化した。
京の構造　　平城京は、Լπಓを南北中࣠ઢとしͯ造Ӧ
され、ग大路は࣠ઢ上に敷設された。京Ҭは、東西
4.3ᶳ、南北 4.8ᶳの方ܗ区画の東に、東西 1.6ᶳ、南
北 2.1ᶳの張り出し部（֎京）をつ。京の֎周をғΉ
ཏ城は南面のみで北・東・西面は条ಓ路が京Ҭを限る
境界であった。
　京には条ಓ路がॎԣにされޟ൫ঢ়をఄしͯい
た。ग大路は෯ 74N、さ 3.8ᶳ、二条大路は෯
37N、さ 5.8ᶳあり、ഉ水溝と֗路थをとなっͯい
た。ಓ路の྆ଆはをғΉங地塀がԆʑと続くたΊ、現
代のൟ華֗とはશくҟなる؍ܠであった。条にғまれ
たはܭ 80 あった。には、宮、宮֎官衙、東西の
市、وのఛ宅やॸຽの宅地なͲが確認されͯいる。近
年ではॾ国の出ઌ機関であるʮ調ఛʯの存在をࣔࠦする
成Ռ出ͯいる。
　寺院は京のॏཁな構成ཁૉである。大安寺、ༀ師寺、
、世Ի寺はؐ都前に、法華寺、西大寺؍、寺ڵݩ、寺ڵ
西ོ寺、টఏ寺なͲがؐ都後に建ͯられた。このほか
な寺院や、7نが建ͯた小و 世紀から存在する寺院
あった。ئ寺とڵ寺、ڵݩ寺は一前後の敷地を
有し、京શମの؍ܠに大きなӨڹを༩͑た。
京の北方　　奈良山ٰྕには、宮や京の寺院に瓦をڙ
した窯跡がෳ存在する。ಉٰྕのなͩらかな南斜面څ
には、4 世紀末から 5 世紀前半にӦまれたࠤ紀६列古墳
群が存在し、奈良時代にはఱߖのԓྛであるদྛԓが造
Ӧされた。֎京の北にҐஔするٰྕ（ࠤอ山・奈อ山）に
はఱߖのྕุがӦまれた。 （今井晃樹）

図 72　南西からみた特別史跡平城宮跡と法華寺周辺（2023 年 5月撮影）
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๏՚ڥچࣉɾւཾԦچࣉ
ͷௐࠪڥ
ー第 653・656 次

1　調査の経過

　（1）調査に至る経緯
　ຊ調査は奈良市法華寺町に͓けるಓ路敷設͓Αͼ宅地
造成にとなう事前の発掘調査である。調査地は法華寺
境西北部にあたり（ਤچ境東北部または海龍王寺چ

73）、法華寺と海龍王寺の境界Ґஔとのઆがある。2022 年
に敷地の北部で第 653 次調査を͓こない、2023 年に
南部で第 656 次調査を͓こなった。
　奈良県文化財อ存課（時）͓Αͼ奈良市ڭҭҕһ会
とのٞڠの上、事ۀ者からのडୗ事࣮ۀ施ਃし込みをड
けͯ奈文研がडୗ事ۀとしͯ調査を࣮施した。な͓、第
653 次、第 656 次調査とに、डୗ事ۀにΑる発掘調査
成Ռをडけ、事ۀ者の͝ཧղのԼ、奈文研の学術調査と
しͯ調査区を拡張し、発掘調査を͓こなった。
　（2）発掘作業・整理等作業の経過
第 653 次調査　　発掘作ۀは 2022 年 11 月 2 日から 12 月
16 日にかけ࣮ͯ施した。11 月 2 日に調査区の設ఆ、レϕ
ϧҠಈを͓こない、ॏ機掘を։࢝した。11 月 4 日から
ॏ機掘とฒ行しͯ人ྗにΑる遺構検出を͓こなった。
11 月 17 日に調査区શࣸܠਅをࡱӨし、遺構ਤ作成、溝
の掘、遺構のஅׂ調査にணखした。
　これらの調査にΑり大型の柱݀をつ掘立柱建物が西
方にల։することがあきらかとなったたΊ、11 月 28 日
に奈良市ڭҭҕһ会͓Αͼ事ۀ者との現地ٞڠを࣮施し、
奈文研の学術調査としͯ調査区を西方に拡張することと
した（ਤ 74）。12 月 1 日にॏ機にΑり調査区の拡張にணख
した。12 月 8 日に拡張区のࣸਅࡱӨを͓こない、遺構ਤ
の作成にணखした。12 月 9 日にはさらなる遺構の広がり
の確認のたΊॏ機にΑり西方͓Αͼ南方に調査区を࠶拡
張し 12 月 12 日から࠶拡張区の遺構ਤを作成した。12 月
13 日Αり調査終ྃ部についͯ遺構อޢのたΊの࠭ࢃき
と埋Ίしにணखし、ฒ行しͯ 12 月 14 日に࠶拡張区の
ࣸਅࡱӨを͓こなった。12 月 16 日に埋Ίしと現の
ఫ収をྃし、発掘作ۀを終ྃした。
　ຊ調査では出土遺物がൺֱతগྔであったたΊ、発掘
作ۀとฒ行しͯ出土遺物のચড়・ཧ作ۀを͓こなった。 

　な͓、調査区周ลの遺構の遺存ঢ়͓گΑͼ遺構面のඪ
高確認を目తに、奈良市ڭҭҕһ会͓Αͼ事ۀ者とのڠ
ٞを౿ま͑ͯ 12 月 2 日に調査区南方の 4 ϱ所でॏ機にΑ
る遺構面の確認調査を࣮施した。これにΑり調査区Αり
南についͯ遺構面が良に遺存することを確認した。 
第 656 次調査　　発掘作ۀは 2023 年 8 月 21 日から 10 月
20 日にかけ࣮ͯ施した。調査前の 8 月 18 日に一部の調
査区の設ఆ、レϕϧҠಈを͓こない、8 月 21 日Αり調査
区શମの設ఆとॏ機掘を։࢝した。8 月 22 日からॏ機
掘とฒ行しͯ人ྗにΑる遺構検出を։࢝した。9 月 20
日には遺構検出ঢ়گの、10 月 5 日には溝を掘したঢ়گ
のશࣸܠਅࡱӨを͓こなった。
　第 653 次調査の成Ռと、第 656 次の調査の進లを౿ま
͑大型の柱݀をつෳの掘立柱建物が西方にల։する
ことがあきらかとなったたΊ、奈文研の学術調査としͯ
調査区北半を西方に拡張することとした（ਤ 75）。10 月
10 日にॏ機にΑる拡張区の掘を։࢝し、ฒ行しͯॳ
調査区の遺構อޢのたΊの࠭ࢃきと埋Ίしにணखし
た。10 月 12 日に拡張区のશࣸܠਅをࡱӨし、遺構ਤの
作成を։࢝した。遺構ਤ作成の後、調査終ྃ部につい
ͯ遺構อޢ༻の࠭ࢃきと埋Ίしを͓こなった。10 月 20
日に埋Ίしと現のఫ収をྃし、発掘作ۀを終ྃし
た。な͓、柱݀の有ແの確認のたΊ、Ճ調査区としͯ
4 ϱ所で人ྗにΑる調査区拡張と遺構検出を͓こなった。

図 73　第 653・656 次調査区位置図　1：2000
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　ຊ調査では、発掘作ۀとฒ行しͯ出土遺物のચড়・
ྨの作ۀにணखし、調査終ྃ後ܧ続しͯཧ作ۀを
͓こなった。 

2　遺跡の位置と環境 　

　調査区は、法華寺چ境東北部または海龍王寺چ境
西北部にあたる。法華寺と海龍王寺の境界についͯは
ະͩఆݟをみないが、ଠాതଠはʰ大古寺大؍ʱの

中で法華寺と海龍王寺の境界を調査区やや東دりのా境
にఆしͯいる 1）。さらに、法華寺はޫ明ߖがであ
る藤原不ൺからܧঝしたఛ宅を奈良時代中ࠒにೌ寺に
造りସ͑たのであり、奈良時代前半の֘地はఛ宅
にあたっͯいたՄ性ఆされる。
　北方に広がる奈良山ٰྕ縁ลのൺֱత高૩なҐஔにあ
たり、現地ܗ南東にかっͯ؇やかにԼっͯいる。 
　調査地の周ลでは、調査地の北 30N のҐஔを東西に
௨る一条条間路の調査（第 82ô8 次、第 164ô14 次、第 417 次、

第 426 次）が͓こなわれ͓ͯり、一条条間路の北ଆ溝の
Ґஔがあきらかになっͯいる。 調査地の東にあたる海
龍王寺چ境の調査としͯ第 223ô18 次調査では৯ಊと推
ఆされる基ஃ建物を、第 525 次調査では海龍王寺西ճ࿓
を検出しͯいる。また調査地の南にあたる第 425 次調査
では近世以降とみられる塀と溝を検出しͯいる。

3　調査の方法と成果

　（1）調査の方法 
第 653 次調査　　宅地造成にとなうಓ路敷設༧ఆ地を
中心に、一部宅地部をؚΉ南北 14.2N、東西 15.0N の
のܗࣈ̡ 114㎡をॳ調査区としͯ設ఆし、調査にணख
した。ॏ機掘にΑりߞ作土・চ土をআڈした後、人ྗ
にΑり地山上面であるԫ色͓࠭Αͼԫ白色ൗ೪土まで掘
は、溝についし、遺構検出を͓こなった。遺構の掘
ͯは埋土の掘を͓こない、柱͓݀Αͼ土坑についͯは
基ຊతには確認のたΊのஈԼ͛までとし、ඞཁなのに
ついͯはஅׂ調査を͓こなった。
　拡張区の面積は 87㎡でॏ機掘にΑりߞ作土・চ土
をআڈした後、人ྗにΑり遺構の検出を͓こなった。た
ͩし、 調査期間との関上、近代以降のཚについͯは
奈良時代の遺構の確認にඞཁとஅしたののみ掘りԼ
͛た。そのଞの遺構は確認のたΊのஈԼ͛までとし、ඞ
ཁなののみஅׂ調査を͓こなった。
拡張区の面積は࠶　 61.6㎡で、࠷終తな調査面積は東
西 25.2N、南北 18.0N の 262.6㎡である。࠶拡張区に͓い
ͯは人ྗにΑる遺構の平面検出までとし、柱݀のஅׂ調
査を࣮施したのをআき、柱݀・土坑のஈԼ͛の遺構
の掘りԼ͛は͓こなわなかった。
　調査終ྃ時には掘ࢭఀ面の明ࣔと遺構อޢを目తに、
山࠭をࢄした上で埋Ίしを͓こなった。 

図 74　第 653 次調査の調査区拡張状況　1：500

図 75　第 656 次調査の調査区拡張状況　1：500
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第656次調査　　宅地造成にとなうಓ路͓Αͼഉ水設
උ敷設༧ఆ地を中心に、一部宅地部をؚΉ南北 57.5N、
東西࠷大෯ 20N のٯτܗࣈの 508㎡の調査区を設ఆし、
調査にணखした。ॏ機掘にΑりߞ作土・চ土をআڈし
た後、人ྗにΑり地山上面であるԫ色͓࠭Αͼԫ白色ൗ
೪土まで掘し、遺構検出を͓こなった。遺構の掘は、
溝についͯは埋土の掘を͓こない、柱͓݀Αͼ土坑に
ついͯは基ຊతには確認のたΊのஈԼ͛までとし、ඞཁ
なのについͯはஅׂ調査を͓こない、半ፊ・掘した。
　ॳ調査区西北部の南北 7N、東西 13N のൣғに拡張
区を設ఆした。拡張区の面積は 91㎡で、ॏ機掘にΑり
した後、人ྗにΑり遺構の検出を͓ڈ作土・চ土をআߞ
こなった。調査は人ྗにΑる遺構の平面検出とஈԼ͛ま
でとした。
　また、後ड़の掘立柱建物 SB11925、東西掘立柱塀
SA11929 についͯは調査区֎に続くと͑ߟられたことか
ら、Ճ調査区としͯ人ྗにΑり調査区を拡張した。
Ճ調査区の面積は 1.7㎡で、人ྗでߞ作土・চ土をআڈし
遺構の検出を͓こなった。調査は遺構の平面検出とஈԼ
͛までとした。࠷終తな調査面積は 600.7㎡である。
　調査終ྃ時には掘ࢭఀ面の明ࣔと遺構อޢを目తに、
山࠭をࢄした上で埋Ίしを͓こなった。 

第 653・656 次調査とに (NSS ଌྔ機を༻いたωο
τϫーΫ型 3TK 法で調査区に基४ઢを設ఆし、ॖई
1�20 を基ຊに平面ਤを作成した。ඪ高は、基४平城
NP.24（ ̭ ʹ－144873.521、 ̮ ʹ－18128.584、) ʹ 71.826N）

からΦーτレϕϧで水४ଌྔを͓こなった。ࣸਅࡱ
ӨはσδλϧࡱӨで͓こなった。
　また、調査にࡍしͯద時奈良県文化財อ存課（時）͓
Αͼ奈良市ڭҭҕһ会に༰を報告し、遺構と事༧ఆ
Օ所がॏなる߹なͲは調査方についͯࢦಋをडけた。
　（2）基本層序
第 653 次調査　　地දから、ᶃߞ作土͓Αͼচ土（20～50

ᶲ）、ᶄԫ色࠭（地山）、ᶅԫ白色ൗ೪土（地山）である。
部తにᶃとᶄまたはᶅの間にԫ色࠭土͓Αͼԫ色
ࠞ土（近世の遺物แؚ）、ԫᒵ色೪土（古代の地土か）

がみられる。遺構はすͯᶄまたはᶅの上面で検出した。
　な͓、調査区の中ԝやや東Αりには南北方にా境が
௨っ͓ͯり、東ଆが一ஈい。そのたΊ調査区東部では
ᶅ上面（遺構面）のඪ高は調査区西部Αり一ஈい。

　遺構検出面のඪ高は調査区西部で 69.0～69.1N、調査区
東部で 68.8～68.9N である。な͓、後ड़する 3 条の南北
溝のҐஔはこのా境のす͙東ଆにҐஔする。
第 656 次調査　　地දから、ᶃߞ作土͓Αͼচ土（20～50

ᶲ）、ᶄԫ色土（遺物แؚ、5～10ᶲ、調査区南部のみにଯ積）、
ᶅԫ白色ൗ೪土（地山）である。ᶅ上面で遺構を検出した。
調査区中ԝ付近の̭ʹ－144968、̮ʹ－17865 を݁ぶΑ
うにٯʮしʯのܗࣈのా境にΑるஈࠩがあり、南西は一
ஈԼがる。ಉじく、調査区南のಥ出部でさらに一ஈԼがる。
このたΊ、遺構検出面はా境͝とに南にいくにつれく
なる。
　遺構検出面のඪ高は、調査区北部では 69.2N、南部
では 68.4N である。
　（3）検出遺構 　
　南北溝 5 条、東西溝 1 条、掘立柱建物 8 ౩、柱݀列 2 条、
大土坑を検出した。主な遺構を、中世以降の遺構、古
代の遺構に大別しͯड़る。
　　中世以降の遺構
南北溝 SD11901　　調査区北半で検出した現存෯ 1.8
～3.8N のૉ掘りの南北溝。南にいくにつれ෯が広くな
る。第 653 次で 7.2N 、第 656 次で 16N を検出
し、গなくと 25N はあると͑ߟられる。調査区北֎に
続き北は確認できͣ、南は調査区中ԝ付近（̭ʹ－

144968）のా境のஈࠩにΑりと͗れ、これΑり南では検
出できなかった。ਂさは 15～30ᶲとઙいが、東ลから 50
ᶲほͲのൣғでは一部が検出面からのਂさで 40ᶲと一
ஈਂくなっͯいる。溝ఈのඪ高は北がやや高く南がやや
いが検出した北と南の高ࠩは 10ᶲとほ΅ಉ様
である。土の؍から一は大きくᔱᕕが͓こなわれ
たとみられ、西ଆの一ஈઙい部はᔱᕕ後の埋土のみが
ଯ積する。ᔱᕕ前・後とに溝ఈ付近には溝が機しͯ
いたࡍのଯ積土とみられる҉色೪土がଯ積する。ᔱᕕ
後の溝の上半の埋土はϒϩοΫঢ়の҉色೪土͓Αͼ҉
られる。掘りし前・後と͑ߟ色࠭であり、埋立土と
埋土に近代以降の遺物をؚΉ。
南北溝 SD11902　　調査区中ԝで検出した現存෯ 0.8～
2.2N のૉ掘りの南北溝。溝は南北でかれ、北ଆは第
653 次で 7.2N 、第 656 次で 16N を検出し、第
656 次調査区中ԝのஈࠩにΑり 7.5N と͗れ、それΑ
り南でさらに 25.5N を検出した。溝の北半は南北溝
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SD11901 の西にҐஔし、東ลは SD11901 にյされࣦわ
れͯいる。また、SD11901 にΑりյされͯいる部以֎
は南北溝 SD11903 の上面で検出した。そのたΊ南北溝
SD11901 Αり古く SD11903 Αり新しい。検出面からの
ਂさは、北ଆでは 40～60ᶲ、南ଆでは 25ᶲ。溝ఈのඪ
高は北が高く南がい。遺構の遺存ঢ়ଶが良な北ଆで
は、土の؍から大きく 3 にかれ、ᔱᕕが͓こな
われたとみられる。上の埋土は西にଯ積する෯ 80
ᶲのփ色࠭、中の埋土はϒϩοΫঢ়の色࠭からな
り、Ͳちらҟなる時期にᔱᕕした後の埋土とみられる。
Լの埋土としͯ溝ఈ付近に҉色೪土がଯ積し͓ͯり、
溝が機しͯいた時期のଯ積土とみられる。南ଆでは、
上とԼは平され͓ͯり、中の埋土のみ遺存しͯ
いるとみられる。いͣれの埋土に奈良時代から中近世
の土師器・瓦࣭土器・陶磁器をؚΉ。
南北溝 SD11905　　調査区東で検出した෯ 0.4～1.4N
のૉ掘りの南北溝ঢ়遺構。東ݞは調査区東֎にҐஔする
たΊશ෯は不明である。第 653 次で 7.2N 、第 656 次
で 27N を検出し、溝のさはগなくと 36N はある。
ਂさは 40～60ᶲ。埋土は 2 にかれ、上はԫ色࠭
࣭土、Լはփԫ色࣭࠭土からなり、人಄大の石をؚΉ。
後ड़する掘立柱建物 SB11920 の柱݀から出土した石とܗ
ঢ়や大きさが͓ͯࣅり、ととは周ғの柱݀で༻さ
れͯいたので、後世に柱݀を掘したࡍにࣺͯこんͩ
Մ性͑ߟられる。また、部తにଟྔの瓦をؚΉ土
坑ঢ়のく΅みがあり、土坑ঢ়の遺構が࿈なり溝ঢ়になっ
たのとみられる。埋土には飛鳥時代からށߐ時代まで
の遺物をؚΉ。
東西溝SD11907　　調査区南のಥ出部で検出した、෯
2.6～4.8N のૉ掘りの東西溝。たͩし、南؛は近現代の土
坑にΑっͯյされ、શ෯は不明である。東西 2.4N を
検出した。ਂさは 40ᶲ以上。掘しͯいないたΊ水の流
れの方は不明である。埋土は大きく 2 にかれ、上
はփ色࣭࠭土、Լはփԫ色࣭࠭土からなる。上
には近世以降の瓦をؚΉが、Լではそれらを確認で
きなかったたΊ中世ࠒののとみられる。たͩし、溝が
ਂいことから掘し͓ͯらͣ、Լは෯ 40ᶲを検出し
たのみで、そのશ༰は不明である。
土坑 SK11939　　調査区東北隅で検出した大型の土坑。
東西 1N を検出したが東͓Αͼ北は調査区֎に続く。

検出したൣғのਂさは 50ᶲである。埋土からは近世の
瓦が出土し͓ͯり、近世以降のҪށのՄ性がある。
土坑群SK11941・11942　　調査区北半で検出した大型の
土坑 2 基。SK11941 の掘方の平面は隅丸方ܗで、東西
1.7N、南北 1.9N、ਂさは 60ᶲ。SK11942 の掘方の
平面はԁܗで、ܘ 3.1N、ਂさは 50ᶲ以上。Ͳちら
南北溝 SD11901 の上面から掘り込まれ͓ͯり、埋土から
は近世以降の瓦やછ付が出土した。ഇغ土坑とみられる。
土坑SK11943　　調査区中ԝで検出した大型の土坑。掘
方の平面はԁܗで、南北 2.8N、東西 2.5N、ਂさは
35ᶲ。近代以降の陶磁器片をؚみ、ഇغ土坑とみられる。
　　古代の遺構
南北溝SD11903　　調査区北半で検出した現存෯ 30～60
ᶲのૉ掘りの南北溝。第 653 次で 7.2N 、第 656 次で
 11N を検出し、গなくと 20N はある。東ลは南
北溝 SD11901 に、西ลは SD11902 にյされる。検出面
からのਂさはっとりが良な北ล付近で 30ᶲ、
溝のஅ面ܗは 7 ঢ়をなすが、南にいくにつれઙくなりࣈ
と͗れるたΊ、南北溝 SD11901・11902 の掘にとな
い平されたՄ性がある。埋土はϒϩοΫঢ়の色࠭
で埋立土とみられるが、溝ఈ付近には҉色೪土がଯ積
し͓ͯり、溝が機しͯいた時期のଯ積土と͑ߟられる。
後ड़する掘立柱建物 SB11918・11919 にյされるたΊ、
奈良時代あるいはそれ以前に機した溝のՄ性がある。
南北溝SD11904　　調査区北半の東部で検出した、現存
෯ 20～50ᶲのૉ掘りの南北溝。調査区中ԝからా境のあ
る̭ʹ－144968 まで 16N を検出し、それΑり北に
は続かない。たͩし 9 ʹ－144952～144961 のൣғでは
南北溝 SD11904 と東西のҐஔがଗうあたりに溝ঢ়のۼみ
がみられ、ಉ一の溝のఈ部であったՄ性る。調査
区中ԝのٯʮしʯのܗࣈのా境のࡍにあり、西ลはా境
の落ち込みに、東ลは近代の溝にΑっͯյされ、溝のશ
෯は不明である。溝ఈのඪ高は北が高く南がい。埋土
は上とԼにかれ、上はにぶいԫᒵ色࣭࠭土、Լ
はփԫ色࣭࠭土からなる。Լからは奈良࠼ࡾ・
釉陶器が出土した。東西掘立柱塀 SA11929 とॏෳし、こ
れにઌ行する。後ड़する掘立柱塀 SA11930 の 1N 東
にฒ行しͯҐஔすることから、Ӎ落溝のՄ性や、敷地
の区画溝としͯฒ存しͯいたՄ性がある。たͩし、
SA11930 Αり北に続くことなͲから、溝が機しͯい
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図 76　第 653・656 次調査区遺構図　1：350
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たࡍの༻్は不明である。
掘立柱建物SB11918　　調査区西北部で検出した、東西
౩の掘立柱建物。ܻ行 3 間以上、ྊ行 2 間。南ลのଆ柱
4 基と東北の隅柱 1 基、東࠺中ԝ柱 1 基を確認した。柱
間ੇ法はܻ行・ྊ行と 3N（10 ई）間。柱掘方の平
面は隅丸方ܗで、一ล 1.0～1.3N、ਂさは 70ᶲである。
西࠺は検出し͓ͯらͣ、調査区の西֎に続く。柱݀は掘
立柱建物 SB11923 とॏෳし、これΑり新しい。
　柱݀ 1 基でஅׂ調査を͓こない（ਤ 82、AôA�）、その後

掘した（1L.37ô1）。これにΑり掘方ఈ面の中ԝには平瓦
を敷き、その上で掘方ఈ面શମにཻの小さい࣭࠭土を
 15ᶲ敷いͯいることを確認した。これら平瓦のҐஔは
柱のఆҐஔにあたることから、柱のԼରࡦとしͯ敷
かれたのと͑ߟられる。
掘立柱建物SB11919　　調査区中ԝで検出した、東西౩
の掘立柱建物。ܻ行 4 間以上、ྊ行 2 間。北・南のଆ柱
7 基、東࠺中ԝ柱 1 基を確認した。柱間ੇ法は、ܻ行方
は 3N（10 ई）間、ྊ行方は 2.7N（9 ई）間。

図 79　第 653 次調査区
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図 80　第 656 次調査区

図 81　第 656 次調査区
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柱掘方の平面は隅丸方ܗで、一ล 0.8～1.2N。南ଆ柱の検
出面は調査区中ԝのా境にΑり一ஈԼがっ͓ͯり、東南
隅とその 1 つ西の柱݀は平されͯいるたΊかఆҐஔ
で検出できなかった。西࠺柱のఆҐஔは調査区西֎の
たΊ、ܻ行は不明である。柱݀は掘立柱建物 SB11923・
11924 とॏෳし、これらΑり新しい。ઌड़した掘立柱建
物 SB11918 とは柱ےがରԠし͓ͯり、ಉ時期の建物であ
るՄ性があるが、SB11918 Αりྊ行の柱間がややڱい。
掘立柱建物SB11920　　調査区西北部で検出した、東西

౩の掘立柱建物。ܻ行 6 間以上、ྊ行 2 間のࣷの南北
྆面にኈが付く構造で、西͓Αͼ西南部は調査区西֎
に続く。柱݀は北ଆ柱͓ےΑͼ北ೖଆ柱ےの֤ 6 基、東
中ԝ柱の࠺ 1 基、南ೖଆ柱の 1 基、南ଆ柱の 3 基を確認
した。柱間ੇ法はいͣれ 3N（10 ई）間である。柱
掘方の平面は一ล 1.0～1.4N の方ܗで、ਂさは検出面か
ら 80ᶲである。柱݀は掘立柱建物 SB11921・11922 と
ॏෳし、これΑり新しい。

8 基の柱݀でஅׂ調査を͓こない、柱ࠟ跡またはൈऔ
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݀を確認した。いͣれ柱ࠜは遺存しͯいなかったが、
うち 5 基ではԼ部に২土（೪土）が遺存し͓ͯり、柱ࠜ
に༝དྷするとみられる（ਤ 83 の BôB�、DôD`、'ô'`、(ô(`、

)ô)`）。そのたΊ、建物のղମにとなう柱のআڈは、柱
の周ลを一部掘した上で柱をりऔる方法で͓こなわ
れたとみられる。な͓、柱ࠟ跡から柱ܘは 25～30ᶲと推
ఆできる。
　また、ࣷ柱についͯは柱のਾ͑付けにࡍしͯೖ೦な
造作が͓こなわれͯいることを確認した。ࣷの東北隅
柱の柱݀では、࣠ 30ᶲほͲのやや大ৼりの石を柱のԼ
にૅ൘ঢ়に敷き込み、さらにその周ลを人಄大の石でғ
みࠜݻΊとしͯいる（ਤ 83 の )ô)`、1L.37ô2）。北ೖଆ柱
の東からے 2 基目の柱݀では掘方ఈのほ΅શ面に࠭をബ
く敷き、その上に平瓦を敷いͯいる（ਤ 83 の (ô(`、1L.37ô

3）。東࠺中ԝ柱では柱のԼにࠞじりの࠭をബく敷き、そ

の上に平瓦を敷いͯいる（ਤ 83 の IôI`、1L.37ô4）。一方で、
ኈの柱݀についͯはいͣれそうした造作は認Ίられな
かったたΊ（ਤ 83 の BôB`・CôC`、1L.37ô5）、建物の構造上
特にॏྔのかかるࣷや隅部の柱についͯのみબత
にೖ೦な柱のԼରࡦを͓こなったのと͑ߟられる。
　な͓、柱掘方から釉水波文磚が出土した（ਤ 95ô20、

1L.44ô20）。
掘立柱建物SB11921　　調査区西北部で検出した、東西
౩の掘立柱建物。ܻ行 5 間以上、ྊ行 2 間で調査区西֎
に続く。柱݀は北ଆ柱 5 基、南ଆ柱 4 基、東࠺中ԝ柱 1
基を確認した。柱間ੇ法はいͣれ 2.7N（9 ई）間。
柱掘方の平面は一ล 80ᶲほͲの方ܗで、ਂさは検出面か
ら 60ᶲである。柱݀は掘立柱建物 SB11920 とॏෳし、
SB11920 にઌ行する。
　4 基の柱݀でஅׂ調査を͓こなった。それにΑり、一
部の掘方では೪土と࠭をޓঢ়に༻いͯいることを確認
した。立柱にࡍしͯೖ೦な埋Ίしを͓こなったのと
みられる（ਤ 84 の +ô+�）。また、柱ࠟ跡またはൈऔ݀を確
認したが柱ࠜは確認できなかった。この柱ࠟ跡またはൈ
औ݀はܗঢ়からすると柱ࠟ跡のՄ性が高い。一方でਤ
84 の KôK` では埋土は೪土と࠭がޓをなし͓ͯり、埋
Ίしが͓こなわれたՄ性ఆできる。その߹、
建物のղମにࡍしͯは柱をൈきऔっͯআڈし、その上で
ೖ೦な埋Ίしを͓こなったことになる。ઌड़した掘立
柱建物 SB11920 の建ஙを前ఏとした造作のՄ性ఆ

図 82　掘立柱建物SB11918 柱穴断面図　1：60

図 83　掘立柱建物SB11920 柱穴断面図　1：60
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できるが、確ఆできない。
　な͓、いͣれの柱ࠟ跡またはൈऔ݀に遺物がશくؚ
まれない。このことൈऔ݀の埋Ίしがೖ೦に͓こな
われたՄ性をࣔࠦする。
掘立柱建物SB11922　　調査区西北部で検出した掘立柱
建物。東西 3 間、南北 3 間。柱݀は北・南ଆ柱֤ 4 基と
その間で西ଆ柱 1 基を確認した。柱間ੇ法は南北方が
1.4～1.5N（ 5 ई）間。東西方は 1.8N（6 ई）
間と͑ߟられるが、西ଆ柱は柱݀のఆҐஔに掘立柱建
物 SB11920 の柱݀がॏなり柱݀ 1 基が検出できͣ、東
ଆ柱は調査区֎に柱݀のఆҐஔがあるたΊ、2 基と
検出できなかった。そのたΊਖ਼確な柱間ੇ法は不明であ
る。柱掘方の平面は隅丸方ܗで、一ล 0.7～1.2N、ਂさは
検出面から 35ᶲである。柱݀は掘立柱建物 SB11920・
11923 とॏෳし、SB11920 にઌ行し、SB11923 Αり新しい。
また、柱݀としͯはઙく、時の地ද面はこれΑり高く、
後世に平されたのとみられれる（ਤ 84 のうち NôN`）。
　とくにܻ行の柱間がڱく、建物のن小さいたΊ、
建物の༻్としͯはݿなͲが͑ߟられる。総柱建物の
Մ性あるが、部柱が調査区֎にҐஔしͯいるたΊ
確認できなかった。
掘立柱建物SB11923　　調査区西北部で検出した、南北
౩の掘立柱建物。ܻ行 7 間、ྊ行 3 間と推ఆされ、西ଆ
柱 7 基、東ଆ柱 6 基と、南࠺の柱 1 基を確認した。しかし、
北࠺の柱のఆҐஔには近世以降の溝があり、柱݀はط

にࣦわれたとみられ、南࠺の柱 1 基しか確認できなか
った。ܻ行方の柱間ੇ法は 2.7N（9 ई）間、ྊ行
方は 2.4N（8 ई）間。柱掘方の平面は基ຊతには
隅丸方ܗで、一ล 0.9～1.2N、ਂさは検出面から 35～55
ᶲである。柱݀は掘立柱建物 SB11918・11919・11922 と
ॏෳし、これらにઌ行する。
　6 基の柱݀でஅׂ調査を͓こなった。うち 5 基でൈऔ
݀を確認したが（ਤ 84 の LôL�、.ô.`、0ô0`、1ô1�、2ô2`、

1L.38ô1～4）、柱ࠟ跡は確認できなかったたΊ、建物の
ղମにࡍしͯは柱をൈきऔっͯআڈしたのとみられ
る。ൈऔ݀の平面の大きさは、30～50ᶲのの（ਤ 84 の

.ô.�、0ô0�、2ô2�、1L.38ô2・4）と、80ᶲ以上ののがあ
り（ਤ 84 の LôL`、1ô1`、1L.38ô3）、柱݀にΑっͯ大きくҟ
なる。また、平面نにൺしͯ掘方はઙいたΊ、時の
地ද面はこれΑり高く、後世に平されたと͑ߟられる。
掘立柱建物SB11924　　調査区西北部で検出した掘立柱
建物。東西 3 間、南北 3 間で、東ଆ柱 2 基、西ଆ柱 4 基と、
その間に南ଆ柱 2 基、北ଆ柱 1 基を、さらに南ଆ柱ےの
1 間北で東西 2 基の柱݀を検出した。北ଆ柱ےの柱݀ 1
基はఆҐஔで検出できͣ、東北隅とその 1 つ南の柱݀
2 基は、掘立柱建物 SB11923 の柱݀にյされͯいるとみ
られ、確認できなかった。柱間ੇ法は、東西は 1.5N（5

ई）間、南北は 2.1N（7 ई）間。柱掘方の平面は隅
丸方ܗまたはପԁܗで、一ล 50～90ᶲ、ਂさは 35ᶲで
ある。平面نにൺしͯ掘方がઙいたΊ（ਤ 84 の 2ô2`）、

図 84　掘立柱建物SB11921・SB11923 柱穴断面図　1：60
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時の地ද面はこれΑり高く、後世に平されたのと
られる。柱݀は掘立柱建物͑ߟ SB11919・11923 とॏෳし、
これにઌ行する。
掘立柱建物SB11925 　調査区南部で検出した掘立柱建
物。東西 2 間以上、南北 1 間以上で、北ลと東ลのଆ柱
4 基を確認した。柱間ੇ法は、東西 3N（10 ई）、南北
 2.7N（9 ई）。柱掘方の平面は隅丸方ܗからପԁܗで、
東西 0.7～1.0N、南北 0.8～1.0N、ਂさは 35ᶲ。南に続
く柱݀のఆҐஔは東西溝 SD11907 にഁյされ͓ͯり検
出できなかった。たͩし、SD11907 の南で検出できな
かったたΊ、南北は࠷大 2 間と͑ߟられる。調査区西֎
に続くと͑ߟられる。
　東北隅柱の 1 間西と 1 間南のൈऔ݀でڽփؠを検出
した。そのうち、東北隅柱Αり 1 間西の柱݀を掘し
た。出土したڽփؠは一ลが 40～50ᶲのܗ֯ࡾをఄしͯ
͓り、その上面は平ୱで、ްさ 20ᶲ程ある大ܗの
のである。また、ڽփؠのԼから瓦片出土し、ಉ時
にࣺͯこまれたのと͑ߟられる。遺構の検出ঢ়گから
は、ଞの掘立柱建物群、掘立柱塀とのઌ後関は不明で
ある。東北隅柱の 1 間南の柱݀では、ܘ 20ᶲのԁܗ
のڽփؠと、一ล 15～20ᶲの方ܗのڽփؠを確認した。
SB11925 あるいは周ลの建物でڽփؠを༻いͯいたՄ
性がある。
東西掘立柱塀SA11929　　調査区中ԝで検出した東西方
の掘立柱塀。5 間、 13N を確認した。東西とさ
らに東・西へは続かないとみられる。柱掘方の平面は隅
丸方ܗで、一ล 1.0～1.2N、っと良に遺存する東
の柱݀のਂさは 85ᶲ。柱間ੇ法は 1.5～3.0N（5 ～ 10

ई）と柱間にΑっͯ大きくҟなる。1 番東の柱݀はٯʮしʯ
のࣈঢ়のా境にҐஔするたΊ、柱݀の西半が平されͯ
いる。
　このうち、東から 1・2 基目の柱݀でஅׂ調査を͓こな

った。ງ方のਂさは、東の柱݀は遺構検出面Αり 85
ᶲ（ਤ 85 の 3ô3�、1L.38ô5、ງ方ఈ面は̝ʹ 68.0N）、2 基目
の柱݀は遺構検出面Αり 20ᶲ（ਤ 85 の SôS`、ງ方ఈ面は

̝ʹ 68.1N）である。ງ方ఈ面のඪ高がほ΅ಉじことから、
東から 2 基目以西の柱݀についͯچ地ද面での掘方は
遺構検出面での平面Αり大きく、ਂさຊདྷは 80ᶲ以
上あったとみられる。東の柱݀の大きさからみͯൺֱ
త大型の南北を区画する塀であったと͑ߟられる。
　柱݀は南北溝 SD11904、掘立柱塀 SA11930 とॏෳし、
これΑり新しい。
掘立柱塀SA11930　　調査区の南半で検出した南北・東
西方にฒぶ掘立柱塀。南北 11 間以上 33N、東西 2
間 6N を検出した。柱間ੇ法は南北・東西と 2.7 ～
3.0N（9 ～ 10 ई）。柱掘方の平面は隅丸方ܗで、一ล 0.7～
1.2N、ਂさは 15～80ᶲ。調査区中ԝでと͗れ北半では確
認できͣ、北方では東西に続する柱݀確認できなか
った。南北の柱݀列はগなくと 11 間はあるとみられる
が、北から 4 基目の柱݀は大土坑 SK11940 に、北から 11
基目の柱݀は東西溝 SD11907 なͲにյされ、遺存しͯい
ない。南北方の柱݀列のうち、北から 9 基目の柱݀で
東西方の柱݀列に続し、西に 2 基の柱݀が続く。こ
の柱݀列がさらに調査区の東・西֎に続き、̩ܗࣈある

図 85　東西掘立柱塀SA11929 柱穴断面図　1：60

図 86　掘立柱塀SA11930 柱穴断面図　1：60
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にฒぶ。
柱穴SP11933・11934　　調査区西南部で検出した柱݀ 2
基。調査区ࡍにҐஔし、それͧれの柱݀の東半を検出した。
柱掘方の平面ܗঢ়ははっきりとはしないが、Ͳちら隅
丸方ܗとみられ、一ล 1.0N。それͧれの柱݀の東ଆに
はରԠする柱݀は確認し͓ͯらͣ、調査区の西֎にల։
すると͑ߟられる。

4　出土遺物

　（1）土器・陶磁器
　第 653 次調査区からはཧ༻コンςφ 6 ശ、第 656
次調査区からはཧ༻コンςφ 20 ശの土器・土が
出土した。
　奈良時代の土師器・須恵器のほかは南北溝 SD11901・
11902 出土の中近世の土器・陶磁器ྨが中心で、古墳時
代の埴輪なͲをগྔؚΉ。以Լ、֤遺構・Ґ出土土器、
͓Αͼ目すき遺物についͯ記ड़する（ਤ 88～91）。
掘立柱建物SB11920 出土土器　　1 は南ଆ柱݀出土の須恵
器ഋ B ଶで、֎面શମܗのܗしないּۂ縁部が۶ޱ。֖
に降փを確認できる。2 はࣷ東北隅柱掘方出土の須恵
器高ഋのഋ部。ഋఈ部から؇やかにޱ縁部が立ち上がり、
部をわͣかにંり͛ۂる。෮ܘޱݩは 28.0ᶲ。ೈ࣭の
焼成である。ഋ̗֖のՄ性あるが、ޱ縁部の۶ۂと
部のࠟ跡తなંり͛ۂの特から高ഋのഋ部とみた。3
は北ೖଆ柱掘方出土の須恵器̗ࡼ。ମ部とޱ縁部の境に
ྏを有し、֎面にϔϥϛガΩを施す。4 北ೖଆ柱掘方
出土の須恵器ᙈ̖。ઌ行する掘立柱建物 SB11921 の東南
隅柱掘方出土のഁ片と߹した。ޱᰍ部が大きく֎し、
部をにંりฦす。ମ部֎面に平行λλΩを施し、
面はແ文ͯ۩で͓さ͑る。೪土ඥのࠟ跡が明ྎに؍
できる。色調は色をఄする。
掘立柱建物SB11921 出土土器　　5 は北ଆ柱݀出土の須恵
器ޱ。̘ࡼ縁部をわͣかにંり͛ۂる。ޱ縁部に平
ୱ面をつ。
掘立柱建物 SB11922 出土土器　　6 は北ଆ柱ൈऔ݀出土
の須恵器高ഋ。ഋఈ部から؇やかにޱ縁部が立ち上がる。
はܘޱݩ縁部にわͣかにઢঢ়のஈを有する。෮ޱ
21.0ᶲ。ೈ࣭の焼成である。7 は北ଆ柱ൈऔ݀出土の須恵
器ᙈのᰍ部。ᰍ部ܘと器นのްさからみͯ大ܘޱのᙈ̖
とࢥわれる。

（川畑　純・髙野　麗）

いはेܗࣈに続するՄ性ある。さらに調査区の南
֎に続くՄ性がある。
　南北方の柱݀列のうち、北から 1、2、5、10 基目の
柱݀と、東西方の柱݀列のうち、西から 2 基目の柱݀
でஅׂ調査を͓こなった。柱݀のਂさは、北の柱݀で
は、遺構検出面Αり 20ᶲ（ਤ 86 の TôT�）、北から 2 基
目の柱݀では 15ᶲ（ਤ 85 の SôS�）、5 基目の柱݀では
80 （ɸਤ 86 の 6ô6�、1L.38ô6）、10 基目の柱݀では 60 （ɸਤ

86 の 7ô7�、1L.39ô1）。東西方にฒぶ 3 基の柱݀のうち、
中ԝの柱݀では 60ᶲ（ਤ 86 の 8ô8`、1L.39ô2）。北の柱
݀はઙく、南にいくにつれਂくなる。このうち、北から
10 基目の柱掘方では明色࣭࠭土とփԫ色࣭࠭土が 3
～10ᶲのްさでޓにॏなる。また、西に続く柱݀で、
柱掘方の上でಉ様にԫ色࣭࠭土とにぶいԫ色࣭࠭
土がޓにॏなり、柱の設ஔが丁ೡに͓こなわれたこと
がわかる。
　奈良時代前半に埋Ί立ͯられたとみられる大土坑
SK11940 とॏෳし、これにઌ行する。塀なͲのःณ施設
であったと͑ߟられる。
大土坑 SK11940　　調査区中ԝで検出した東西 2.2N、
南北 4.0N、ਂさ 1.0N の大ܗの土坑。埋土はᶃ～ᶌ
のશ 10 にかれ、上・中・Լの 3 に大別で
きる（ਤ 87、1L39ô3）。上はᶃ～ᶄで瓦をଟྔにؚΉ。
中はᶅ～ᶉで、上ほͲ遺物をؚまないががগྔ
ࠞじる。Լはᶊ～ᶌで、をଟྔにؚΉ。上、
中の埋土からはଟྔの瓦͓Αͼᜱや土師器のᙈなͲ調
ཧに関する土器が出土した。そのたΊ、埋土をऔり上͛
ཧࣨでඍࡉ遺物のճ収を͓こなった。Լではに
ࠞじり鍛造Ṟ片なͲ鍛関の遺物が出土した。出土遺
物は奈良時代前半が主ମである。
　中ԝに東西方の൞を設ఆし、埋土を一ͣつ掘し
遺物のऔり上͛を͓こなった。Լのᶊ～ᶌは、
をଟྔにؚΉことから、গྔの埋土を࠾औしᝲにかけ
ੳしたとこΖ、鍛造Ṟ片のۚ関࿈の遺物をؚΉこと
が明した。࠷終తには൞をؚΊ掘した。
　掘立柱塀 SA11930 とॏෳし、これΑり新しい。
　　時期不明の遺構
柱穴 SP11931・SP11932　　調査区中ԝ南دりで検出し
た 2 基の柱݀。柱掘方の平面は隅丸方ܗで、一ล 0.8～
1.1N。掘立柱塀 SA11930 Αり 60ᶲ西にҐஔし、南北
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掘立柱建物 SB11923 出土土器　　8 は須恵器ᙈ̖のᰍ部
片。掘立柱建物 SB11922 出土の 7 とಉ一ݸମとみられる。
東ଆ柱݀出土。10 は東ଆ柱݀出土の須恵器ഋ̗のఈ部。
高がఈ部の۶ۂ部につく。
掘立柱建物SB11919 出土土器　　11 は北ଆ柱݀出土の須
恵器ഋ̗のఈ部。高がややଆにつき、ೈ࣭の焼成で
ある。
東西掘立柱塀SA11929 出土土器　　12 は東から 3 基目の
柱݀出土の須恵器ഋ̗のఈ部。高がఈ部の۶ۂ部に
つき、֎面શମに降փを確認できる。

掘立柱塀SA11930 出土土器　　9 は北から 7 基目の柱݀出
土の須恵器ഋ̗֖のޱ縁部。ޱ縁部が۶ۂする。
　以上の1～12の土器はいͣれ奈良時代の特をࣔす。
南北溝SD11901 出土土器　　ᔱᕕ前後のいͣれのから
近世の土師器・瓦࣭すりു・陶磁器がଟྔに出土しͯ
いる。
南北溝SD11902 出土土器　　上・中・Լから、奈
良時代の土師器・須恵器ととに中近世の土師器・瓦࣭
土器・陶磁器が出土した。13 はԼ出土須恵器ഋ B ֖。
14 はԼ出土須恵器̗ࡼ。ఈ部中心がԼ降し、高部Α

図 87　大土坑SK11940 断面図　1：20

Ｙ-17,866

Ｈ=68.00ｍ

Ｈ=67.50ｍ

Ｙ-17,865

㹃 㹕

Ｙ-17,866 Ｙ-17,865

Ｈ=68.00ｍ

Ｈ=67.50ｍ

̮ɹ ̮`

̭`̭

㹃㹕

上層 中層 下層
0 1㹫

①

②

③ ④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑨

②

③

④

⑥

⑦
⑧

⑧
⑨

⑩

⑨

⑨⑩



103ᶘ　平城京と寺院の調査

りい。ೈ࣭の焼成である。 
大土坑SK11940 出土土器　ཧ༻コンςφ 5 ശの土器・
土が出土した（ਤ 89・90）。15～23 は土師器、24～42
は須恵器。
　15・16 はഋ̘。15 はຎ໓にΑり調不明ͩが、16 は
֎面ମ部Լ半にϔϥϛガΩを施す。17 はഋ̖。ޱ縁部
面に࿈҉ހ文と一ஈ์ࣹ҉文を施す。֎面は B0 ख法。
18・19 は̖ࡼ。いͣれ面に҉文を施す。20 はᙈ̖。
֎面にॎ方のϋέϝ調、面にԣ方のϋέϝ調
を施す。֎面にεεが付ணし、༻されたࠟ跡をࣔす。
21～23 はᜱ。21 はମ部。֎面はϋέϝ調、面はϔϥ
έズリのちφσ調。22 はኈ部のഁ片。֎面とφσ
調。23 はఈ部からኈ部のഁ片。֎面はϋέϝ調、
面はϔϥέズリ調。

　24～26 はഋ̗֖。24 は平ୱな部からޱ縁部が۶ۂし、
部をԼ方にંり͛ۂる。降փ͓ΑͼॏͶ焼きࠟ跡が確
認できる。25 は、ፏ平なܗଶで部֎面はϩΫϩέズリ。
縁部に降փ͓ΑͼॏͶ焼きࠟ跡が確認できる。26ޱ は
部֎面にϔϥέズリを施す。ๅचつまみをషり付ける。
27 はഋのޱ縁部からମ部。28 は̘ࡼ。ఈ部֎面にϔϥ書
きが確認できる。29 はᆵまたはළྨのޱ縁部。30 はു̖。
֎面のޱ縁部からମ部にϔϥϛガΩを施す。31 はു ' の
ఈ部。32～35 はᆵのఈ部。いͣれ٭部をつ。35 は
面にಉ心ԁঢ়のͯ۩ࠟ跡が確認できる。36・37 は平ఈ
のᆵのఈ部。面に降փやεεのࠟ跡が確認できる。い
ͣれ面に色物が付ணし、ಔなͲのۚଐを༹ղした
ࠟ跡のՄ性がある。38 はᙈ̖のޱ縁部。39 はᙈ̘のޱ
縁部。ݞ部֎面に平行λλΩが確認できる。40 はᙈ̖の

図 88　掘立柱建物SB11919・11920・11921・11922・11923、東西掘立柱塀SA11929、掘立柱塀 11930、南北溝SD11902 出土土器　1：4
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ᰍ部。֎面は格ࢠ目ঢ়λλΩ、面はͯ۩ࠟ跡のφσ
ফしが確認できる。41・42 は須恵器൫̖のఈ部。41 は֎
面ϔϥέズリののち、φσ調を施す。面はϔϥέズ
リ調。42 は֎面とϩΫϩφσ調。
　以上のΑうに、大土坑 SK11940 からは৯器ྨのほか、
土師器のᜱ・ᙈや須恵器のു ' なͲ調ཧに関する土器、
ۚ関࿈に༻されたՄ性がある須恵器なͲ、特త
な土器ྨが出土した。年代は奈良時代前半が主ମで、後
半以降ののをؚまない。
南北溝SD11905 出土土器・陶器　　近世の土師器・છ付、
古代の須恵器・土師器・փ釉陶器が出土しͯいるほか、
飛鳥時代にଐする須恵器ԣළ・ഋ̝・か͑りのあるഋ̗
֖片なͲが出土しͯいる。ഋ̝やか͑りのあるഋ̗֖の

出土から、調査区周ลで隅寺（海龍王寺）に関࿈する時期
の遺構・遺物の存在をうかがわͤる。
南北溝SD11904 出土奈良三彩・緑釉陶器　　このほか目
すき遺物としͯ、南北溝 SD11904 から奈良࠼ࡾ・釉
陶器が出土した（ਤ 91）。43～45 はළ・ᆵ・ുなͲ༰器の
ମ部のഁ片。43 は֎面に釉・釉を施し、面はφσ
調で、釉は確認できない。44・45 は֎面に୶色の白
釉と釉を施し、面φσ調で、釉は確認できない。
　46～48 はいͣれ୶色の釉を施す釉陶器。いͣれ
֎面にઢを施し、面に釉は確認できない。47 はಁ
かしঢ়の૭部でଆ面に釉が確認できる。Ԭ京期以
降に出現する釉୯࠼陶器のՐࣷ（෩）のՄ性があ
る2）。46 はઢのՕ所が۶ۂしଞとҟなるが、47・48 は
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図 89　大土坑SK11940 出土土師器　1：4
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図 90　大土坑SK11940 出土須恵器　1：4
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ಉ一ݸମのՄ性がある。
　49 は小ᆵのޱ縁部か。֎面とφσ調ののち釉
を施す。また、֎面と土のද面にはബい色の物
࣭が確認でき、その上に୶ԫ色釉を施す。50 はՐࣷ（෩

）、しくはළのఈ部から٭部。֎面は釉を施し、
面はϩΫϩφσ調で、釉は確認できない。51 はළ
のମ部。֎面に୶色の白釉͓Αͼ釉・釉を施す。
また 2 ຊのઢが確認できる。面はϩΫϩφσ調で
ある。
　南北溝 SD11904 からはこのほかに、奈良時代から平安
時代前期にかけͯの土師器・須恵器・黒色土器̖ྨが
出土した。
　これ以֎の目すき遺物としͯ、࣫付ண土器 20 、
ԁ面ݛ 1 、స༻ݛ 1 、փ釉陶器 3 、౮明器 18 が
出土した。
　（2）瓦磚類
　調査区શମから出土した瓦磚ྨの֓ཁはද 12 のと͓り
である（大土坑 SK11940 出土をؚΉ）。 丸瓦 3697 、
457.6ᶵ、平瓦 11642 、 1191.9ᶵ、磚 15 、 10.2
ᶵが出土した。そのはਤ 92 のと͓りである。丸瓦・
平瓦とに調査区東半からの出土がଟいが、そのଟくが
南北溝 SD11901 と南北溝 SD11905 からの出土である。
また調査区南の東西溝 SD11907 ͓Αͼ近現代の遺物แ
ؚからଟくの瓦が出土した。これらはいͣれ近世
以降の遺構ならͼにแؚである。古代の遺構に関わる

（丹羽崇史・小田裕樹）

のでは大土坑 SK11940 からଟくの瓦が出土した。
　軒丸瓦は飛鳥時代のの 1 、奈良時代のの 39 、
平安時代のの 4 、חからࣨ町時代のの 5 、ߐ
時代ののށ 20 、時代不明のの 10 のܭ 79 が出
土した。軒平瓦は飛鳥から奈良時代のの 26 、平安時
代のの 1 、ח時代のの 4 、ࣨ 町時代のの 4 、
時代ののށߐ 10 が出土した。そのほか軒平瓦に古代
とみられるの 2 、中世とみられるの 6 、時代不
明のの 11 があり、軒平瓦の߹ܭは 64 である。ま
た軒ࢅ瓦が 3 出土した。
　以Լ、主ཁな遺構͝とに出土した瓦を報告し、แؚ
やཚ出土ののを࠷後にまとΊͯ報告する。
大土坑SK11940 出土瓦　　軒瓦の型式・種・͓Αͼ
丸瓦・平瓦の・ॏྔをද 13 に、࣮ଌਤをਤ 93・94
にࣔした。出土した丸瓦は 645 、 86.0ᶵ、平瓦は
1367 、 190.2ᶵで、軒丸瓦は 12 、軒平瓦は 17 
である。大土坑 SK11940 は大きく 3 にかれるが、と
くに上からଟくの瓦が出土した。
　 軒 丸 瓦 は 6271C が 1 、6276( が 2 、6285A が 7
、6301A が 1 、6301D が 1 出土した。1 は 6271C。
藤原宮式でٱถ瓦窯産である。શମがややຎ໓し͓ͯり
調なͲのৄࡉは不明。土にཻ࠭をଟྔにؚΉ。2 は
6276(。藤原宮式で高・ๆ寺瓦窯産である。瓦ཪ面
は部తにέズリで上͛る。֎周部にはᝎのたり
のࠟ跡がみられる。2 出土し͓ͯり、Ͳちら瓦面

図 91　南北溝SD11904 出土奈良三彩・緑釉陶器　1：4
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にはෳのᝎইがみられる。
　3～5 は 6285A。Վඣ西瓦窯産で 6667A と組み߹う。3
は瓦面が 4.5ᶲほͲとްい。瓦ཪ面をφσで上͛わ
ͣかにۼまͤる。丸瓦のઌ上部は丸みをଳͼ、֎面に
߹༻のࠁみをೖれる。4 は瓦面 2.0ᶲほͲとബい。瓦
ཪ面がۼΉほͲڧくφσつけ、さらに周縁にわͣかに
έズリを施す。丸瓦との߹部は߹೪土がগなくほ
΅֯をなす。֎周部にはᝎのたりのࠟ跡がみられ
る。5 は瓦面のްさ 3.0ᶲほͲ。丸瓦のઌはほ΅֯
で֎面にわͣかにࠁみをೖれる部がある。不明ྎであ
るが 3 ˠ 4 ˠ 5 のॱでᝎইが進行するとみられる。
　6 は 6301A。ڵ寺の建瓦で 6671A と組み߹う。瓦
ཪ面はϢϏΦαΤで上͛るが目ࠟはみられない。
֎周部にはᝎのたりが確認できる。ややવとしな
いがݦ著なᝎইは確認できない。7 は 6301D でڵ寺式
軒丸瓦である。ڵ寺建時にややれͯิ༻としͯ
されたのとされる。શମతにຎし͓ͯり調な༺
Ͳのৄࡉは不明。
　軒平瓦はॏހ文軒平瓦が 14 、6667A が 1 、6671A
が 2 出土した。8・9 は࢛ॏހ文軒平瓦である。瓦面
શମがっ͓ͯらͣހઢ෯にΑる෮ݩではあるが、8 と
ಉ様のހઢ෯ののが 4 、9 とಉ様のހઢ෯ののが 7
ある。そのほか࢛ॏހ文ではあるがຎ໓にΑりހઢ෯
が不明なのが 1 ある。8 とಉ様のހઢ෯ののは 7.5
～9.5ᶲの೪土൘をషり付けͯஈֺを成ܗする。9 とಉ様
のހઢ෯ののはֺ部が存するのがなくֺ部෯は不
明である。いͣれֺ部が剥しͯいるのがଟく、平
瓦部のತ面ଆとなる面にはॎೄλλΩ、斜格ࢠλλΩ、
格ࢠঢ়ࠁみ目をೖれるのがありֺ部の߹をڧΊるた
Ίのとみられる。ֺ部成ܗのたΊషり付けた೪土൘
のԜ面ଆとなる面にはࢳࠟが明ྎにみられるのが

図 92　瓦の出土重量分布
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表 12　第 653・656 次調査出土瓦磚類集計表

丸瓦 平瓦
ॏྔ 1191.947ᶵ
 11642

磚
10.235ᶵ

15

凝灰岩
4.374ᶵ

8
457.583ᶵ

3697

時代・型式 点数種 時代・型式 種類点数種 点数
飛鳥 1
6138

6271

A

A

A

C
6282 BB

(
)

不明

不明

A 

A 

2

1
1

2
1
1

6285 8
4

1
2

6301

奈良
平安
中世

ށߐ

（中世）
（ށߐ） 　
　 （時代不明）

2
D 2

12
4

4
1

17
1
3

時代不明 9
ށߐ 2
時代不明 1

ॏހ文 16
6667
6671
6679

A

A
6721 C

A
3

1
4

1
1
1

4
2

4
6

奈良
平安

中世

ח
古代

ށߐ 10
11時代不明

79

64

軒丸瓦 軒平瓦 その他

軒丸瓦ܭ 3軒ࢅ瓦ܭ

軒平瓦ܭ

時代・型式 点数
軒桟瓦

ࣨ町

印（丸瓦）ࠁ 2
　　　（平瓦）

ϔϥ書（丸瓦）
　　　　（平瓦）

瓦（平瓦）࠼ࡾ

3

3
2

1
3
2

5
1

1
7

َ瓦（中世）
　　　（近世）

面ށ瓦

ᗌే瓦
隅平瓦

ৼ瓦أ 4
2෬間瓦

ശᗌే瓦

3

15
1

1
1

目൘瓦

釉水波文磚

༻్不明ಓ۩瓦
水ฦ付瓦

釉ࠁઢ文磚 1

瓦ԁ൫

表 13　大土坑SK11940 出土瓦磚類集計表

丸瓦 平瓦
ॏྔ 190.246ᶵ
 1367

86.035ᶵ
645

時代・型式 点数種 時代・型式 種類点数種 点数
6271 1
6276 (

C
2

文ހॏޒ 2
文ހॏ࢛ 12

6285 A 7
6301 A 1

A 1

D 1
6671
6667

A 2

12

軒丸瓦 軒平瓦 その他

軒丸瓦ܭ 17軒平瓦ܭ

印（丸瓦）ࠁ 1

1
4
1

面ށ瓦 5
磚 1

（平瓦）
ϔϥ書（丸瓦）

ᗌే瓦
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図 93　大土坑SK11940 出土瓦（1）　1：4
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図 94　大土坑SK11940 出土瓦（2）　1：4（9～12）　1：5（13～18）
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あり、ֺ部の೪土൘は೪土մからࢳにΑりり出した
ことがわかる。また 8 では平瓦部とֺ部に一࿈で 2.1～2.5
ᶲのをあけその中にԁ柱ঢ়の೪土մをࠩし込んでいる。
平瓦部とֺ部の߹をڧ化するたΊのであΖう。10
はޒॏހ文軒平瓦である。ࠟࠎと೪土൘の߹わͤ目が
みられ、೪土൘Գ巻造りでの成ܗにΑる。ֺ部はさ 8.5
～10.0ᶲの೪土൘をషり付けͯஈֺを成ܗする。ֺ部に
部と一࿈のॎೄλλΩࠟがる部があり、Գから
のׂの前にֺ部を߹したことがわかる。Ԝ面の瓦
付近のみڧくϤコέズリを͓こなう。
　11 は 6667A。ઌड़の௨りՎඣ西瓦窯産で 6285A と組み
߹う。ද面はຎ໓し͓ͯり調なͲのৄࡉは不明。12 は
6671A。ઌड़の௨りڵ寺の建瓦で 6301A と組み߹う。
ֺ部はஈֺでさは 8.0ᶲ。ֺ面から平瓦部ತ面にかけ
ͯϤコφσするが、一部でೄλλΩのࠟ跡がる。Ԝ面
には目がり瓦付近の 3.0～4.0ᶲをϤコέズリする。
ࠟࠎはવとしない。瓦ଆ面から平瓦ଆ面にかけͯ
λςέズリする。
　これらの軒瓦のうち 6276( の 1 、6301A の 1 、ॏ
文軒平瓦のހ 1 が中からの出土で、そのほかはいͣ
れ上からの出土である。
　6285Aô6667A の組み߹わͤは平城瓦編年のᶘô1 期に、
それ以֎はいͣれ藤原宮式またはᶗ期にҐஔͮけられ
る。中にؚまれる軒瓦が相ରతにগないので確ఆは
しいが、ଞの瓦Αり相ରతに新しい 6285Aô6667A の
出土が上に限られることは、上と中が埋Ίられた
年代に։きがあったՄ性をࣔࠦする。たͩし発掘調査
時の所ݟとしͯ上は掘りしにΑるのではなく中
から一࿈で埋Ίられたのとみられることから、瓦の年
代ࠩを遺構の年代ࠩと݁ͼつけるのしい。あるいは
出土Ґと瓦の年代ࠩの関を有ҙとみなすのであれ、
時のまとまりのҧいとغされͯいた建物のҧいがഇ༺
しͯ現れたՄ性ఆできる。
　ಓ۩瓦としͯ༻్不明のକ瓦ঢ়ののがある。௨ৗの
平瓦にྨࣅするがશମとしͯ一ఆのۂで؇やかなހঢ়
をなすのではなく、ଆ部付近でのみややڧく۶ۂし、
そのଞの部はほ΅平ୱとなる。15 あり、ॎԣとに
存する存するのはないが、෯は 13 で 27.4ᶲ、さ
は߹関がややવとしないが 14 で 40.4ᶲである。
いͣれ焼成がくද面のຎ໓が著しいがԜ面は目ࠟ

をし、ತ面にはॎೄλλΩࠟがる。೪土൘の߹ࠟ
とみられる部をすのがあり、ͩとすれ௨ৗの平
瓦とಉ様のख法で成ܗした後に、一部を平ୱにしͯܗ
したのとఆできる。༻్は確ఆできないがܗଶから
大౩の࠷上ஈにͤࡌる෬間瓦ঢ়の༻法がఆできる。
　ϔϥ書き瓦としͯ、15 は丸瓦Ԝ面にʮेʯࣈを記す。
16 は平瓦Ԝ面にʮʯに一をՃ͑たࣈを記す。ʮਇʯࣈ
からʮՓʯをলུしたのとされる 3）。そのଞの文ࣈは
ಡできない。
　17 は丸瓦ತ面のଆ縁部付近にܘ 3.6ᶲのԁܗのࠁ印を
つ。ԁܗのࠁ印としたがۼみ部にԁހঢ়をなすέズ
リࠟがみられることから、Կらかの۩をͯͯճసを
Ճ͑りऔったのとみられる。18 は平瓦ತ面のଆに
ԁܗの۩のଧち込みࠟがฒんでみられる。ԁܗのଧち
込みࠟはܘ 2.5ᶲほͲでॏなりつつ 7 ฒんでいる。ଧちݸ
込みࠟのは平瓦ଆ縁のέズリにΑっͯられる。一部
では面に目ࠟがみられることからの۩をଧち
付けたのであることがわかる。平瓦Ԝ面にはࠟࠎが
あり平瓦の成ܗは೪土൘Գ巻造りにΑるのͩが、この
ԁܗのଧち込みは平瓦ತ面のλλΩの後に͓こなわれそ
の後平瓦ׂにとないられͯいる。こうした造作の
目తは不明である。
東西掘立柱塀 SA11929 出土瓦　　ਤ 95 の 19 は東の柱
ൈऔ݀から出土した 6285A である。શମతにຎ໓し͓ͯ
り調は不明である。
南北溝SD11904 出土瓦　　6667A が 1 出土した。
掘立柱建物 SB11920 出土瓦磚　　20 は北ೖଆ柱の東か
ら 3 基目の掘方から出土した釉水波文磚である。࢛ล
すͯがࣦわれͯいるたΊਖ਼Ґஔは不明であるが現存
22.4ᶲ、現存෯ 12.6ᶲ、ްさ 5.0ᶲである。ද面には部
తに釉がる。釉の遺存ঢ়ଶが不良なたΊৄࡉは
વとしないが、色の発色がೱい部とややബい部が
あり、ೱ୶のҧう 2 種の釉が༻いられたՄ性ある。
土はਫ਼良で釉ༀがみられない地の部はਂい明ԫ色
である。ཪ面には目ࠟがる。
　ද面には水波文がઢࠁされ、中ԝΑりややدった一部
が山ঢ়に高くり上がる。り上がりのൣғはॎ 7ᶲ、
ԣ 5ᶲほͲで、高さは現ঢ়でっと高い部で 0.7ᶲほ
Ͳであるが、部をࣦܽし͓ͯりຊདྷはっと高くり
上がるのとみられる。ඌࠜと୩ঢ়のද現が認Ίられ、
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図 95　その他の遺構・包含層出土瓦磚類　1：4
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山をදしたのと͑ߟられる。山とそれをऔり巻く水波
文のද現から、須山を中心に山と海がزॏにऔりғ
Ή山ീ海をද現したのと͑ߟられる。
近世以降の遺構出土瓦磚　　南北溝 SD11901 からは奈良
時代からށߐ時代までの瓦が出土した。軒瓦では奈良時
代ののは 21 の 6679A が 1 出土した。ֺ部のܗଶは
ஈֺで、平城瓦編年ᶘô2 期にҐஔͮけられる。平安時代
ののは軒丸瓦が 1 出土したが、ࡉ片のたΊৄࡉは不
明である。ח時代からࣨ町時代ののは 22 の文軒丸
瓦が 1 出土した。ށߐ時代ののは軒丸瓦 8 （うち 6

が文軒丸瓦、2 は文様不明）、軒平瓦 4 、軒ࢅ瓦 2 
が出土した。ଞに中世のَ瓦が出土した。23 はَ瓦の
֎縁のच文部で、ଞにಉ様ののが 1 ある。
　南北溝 SD11902 からは 6285 型式（種不明）が 1 、
6667A が 1 、ࡉ片であるが平安時代とみられる軒丸瓦
が 1 出土した。
　南北溝 SD11905 からは飛鳥時代からށߐ時代までの瓦
が出土した。24 は֯च型式のૉห 8 ห࿇華文軒丸瓦
である。Ԟ山ഇ寺ᶘ B 式とಉᝎ 4）ͩがࡉ片のたΊৄࡉは
不明である。25 は 6282BB である。瓦ཪ面の丸瓦߹
部は߹೪土がଟくްखで瓦ཪ面から֯に立ち上が
り、߹部の平面ܗはܗঢ়をなす。遺存ঢ়ଶが良な
のではいͣれᝎইは認Ίられない。平城瓦編年ᶘô2
期の生産でߖ宮またはʮ宮寺ʯ時に༻されたのと
みられる。軒平瓦は 6671A が 1 出土した。そのほかח
からࣨ町時代の文軒丸瓦が 2 、ށߐ時代の文軒
丸瓦が 1 、時期不明の文軒丸瓦が 1 、中世のَ瓦
が 1 出土した。
包含層および攪乱出土瓦磚　　26 は 6138A。୯ห࿇華文軒
丸瓦で間หはくܗ֯ࡾঢ়をఄし、ห区શମが高くり
上がる。3 が出土したがいͣれࡉ片化またはຎ໓の
たΊ作ٕ法や調のৄࡉは不明。3 とแؚ͓Α
ͼচ土からの出土。平城瓦編年ᶚô1 期にҐஔͮけられる。
27 は 6282( で 28 は 6282)。Ͳちらแؚ出土で平城
瓦編年のᶘô2 期にҐஔͮけられる。29 は 6721C。瓦面
の大半がࣦわれͯいる。ֺ部はۂઢֺである。6282B と
組み߹い平城瓦編年のᶘô2 期にҐஔͮけられる。30 はच
文縁文ࣈ文軒丸瓦で瓦にʮ法ʯの古ମࣈを০る。丸瓦
߹式であることを確認できるが、そのଞの作ٕ法な
Ͳは不明。ༀ師寺にಉᝎྫがある（h ༀ師寺発掘調査報告ʱ

の 96）。平安時代後半。そのほか軒瓦では 6282BB が 1 、
時ށߐ。時代の軒丸瓦・軒平瓦が出土したށߐからח
代の軒瓦はとくに調査区南付近からの出土がଟく、َ
瓦 2 ؚまれる。
　31 はࠁઢ文磚で調査区北部のཚ坑から出土した。
現存 6.5ᶲ、現存෯ 8.7ᶲ、ްさ 4.4ᶲ。֯はࣦわれͯい
るが二ลが遺存する。土はਫ਼良で釉ༀがみられない地
の部はփ白色である。ද面には 4 条のฒ行するࠁઢ文
とそれにަする 3 条のࠁઢ文が区画をけͯされる。
ઢの間ִはࠁ 1.0ᶲである。ද面શମが施釉されͯいた
とみられるが、現ঢ়ではਤࠨ上の区画のみԫ色から色
をఄし͓ͯり、ӈԼの区画ではવとしない。ຊདྷはฒ
行するࠁઢ文が施される区画͝とに釉とԫ釉でృり
けられͯいたとみられる 5）。
　ଞにཚ坑Αり࠼ࡾ瓦が 1 出土した。
　（3）木製品・金属製品・石製品ほか
　鉄֯ఝ、片、᯿Ӌޱ、ఏがগྔ出土し͓ͯり、
いͣれࡉ片でਤ化できるのはない。このほか、掘
立柱建物 SB11918 の柱݀から水থのࡉ片、掘立柱建物
SB11925 の柱݀からૅ൘とࢥわれる石ࡐ出土しͯいる。
　目されるのは、大土坑 SK11940 から出土したۚ関
࿈遺物である。埋土を࣋ちؼっͯ 0.5ᶱϝοシϡのᝲにか
けたとこΖ（ද 14）、᯿Ӌޱ片、鉄滓やಔ滓、鍛造剥片、
を確認できた（1L.45）。᯿Ӌޱは͝くඍࡉな小片 9
のみで、શ༰は不明。鉄滓は߹ܭॏྔ 366.1H で、っ
とりの良いܗ鉄滓はܘ 10.7ᶲ、ްさ 3.9ᶲ、ॏさ
245H。ಔ滓はඍྔで色をఄする。ಔ滓が付ணした須

（川畑）

表 14　大土坑SK11940 出土冶金関連遺物一覧

鍛造剥片 鉄　滓 木　炭 そ の 他

② 層 ʕ ʕ 0.41H

③ 層 ʕ ʕ 0.60H

④ 層 0.11H ʕ 1.78H

⑤ 層 0.09H ʕ 3.57H

⑥ 層 ʕ ʕ 0.01H

⑦ 層 ʕ ʕ 0.88H

⑧ 層 15.93H 355.00H 255.84H ᯿Ӌޱ片、ಔ滓

⑨ 層 2.03H 7.10H ʕ 安山ؠ片

⑩ 層 3.12H 4.00H 62.00H ᯿Ӌޱ片、औළ、ಔ滓

21.28H 366.10H 325.09H

層 位 名

下

層

合　計

上

層

中

層
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恵器ᙈのମ部片が 1 あり、औළにస༻したのͩΖう。
鉄鍛をࣔす鍛造剥片は 1ᶱ前後の小片ͩが、とと
に֤から出土した。な͓、ᶄ͓Αͼᶋからは安
山ؠ片が出土し͓ͯり、ඃࠟやᏏଧࠟは認Ίられない
が、ۚচ石のഁ片のՄ性あΖうか。 （和田一之輔）

5　遺構変遷・考察

　（1）遺構変遷
古代の遺構　　調査区中ԝにあるా境の北と南では古代
以前の遺構がॏෳしͯいないたΊ、調査区の北半と南半
でそれͧれの遺構変遷を検౼する。
　北半では、南北溝 SD11903、掘立柱建物 SB11918 ～
11924 を検出した。これらはޓいにॏෳし͓ͯり、ઌ後
関  は SB11924 ˠ SB11923 ˠ SB11922 ˠ SB11921 ˠ 
SB11920 ˠ SB11919 または SB11918 とఆでき、SD11903
は SB11918・11919 Αり前に։・埋立ͯされͯいる。
　柱݀のنについͯは、ॳ期に建設された掘立柱建物 
SB11922 ～ 11924 の掘方のਂさは検出面から 35～60ᶲで、
後続する掘立柱建物 SB11918 ～ 11920 の掘方のਂさが検
出面から 60～80ᶲであるのとൺͯઙい。また、掘方の
平面نは、SB11918 ～ 11920 はลが 1.0～1.2N であ
るが、SB11922・11924 は一ล 80ᶲほͲ、SB11923 は小
さい柱݀では一ล 70ᶲほͲで、SB11918 ～ 11920 とൺ
ͯ小さい。さらに、SB11918・11920 の一部の柱݀では、
柱のԼに平瓦を敷くがڞ௨する。
　こうした柱掘方の平面نや柱ਾ͑付け方法のҧいか
ら、ॳ期に建設した建物は、柱ܘが小さいたΊに柱掘方
の平面ن小さく、ਂઙかったが、後の建物は柱
、大きくنが大きくなったたΊに、柱掘方の平面ܘ
ਂਂくなり、さらにԼରࡦとしͯ石ࡐや瓦を༻
したՄ性が͑ߟられる。こうした建物نの変化は掘
立柱建物の建設のॱংと߹する。
　これらの掘立柱建物の柱݀から出土した土器はすͯ
奈良時代にଐする。またいͣれਖ਼方Ґで建設されͯい
る。そのたΊこれらの掘立柱建物はいͣれ奈良時代の
のと͑ߟられる。たͩし、ॏෳする建物のがଟいこ
とから、奈良時代のみではなく、一部は平安時代にٴぶ
Մ性൱ఆできない。
　南半では、南北溝 SD11904、掘立柱建物 SB11925、東
西掘立柱塀 SA11929、掘立柱塀 SA11930 ͓Αͼ大土坑

SK11940 を検出した。これらはॏෳ関と出土遺物の年
代から、SA11930 ˠ SK11940 ˠ SD11904 ˠ SA11929 と
変遷する。SB11925 の時期ははっきりしないが、出土遺
物の年代から SA11930 Αり新しいとみられる。
中世以降の遺構　　中世ࠒの遺構は、南北溝 SD11902・
11905 である。これらはॏෳし͓ͯらͣ、ઌ後関がは
っきりとしない。
　近世以降の遺構は、南北溝 SD11901、土坑 SK11941・
11942 である。南北溝 SD11901 が埋Ί立ͯられた後に、
SK11941・11942 が掘りこまれ、周ลの瓦や土器なͲをࣺ
ͯこんͩとみられる。
　（2）南北溝SD11901～11903 の検討
　南北溝 SD11901～11903 はほ΅ಉҐஔに掘られた南北
溝で、調査区北半では 3 条の溝がॏなる。っと新し
い SD11901 は、SD11902 を埋Ί立ͯ、近い時期に掘り
したのと͑ߟられる。SD11901 が SD11902 を౿ऻ
したのとすれ、現ঢ়調査区の中ԝ付近でと͗れる
SD11901 はॳさらに南ଆに続いͯいたが、後世の平
にΑりࣦわれたことになる。
　一方、南北溝 SD11901・11902 と南北溝 SD11903 の関
は、ᶃ SD11901・11902 が SD11903 の流路を౿ऻした、
ᶄ SD11903 が一ഇઈし、後世に SD11901・11902 を։
した、の 2 つのՄ性がある。
　 ᶃ の 南 北 溝 SD11903 の 流 路 を ౿ ऻ し ͯ い た  ߹、
SD11903 を埋Ίた後に掘立柱建物 SB11918・11919 が建
ͯられͯいるたΊ、SB11918 あるいは SB11919 の東にҐ
ஔを変͑ͯ SD11903 に代わる南北溝が掘られたと͑ߟら
れる。現ঢ় SD11903 の南は調査区中ԝ付近でと͗れる
が、SD11901・11902 とಉ様に調査区の南までほ΅ઢに
ԆͼͯいたՄ性がある。その߹、調査区を東西にԣ
அする掘立柱建物 SB11925 や東西掘立柱塀 SA11929、掘
立柱塀 SA11930 とॏなるたΊ、調査区શମの遺構の造Ӧ
とഇغのॱংを推ఆすることができる。
　南北溝 SD11903 からは年代が確ఆできる遺物が出土
しͯいないたΊ、時期の確ఆがࠔである。一方、掘
立柱建物 SB11925、東西掘立柱塀 SA11929、掘立柱塀
SA11930 からは奈良時代の土器が出土しͯいる。また、
これらの後に掘される大土坑 SK11940 から奈良時代
前半を主ମとする遺物が出土しͯいるたΊ、SA11929・
11930 奈良時代前半とみられる。遺構のॏෳ関から
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SD11903 がそれら以前に造Ӧされ、そのまま流路が近世
にくく、SA11929͑ߟまで౿ऻされたとはࠒ あるいは
SB11925 のഇઈ後に SD11903 が։されたと͑ߟられ
る。その߹、北ଆにある掘立柱建物群のうち、確࣮に
SD11903 Αり新しい SB11918・11919 は、南ଆの掘立柱
建物、掘立柱塀群がഇઈした後の造Ӧとなる。SB11920
～11924 についͯはີݫにはઌ後関を確ఆできないが
北ଆの掘立柱建物群はൺֱత近い時期に建ͯସ͑られた
と͑ߟられるので、大きな時期ࠩはないのとみられる。
そうすると、奈良時代前半ࠒにまͣ調査区の南半で土地
ར༻が࢝まり、これらのഇઈ後に、SD11903 の։と、
調査区西北部の掘立柱建物群の造Ӧが͓こなわれたと推
ఆできる。
　以上から、東西掘立柱塀 SA11929 あるいは掘立柱建
物 SB11925 のഇઈ後に南北溝 SD11903 が։されたと
た߹、検出した遺構は大きく͑ߟ 3 ஈ֊の変遷とし
ͯཧղすることがՄとなる（ਤ 96）。すなわちᶗ期：
調査区南半の遺構群のஈ֊（掘立柱塀 SA11930・大土坑

SK11940・南北溝 SD11904・東西掘立柱塀 SA11929・掘立柱建

物 SB11925）、ᶘ期：調査区北半の遺構群のஈ֊（掘立柱建

物 SB11920 ～ 11924・南北溝 SD11903）、ᶙ期：調査区北半
の 2 ౩の東西౩掘立柱建物のஈ֊（掘立柱建物 SB11918・

11919）である。この߹、ᶗ期は奈良時代前半を中心と
する時期、ᶘ・ᶙ期はその後の奈良時代中ࠒ以降で、特
にᶙ期は奈良時代後半から平安時代にかかるՄ性
ఆできる。
　な͓、ᶄとした南北溝 SD11903 が一ഇઈした߹に
は、SD11903 の南の流路は SD11901・11902 とશく別で
あったՄ性がఆされる。この߹、調査区北半と南
半の遺構がॏෳしないたΊ、ઌ後関の推ఆができない
ことになり、調査区北半と南半の建物群・掘立柱塀がฒ
存しͯいたՄ性ありうる。その߹、ᶗ期とした南
半の遺構群とᶘ期とした遺構群のうちૣいஈ֊ののは
奈良時代前半にซ存しͯいたことになり、ᶗ期とᶘ期は
明確な時期ࠩとしͯは区できないことになる。
　（3）遺構変遷に関わる考察
　ᶘ期でૣいஈ֊に建設された掘立柱建物 SB11922 と
SB11924 は、柱݀のҐஔ、柱間ੇ法がಉじで、南北࣠
ほ΅ଗ͑るが、柱݀のॏෳ関Αり別時期の建物である。
建物の༻్としͯは、建物のنや柱間ੇ法が小さいこ

とから、住ۭ間としͯではなく、ྨݿなͲのՄ性が
ある。特に SB11924 は南ଆ柱の 1 間北に間柱があるとߟ
͑ると、南ଆのۭ間がさらにڱくなる。敷地に͓ける
όοΫϠードతなۭ間としͯ༻されͯいたことをࣔす
のであΖう。
　続く掘立柱建物 SB11921 はղମ後のൈऔ݀の埋Ίし
をඇৗに丁ೡに͓こなっ͓ͯり、ᶘ期のうちでっと
新しい掘立柱建物 SB11920 の建設にઌ立つ造作と͑ߟる
ことができる。掘立柱建物 SB11920 は、南北྆面ኈを
つ東西 6 間以上、柱間ੇ法 3N（10 ई）間の大型建物
である。柱掘方から釉水波文磚が出土したことから奈
良時代後半のՄ性が͑ߟられる。建物نやҐஔから
法華寺の東北部Ҭまたは海龍王寺の西北部Ҭに͓ける主
ཁな建物とみられる。֘時期にはόοΫϠードతなۭ
間から中施設をうۭ間へと、土地のར༻ܗଶが大き
く変わったことがわかる。
　ᶙ期の掘立柱建物 SB11918・11919 についͯは、ॏෳ
しͯいないたΊઌ後関ははっきりとしない。たͩし、
柱݀のҐஔや、柱݀の平面ن・柱間がほ΅ಉじで、南
北࣠をଗ͑ること、SB11918 の南ଆ柱と SB11919 の北ଆ
柱の間ִが 20 ईであることからܭ画తなஔがうかが͑
る。ಉ時期に建設され、ฒ存しͯいたとみられる。
　大土坑 SK11940 は、周ลの不ཁをࣺͯこんͩഇغ土
坑とみられ、奈良時代前半に͓ける調査区の土地のར
༻方法を検౼できるوॏな遺構である。上・中はਬ
事関࿈の土器やଟྔの瓦、Լは鍛造剥片やをଟྔ
にؚΉ。大土坑 SK11940 の周ғではਬ事施設やۚ生
産施設が存在したと͑ߟられる。掘立柱建物 SB11922・
11924 ととに֘地のόοΫϠードతな性格をࣔす
のであΖう。
　調査地周ลのঢ়گはまͩまͩ不明ながଟいが、海龍
王寺についͯはʰ続日ຊ紀ʱやਖ਼院文書なͲにʮ隅院ʯ
やʮ隅寺ʯの名で現れる。その寺Ҭの東限は東二大路
ͩが、これは平城京の条からͣれることからઌ行する
条ཬに基ͮき寺ҬがఆΊられたとされる。たͩし、法華
寺と海龍王寺、あるいはޫ明ߖ宮とʮ隅院ʯʮ隅寺ʯの
敷地の境界についͯはఆかではない。南北溝 SD11903・
11904、掘立柱塀 SA11930 は敷地の境界としͯ機しͯ
いたՄ性がある。ࠓ後はこれらの条ཬあるいは条の
ཧղにとͮくさらなる検౼をཁする。 （髙野）
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（4）大土坑SK11940 出土瓦の性格

　大土坑 SK11940 からは軒丸瓦 12 、軒平瓦 17 、ܭ
276ᶵに͓Αぶ丸瓦・平瓦が出土した。これらの軒瓦は
ઌड़の௨り藤原宮式軒瓦と平城瓦編年の第ᶘô1 期までの
のでΊられる。ᶘô1 期はཆ 5 年（721）ࠒからఱ
平ॳ಄ࠒまでの年代が༩͑られͯいる。すなわち大土坑
SK11940 出土軒瓦は 730 年代前半ࠒまでに作された
ののみでΊられることになる。瓦は௨ৗ༻期間が一
ఆ期間にٴぶのでこの年代がたͩちに大土坑 SK11940 の
掘と土器・瓦のഇغ年代をࣔすのではないが、গな
くと地に͓いͯఱ平ॳ಄ࠒまでに造Ӧされた建物に
。ྉ群とཧղできるࢿなされた瓦の࣮ଶをࣔす良༺
　出土した軒瓦のうち、6271C・6276( は藤原宮式で、ޒ

ॏހ文・࢛ॏހ文軒平瓦藤原宮・京や飛鳥地Ҭで出土
する。これらは平城京への遷都にとない地が藤原不
ൺఛとしͯ༻されるにあたりൖೖされたのとཧղ
できる。ڵ寺所༻瓦である 6301Aô6671A と 6301D 
ಉ様に不ൺఛのஈ֊で作され༻されたのであΖ
う。一方の 6285Aô6667A はᶘô1 期の生産であり、藤原
不ൺڈࢮ後にそのఛ宅をޫ明ࢠఛとしͯվஙしたࡍに
༻いられたとされͯいる 6）。
　地に͓ける奈良時代前半の大نな造Ӧ事ۀがఆ
されるのとしͯ不ൺఛ造Ӧ・ޫ明ࢠఛへのվஙとと
に、ఱ平ݩ年（729）のޫ明ࢠ立とその後のߖ宮の
造Ӧがある。軒瓦の年代؍からは 6285Aô6667A の組み߹
わͤをߖ宮の造Ӧにとなうのとղする༨地はある。

図 96　第 653・656 次調査　遺構変遷図（古代）　1：600
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ଞ方、法華寺چ境からଟ出土する 6282BBô6721C を
ᶘô2 期の生産としͯ法華寺造Ӧ以前のߖ宮にとなう
のとするཧղ 7）にଇるのであれ、その前ஈ֊にあた
る 6285Aô6667A はやはりޫ明ࢠఛにとなうのとな
る。すなわち 6285Aô6667A についͯはᶘô1 期のうちで
不ൺࢮ後、ߖ宮造Ӧまでに作されたのとしͯ
720～729 年の作とするΑり限ఆした年代をఆできる
ことになる。
　以上と͑ߟれ大土坑 SK11940 出土瓦は地が藤原不
ൺఛ・ޫ明ࢠఛであったஈ֊に༻されたのがഇغ
されたのとしͯཧղできる。ಉじく出土した৯器ྨ・
調ཧに関する土器、ۚ関࿈に༻されたՄ性がある
須恵器なͲ不ൺఛ・ޫ明ࢠఛで༻されたのとཧ
ղすることができΑう。
　大型のഇغ土坑が設けられそこにଟの土器・瓦がࣺ
ͯこまれたཧ༝としͯ、地のߖ宮へのվ変にとな
う不ཁのഇغをఆできる。大土坑 SK11940 の掘
をこのΑうにཧղするなら、それにյされる掘立柱塀
SA11930 を中心とする調査区南部のःณ施設群は不ൺ
ఛまたはޫ明ࢠఛのஈ֊の区画施設としͯཧղできる。
それらのःณ施設が SK11940 の掘後認Ίられなくなる
ことは、ߖ宮の造Ӧにあたり地の土地区画のあり方
が大きく変͑られたこと、そしͯ調査区西北部でߖ宮
やその後の宮寺・法華寺に関わり׆発な土地ར༻がなさ
れたՄ性をࣔࠦする。たͩし、ઌड़の௨り調査区北半
の掘立柱建物群と南半のःณ施設についͯは一部がซ存
するՄ性あるたΊ、確ఆできない部ଟい。こう
した大きな土地ར༻ܗଶの変遷についͯはΑり広ൣғの
調査成Ռをࢀরするඞཁがある。 （川畑）

6　まとめ

　ຊ調査は法華寺と海龍王寺のچ境界とఆされるҐஔ
でのॳΊͯの調査となった。調査では、南北溝 5 条、東
西溝 1 条、掘立柱建物 8 ౩、柱݀列 2 条、大土坑を検
出した。これらのうち、調査区中ԝで確認した南北溝
SD11903・SD11904、掘立柱塀 SA11930 は、調査区周ล
の敷地の境界ઢとしͯ機しͯいたՄ性があり、奈良
時代前半の藤原不ൺ・ޫ明ࢠのఛ宅時代の敷地のར༻
方法や、その後の法華寺と海龍王寺のچ境の寺Ҭに関
するॏཁな報をಘることができた。調査区西北部で検

出した掘立柱建物群に͓いͯは、ৄࡉな時期を確ఆでき
ないのあるが、奈良時代に͓ける׆発な土地ར༻の
ঢ়گをࣔす。その中で南北྆面ኈが付く大型の掘立柱
建物である SB11920 はཁな建物であり目される。ま
た、大土坑 SK11940 は不ൺ・ޫ明ࢠఛからߖ宮へと
地がҠり変わっͯいくࡍのഇغ土坑であるՄ性が高
く、地の土地ར༻ܗଶの大きな変化をࣔすॏཁな遺構
である。
　一方、調査区の北半と南半に͓ける遺構変遷の過程
や、南北溝 SD11901～11903、南北溝 SD11904、掘立柱
塀 SA11930 のׂについͯは、Ҿき続き検౼をཁする。
。後の調査成Ռに期したいࠓ （川畑・髙野）
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1　調査の経過

調査に至る経緯　　ຊ調査は法華寺町に͓ける事務所݉
住宅ซ༻店舗の建設にとなう事前調査とし࣮ͯ施した。
奈良県文化財อ存課（時）͓Αͼ奈良市ڭҭҕһ会との
施ਃし込みをडけ࣮ͯۀ者からのडୗ事ۀの上、事ٞڠ
奈文研がडୗ事ۀとしͯ調査を࣮施した。
作業の経過　　調査期間は 2023 年 10 月 4 日から 10 月 6
日までである。9 月 28 日に現地͓ٞڠΑͼレϕϧҠಈを
͓こなった。10 月 3 日に調査区を設ఆし、10 月 4 日には
ॏ機掘ののち遺構検出を։࢝した。10 月 5 日に調査区
શ͓ܠΑͼ遺構検出ঢ়گのࣸਅࡱӨを͓こなった後、遺
構ਤ・土ਤを作成した。ಉ日、遺構อޢのたΊの࠭ࢃ
き後、埋Ίしを͓こない、10 月 6 日にఫ収作ۀをྃ
した。
　調査では出土遺物がগྔであったことから、調査と
ฒ行しͯચড়・ྨ・ம記のཧ作ۀを࣮施した。

2　遺跡の位置と環境

調査地は奈良山ٰྕからԆͼる北から南に؇やかにԼ
るඌࠜの南部付近にあたる。法華寺の中心Հཟである
ۚಊ・中・東ౝ・西ౝがあった所は、ށߐ時代中期
～後期にはʮۚಊ೭ࣳʯとশされͯいた（h 紀ཁ2019 ）ɦ。また、
中の南にはๅӬ 4 年 （1707）に地でյするまではౝ
1 基が存在し͓ͯり、h 大名所ਤ会ʱなͲにそのૅ石
がඳかれͯいる 1）。

調査地は南面ճ࿓͓Αͼ西ౝ推ఆ地の中間にҐஔし、
周ลではෳճにわたり小نな調査が͓こなわれͯ
いる（ਤ 97）。第 98ô7 次調査ではݦ著な遺構は確認でき
なかったが、第 95ô4 次調査では建物と東西石組溝（h 平

城֓報 1975 ）ɦ、第 419 次調査ではΫϥンΫঢ়をఄする溝
SD9150・9151 ͓Αͼ東西石組溝 SD9153 を検出し͓ͯり、
東西྆ౝ推ఆ地の中ԝに溝で区画されたʮತʯܗの高ま
りがあったことがࢦఠされͯいる（h 紀ཁ 2008 ）ɦ。
　ຊ調査では、遺構の遺存ঢ়گを確認するととに、西
ౝに関わる遺構の検出が༧された。

3　調査の方法と成果

　（1）調査の方法
　南北 2 ϱ所の調査区を設ఆした。北区は東西 3.4N ʷ南
北 3.9N、南区は東西 3.4N ʷ南北 2.6N のൣғとし、調査
面積は 22.1㎡である。
　調査では、(NSS ଌྔ機を༻いたωοτϫーΫ型 3TK 
法で調査区に基४ઢを設ఆし、ॖई 1�20 を基ຊに平面
ਤを作成した。ඪ高は基४平城ᶺ 54（̭ʹ－145389.024、

̮ʹ－18064.600、̝ʹ 61.364N）を基४としͯ第 435 次調査
（2008 年）で設ஔした基४からΦーτレϕϧで水
४ଌྔを͓こなった。発掘作ۀはॏ機にΑりط存建物の
造成にとなう地土、چද土・ߞ作土を掘りԼ͛た後、
人ྗで遺物แؚの掘と遺構検出を͓こなった。ࣸਅ
記録はσδλϧࡱӨで͓こなった。
　（2）基本層序

現地ද面からॱに、ط存建物の造成にとなう地土
（ްさ 40～50ᶲ）、چද土・ߞ作土（黒色土、10～15ᶲ）がଯ
積し、北区ではԫփ色࠭（地山）にୡする。南区では、
調査区北部は北区とಉ様のংで、中ԝ以南はط存建物
にとなう地土、چද土・ߞ作土のԼに、遺物แؚ（҉

փ色土、10～20ᶲ）、落ち込み S911886 埋土（փ色土、15

～25ᶲ）がଯ積し、ԫփ色࠭（地山）にୡする。
遺構検出は、北区ではԫփ色࠭上面（ඪ高

62.7N）、南区では҉փ色土上面・փ色土上面（ඪ高 62.6

～62.7N）で͓こなった。

図 97　第 659 次調査区位置図　1：2000
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　（3）検出遺構（ਤ 98）

北　区　　調査区શ面でԫփ色࠭（地山）を確認した。
֘地の造成時に大きく平されたՄ性がある。遺構
は確認されͣ、出土遺物ない。
南　区　　調査区北部では北区とಉ様にԫփ色࠭を
検出した。中ԝ部以南で以Լにड़る落ち込み S911886
͓Αͼ石列 S911887 を確認した。
落ち込み SX11886　　北ݞは東西方にઢతにԆͼ、
南にかっͯ؇やかにԼる。ਂさ 20～30ᶲ。փ色土を
埋土とする。調査区西นでは埋土上面からの掘り込みを
2 ϱ所で確認したが、平面では確認できなかった。古代
以降の土師器小片が出土した。
石列SX11887　　落ち込み埋土上面で検出した東西方
の石列。20～30ᶲの石を 6 ฒ͓ͯり、東西ݸ 1.2N 
を検出した。いͣれਾ付ࠟ跡は確認できない。西方に
ൈऔ溝のՄ性がある溝ঢ়のく΅みがあるが、調査区西
นまでは続かない。҉փ色土に෴われͯいる。性格は不
明である。  （小田裕樹）

4　出土遺物

土器・陶磁器ྨはཧ༻コンςφ 1 ശが出土した。
古代から近世までの土師器や古墳時代から古代の須恵器
をؚΉが、いͣれ小片である。

瓦ྨはཧ༻コンςφ 1 ശの丸瓦・平瓦が出土した。
҉փ色土から古代から中世までの丸瓦・平瓦が出土し、
ۚ・փ色土から瓦は出土しͯいない。・石
ଐは出土しͯいない。  （田中龍一・小田）

5　まとめ

ճの調査では古代の遺構は確認されなかった。周ลࠓ
地ܗの؍ふま͑ると、法華寺中心Հཟがల։するٰ
ྕඌࠜの南部にあたり、؇斜面となっͯいた֘地で
は、ஈঢ়にాാを造成したことにΑり遺構が平された
Մ性が高い。

いっΆう、調査区東南方で࣮施した第 95ô4 次調査で
は石組溝を、第 419 次調査ではΫϥンΫঢ়をఄする溝を
検出し͓ͯり、これらはࣨ町時代後期以前の遺構と͑ߟ
られͯいる（h 紀ཁ 2008 ）ɦ。ඌࠜ部にあたる調査区の南
方では古代の遺構が存するՄ性͑ߟられる。ࠓ後
の調査課である。 （小田）

註
1） ଠాതଠʮ法華寺のྺ࢙ʯh 大古寺大؍ʱ第 5 巻、

ଠʮ法華寺のԊֵʯhݯ波書店、1978。ాؠ 新म国
寺の研究ʱ第 1 巻、٢߂文ؗ、1986。

図 98　第 659 次調査遺構図・土層図・断面図　1：60（西壁土蔵図は南北反転、南壁土層図は東西反転）

Ｙ
-
1
7
,
9
6
8

Ｙ
-
1
7
,
9
6
6

Ｘ-145,208Ｘ-145,205

Ｘ-145,208Ｘ-145,205

Ｈ=62.60ｍ

Ｈ=63.00ｍ

Ｈ=62.60ｍ

Ｈ=63.00ｍ

Ｘ-145,211

Ｘ-145,211

Ｈ
=
6
3
.
0
0
ｍ

Ｈ
=
6
2
.
6
0
ｍ

Ｙ
-
1
7
,
9
6
6

Ｙ
-
1
7
,
9
6
8

Ｘ-145,211

Ｈ=62.60ｍ

SX
11
88
6

SX
11
88
7

暗
灰
色
土

褐
灰
色
土

暗灰色土
褐灰色土

砂礫層（地山）砂礫層（地山）

北 区 南 区

0 1㹫



Ⅲ　図　　版

E X C A V A T I O N  S U R V E Y  R E P O R T  2 0 2 4





１：調査前　北西から　　２：１・２区　西から

２

１

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　調査区全景　　PL. ̍



1

1区

2区
3区 4区

2

3
１：１・２区　北西から　　
２：３区　西から　　　　
３：４区　南東から

１

３

２

PL. ̎　　調査区全景　㣕㫽⸨ཎ第 213 次



孴区

孵区

1

2

3

１：瓦❔ S<11681　西から　　２：瓦❔ S<11681 ∧⠏土　北西から　

３：瓦❔ S<11681 の⿕⇕㊧　第１次⿕⇕ࡀ掘ࡾ㎸ࡳඛ⾜ࡿࡍ　西から

１

３

２

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　瓦❔ S<11681（1 ྕ❔）　　PL. ̏



孴区

孵区

1

2

3
１：瓦❔ S<11681　東から　　
２：瓦❔ S<11681 ↮㐨の᪥ࣞࣥ࢞　北から

３：瓦❔ S<11681 ↝ᡂ㒊　東から

１

３２

PL. ̐　　瓦❔ S<11681（１ྕ❔）　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



孵区

1

2

3

4

１

２

３

４

１：瓦❔ S<11682　西から

２：瓦❔ S<11682 南ቨ　北西から

３：瓦❔ S<11682 ㎸土　北西から

４：瓦❔ S<11683 ↮㐨　北東から

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　瓦❔ S<11682（２ྕ❔）　　PL. ̑



孶区

孵区 4区

1 2

１：瓦❔ S<11683　北から

２：瓦❔ S<11684　北から

１

２

PL. ̒　　瓦❔ S<11683（３ྕ❔）・瓦❔ S<11684（４ྕ❔）　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



孶区

孵区 4区

1 2

１：瓦❔ S<11684 ↝ᡂ㒊東ቨ　北西から　　
２：瓦❔ S<11684 ↝ᡂ㒊西ቨ　北東から

１

２

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　瓦❔ S<11684（４ྕ❔）　　PL. ̓



孶区

孵区 4区

2

1

１：瓦❔ S<11685　北から　　
２：瓦❔ S<11685 ⇞↝㒊西ቨ　北東から

２

１

PL. ̔　　瓦❔ S<11685　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



孶区

孵区 4区

1

2

２

１

１：瓦❔ S<11686　北東から　　
２：瓦❔ S<11686 ཱྀ断面　北東から

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　瓦❔ S<11686　　PL. ̕



4区

1 2

１：瓦❔ S<11687 ⅊ཎ　北東から　　
２：瓦❔ S<11688　北から

２

１

PL.10　　瓦❔ S<11687・瓦❔ S<11688　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



4区

1
2

２

１

１：瓦❔ S<11688 ୰ኸ㒊　北東から　　
２：瓦❔ S<11688 ∧⠏土　東から

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　瓦❔ S<11688　　PL.11



4区

1

孵屇孶
4

１：瓦❔ S<11689　南西から　　
２：瓦❔ S<11689 ❔ቨ　東から

３：瓦❔ S<11689 ❔ቨの⢓土の✚ࡳ㔜ࡡ　東から

４：瓦❔ S<11689 ∧⠏土　北西から

２

１

３ ４

PL.12　　瓦❔ S<11689　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



4区

1

2

１：土坑 SK11690　北西から　　
２：ᩳ⾜溝 S'11680　北から

１

２

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　土坑 SK11690・ᩳ⾜溝 S'11680　　PL.13



PL.14　　瓦・᪥ࣞࣥ࢞　㣕㫽⸨ཎ第 213 次　



１

２

１：⇐ᩯ瓦　　２：᪥ࣞࣥ࢞

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　⇐ᩯ瓦・᪥ࣞࣥ࢞　　PL.15

１

２



１：6233AE　　２：6233AF　　３：6233AF　　４：6274AE　　

１ ２

３

４

PL.16　　出土軒瓦（１）　㣕㫽⸨ཎ第 213 次

２１

３

４



１：6275(　　２：6643AD　　３：6233AE 丸瓦᥋ྜのᵝᏊ　　４：6274AE ᥋ྜ㒊と面調ᩚ　　
５：6643AD ⢓土⣣の㔜ࡡᕳࡁと㞳状況

１

３ ４

５

２

㣕㫽⸨ཎ第 213 次　出土軒瓦（２）　　PL.17

１

３ ４

５

２



１：土器　　２：ᇰ㍯

１

２

PL.18　　ᩳ⾜溝 S'11680 出土土器・ᇰ㍯　㣕㫽⸨ཎ第 213 次

１

２



１：１ྕ❔出土瓦　　２：２ྕ❔出土瓦

１

２

᪥㧗ᒣ瓦❔（1978 ᖺ調査）　1ྕ❔・2ྕ❔出土瓦　　PL.19

１

２



１：6233AD　　２：6233AE　　３：6233AF　　４：6274AE

１

２

３ ４

PL.20　　東西溝 S'1845 出土軒丸瓦（１）　⸨ཎᐑ第 17 次

１

２

３ ４４



１：6274AE　　２：6275,　　３：6279AD

１

２

３

⸨ཎᐑ第 17 次　東西溝 S'1845 出土軒丸瓦（２）　　PL.21

１

２

３



１：6643AD　東西溝 S'1845��出土 ２：6274AD� ᡞ S(1850��出土　　３：6274AE　ᡞ S(1850��出土

１

２

３

PL.22　　東西溝 S'1845 出土軒平瓦、ᡞ S(1850 出土軒丸瓦　⸨ཎᐑ第 17 次

１

２

３



１：20

１ ６

７

８

９

10

２

３

４

５

東　面 西　面

⸨ཎᐑ第 17 次　S(1850 ᡞᯟ（１）　PL.23

１ ６

７

８

９

10

２

３

４

５

東　面 西　面



南　面 北　面

北面

南面 ᗏ面

１：20

11

15

19

16

17

18

12

13

14

PL.24　S(1850 ᡞᯟ（２）　⸨ཎᐑ第 17 次

南　面 北　面

北面

南面 ᗏ面

11

15

19

16

17

18

12

13

14



遺構検出状況　石⚄遺㊧東᪉ࢆのࡴࡒ　南西から

㣕㫽⸨ཎ第 214 次　調査区全景　　PL.25



１

２

１：⯟✵┿（2023 ᖺᙳ）　石⚄遺㊧࿘㎶　北᪉ࢆのࡴࡒ　南から　２：第１次調査区全景（1981 ᖺᙳ） 南西から

PL.26　　⯟✵┿・石⚄第１次調査区全景　㣕㫽⸨ཎ第 214 次



２１

４３

１：石⤌溝 S'335　南から　２：石⤌溝 S'330　南から　３：石⤌溝 S'335　北から　４：石ᩜ SX327　東から

㣕㫽⸨ཎ第 214 次　石⚄第１次調査の石⤌溝・石ᩜ（1981 ᖺᙳ）　　PL.27



１ ２

３

１：南北塀 SA4650　南から

２：東西塀 SA600・4645
　　および SA560　　西から

３：南北塀 SA4650 の
　　柱ᢤྲྀ穴
　　第１次調査࡚完掘　西から

PL.28　　南北塀と東西塀　㣕㫽⸨ཎ第 214 次

SA4650

SA600 SA4645SA4645

SX327SX327

2

1

3



２１

３

４

１：石⤌溝 S'335　ᗏ石࠸࡞ࡣ　南から

２：石⤌溝 S'330　ᗏ石ࡃᩜࢆ　南から

３：石⤌溝 S'335　ഃ石ࡣ⮬↛石３ࢆ㹼４ẁ✚ࡿࡆୖࡳ　南西から

４：石⤌溝 S'330　S'335 南西から　ࡿ࠸⏝ഃ石ࢆ石↛⮬࡞ࡁ大࡚ẚ
SD330SD330 SD335SD335

SD331

SA4650

12

4 3

㣕㫽⸨ཎ第 214 次　石⤌溝の再検出状況　　PL.29



１

３

４

２

３

１：ὶ㊰ 15310 と SA560・4645・4646 との㔜」関ಀ　東から

２：石⤌溝 S'335 とᩚᆅ土および石ᩜ SX327 との関ಀ　南西から

３：石⤌溝 S'335 の溝ᇙ土　ୖ２ᒙࡣᇙ立土、ࢀࡑよࡾୗࡣ⣽◁のὶỈሁ✚　南から

４：東西塀 SA311 柱穴断面　┤ୖࢆὶ㊰ 15310 ࠺そࡀ平Ᏻ௦の遺物ໟྵᒙࡸ 北西から

PL.30　７ୡ⣖の遺構と奈良௦௨㝆のὶ㊰　㣕㫽⸨ཎ第 214 次
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１：S'640 出土土師器　　２：S'640 出土須恵器
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㣕㫽⸨ཎ第 119�5 次　ᕝཎᑎୗᒙ出土土器（１）　　PL.31
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１：SK641 出土土器　　
２・３：SK641 出土土師器⏋
４：S'640 出土土師器㧗ᮼ⬮㒊ෆ面
５：S'640 出土須恵器ᮼ㌟
６：S'640 出土須恵器ᢕᡭ᳐　ⅆこ
７：S'640 出土須恵器器ྎ　Ἴ状ᩥ
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PL.32　　ᕝཎᑎୗᒙ出土土器（２）　㣕㫽⸨ཎ第 119�5 次

１

２

５

６ ７

３

４



PL.33平城第 653・656 次　第 653 次調査区全景　

１：平城第 653 次調査区全景（拡張後、再拡張前） 西から

２：平城第 653 次調査再拡張区遺構検出状況　北から
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PL.34 第 656 次調査区全景　平城第 653・656 次

平城第 656 次調査区全景（拡張前）　北から



PL.35平城第 653・656 次　第 656 次調査区全景　

平城第 656 次調査区全景（拡張前）　南から



PL.36 遺構検出状況　平城第 653・656 次

１：平城第 656 次調査拡区遺構検出状況　北から　　２：南北溝ＳＤ 11901・11902・11903　北から
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PL.37平城第 653・656 次　掘立柱建物ＳＢ 11920 の柱穴　

１：掘立柱建物ＳＢ 11918　柱穴完掘状況　南から

２：掘立柱建物ＳＢ 11920　柱穴断面　東から

３：掘立柱建物ＳＢ 11920　柱穴断面　東から

４：掘立柱建物ＳＢ 11920　柱穴断面　東から

５：掘立柱建物ＳＢ 11920　柱穴断面　西から　
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PL.38 掘立柱建物および掘立柱塀　柱穴断割状況　平城第 653・656 次

１：掘立柱建物 SB11922・SB11923　柱穴断面　東から

２：掘立柱建物 SB11918・SB11923　柱穴断面　北から

３：掘立柱建物 SB11923　柱穴断面　北から

４：掘立柱建物 SB11923　柱穴断面　東から

５：東西掘立柱塀 SA11929　柱穴断面　西から

６：掘立柱塀 SA11930　柱穴断面　北から
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PL.39平城第 653・656 次　掘立柱塀 SA11930 および大土坑 SK11940　断割状況　

１：掘立柱塀 SA11930　柱穴断面　南から　　　２：掘立柱塀 SA11930　柱穴断面　南から　　　
３：大土坑 SK11940　断面　北から
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3
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PL.40 平城第 653・656 次　出土土器・陶磁器

１：大土坑 SK11940 出土土師器・須恵器
２：奈良三彩・緑釉陶器
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PL.41平城第 653・656 次　大土坑 SK11940 出土軒丸瓦　
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PL.42 平城第 653・656 次　大土坑 SK11940 出土軒平瓦
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PL.43平城第 653・656 次　大土坑 SK11940 出土瓦　
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PL.44 平城第 653・656 次　遺構出土瓦磚類
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PL.45平城第 653・656 次　出土遺物　

大土坑 SK11940 出土冶金関連遺物

瓦磚類
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PL.46 調査区全景と遺構検出状況　平城第 659 次　

1

2

１：調査区全景　北から　　２：石列 SX11887　東から
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ふ り が な

在地
コード 

北　緯 東　経 調査期間 調査面積
（㎡） 調査原因 

市町村 遺跡番号 

日
ひ

高
だかやまかまあと

山窯跡
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な ら

良県
けん

橿
かしはら

原市
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上
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ひ だ

騨町
ちょう

292052 14C-0530 34°29′43″ 135°48′22″ 
20230510
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20230801
254.4
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（飛鳥藤原
第 213 次）
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（飛鳥藤原
第 214 次）

法
ほ っ け

華寺
じ

跡
あと

・
海
かい

龍
りゅう

王
おう

寺
じ

奈
な ら

良県
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町
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292010 05A-0112
05A-0113 34°41′47″  135°48′07″ 

20221102
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20221216
262.6 宅地造成

（平城第 653 次）
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ほ っ け

華寺
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跡
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奈
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良県
けん

奈
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良市
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法
ほ っ け

華寺
じ

町
ちょう

292010 05A-0112

34°41′45″  135°48′07″ 
20230821

～

20231020
600 宅地造成

（平城第 656 次）

34°41′38″  135°48′03″ 
20231004

～

20231006
22.1 店舗・住宅建設

（平城第 659 次）

報 告 書 抄 録

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

日
ひ

高
だかやまかまあと

山窯跡 生産遺跡
（窯）

白鳳時代
（七世紀末）

瓦窯、土坑、古
墳周濠

軒瓦、丸・平瓦、日
乾レンガ、土師器・
須恵器（古墳時代～
古代）、埴輪

藤原宮の瓦を焼成した日高山瓦窯
で、９基の瓦窯の存在をあきらか
にした。瓦窯に関わるとみられる
小型の焼成土坑を検出した。古墳
の周濠の一部とみられる斜行溝を
検出した。（第 213 次）

石
いしがみ

神遺
い

跡
せき

官衙遺跡 飛鳥時代
（七世紀後半）

掘立柱塀、掘立
柱列、石組溝、
石敷、流路

軒瓦、丸・平瓦、土
師器・須恵器（古代）、
黒色土器（平安時代）

７ 世 紀 前 半 の 区 画 施 設 SA600・
SA4650 を確認し、遺跡東南隅を
あきらかにした。また、東西塀
SA4645 や SA560、SA311 を確認し、
遺跡の拡張過程や南限区画施設の
変遷過程、東方への遺跡の広がり
をあきらかにした。（第 214 次）



法
ほ っ け

華寺
じ

跡
あと

・
海
かい

龍
りゅう

王
おう

寺
じ 寺院跡

奈良～近世 掘立柱建物、南
北溝

軒瓦、丸・平瓦、縁
釉水波文磚、土師器・
須恵器（古代）、土器・
陶磁器（近世～近現
代）

法華寺と海龍王寺の境界付近の様
相をあきらかにした。大型の掘立
柱建物 SB11920 を中心とするいく
つかの掘立柱建物と古代～近世の
南北溝３条を確認した。（第 653 次）

奈良～近世
掘立柱建物、掘
立柱塀、南北溝、
大土坑

軒瓦、丸・平瓦、土
師器・須恵器（古代）、
土器・陶磁器（近世
～ 近 現 代 ）、 鉄 滓、
鍛造剥片

法華寺と海龍王寺の境界付近の
様相をあきらかにした。平城第
653 次から続く掘立柱建物群と溝
の様相をあきらかにし、掘立柱塀
SA11930 や奈良時代前半の大土坑
SK11940 を確認した。（第 656 次）

法
ほ っ け

華寺
じ

跡
あと

寺院跡 奈良時代 落ち込み、石列
丸・平瓦、土師器（古
代～近世）・須恵器

（古墳時代～古代）

古代以降の落ち込みとその埋土上
面で性格不明の石列を確認した。

（659 次）
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